
令和７年度第２回倉吉市子ども・子育て会議 

 

日時：令和７年 11月 27 日（木） 

　　　午後２時 30分から午後４時 30分 

場所：倉吉市役所第２庁舎　302 会議室 

 

 

１．開会 

 

２．あいさつ 

 

３．協議事項 

 

　　（１）倉吉市こども・若者・子育てに関するアンケート調査の結果について 

 

　　（２）倉吉市こども計画の素案について 

 

　　（３）倉吉市公立保育所再編計画の素案について 

 

４．その他 

 

５．閉会 

 

－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 

【資料】 

・委員名簿（Ｐ１） 

・倉吉市子ども・子育て会議条例（Ｐ２） 

・倉吉市こども・若者・子育てに関するアンケート調査結果（Ｐ３～Ｐ103） 

・倉吉市こども計画の素案について（Ｐ104～Ｐ197） 

・倉吉市公立保育所再編計画の素案について（Ｐ198～Ｐ222） 
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16
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関し学識経験のある者

鳥取短期大学幼児教育学科 准教授 青木 淳英

【事務局】
役職 氏名 備考

1 健康福祉部 部長 吉川 仁彦
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6 健康福祉部子育て支援局こども家庭センター 室長 光村 祥子
7 健康福祉部子育て支援局こども家庭センター 係長 田中 美千代

所属

子どもの保護者

関係団体の推薦を
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Ⅰ．調査概要 

 

１　調査目的 
　本調査は、「倉吉市こども計画」を策定するにあたり、市内に住むこどもや若者、保護者

に向けて、現在のライフスタイルの把握や希望する施策など、現状把握や意見聴取を目的に

実施しました。 

 

 

２　調査種別、調査方法、調査期間、配布・回収数 
　以下の４つの調査を実施しました。 

 

（１）倉吉市こども・子育て支援に関するニーズ調査（就学前児童の保護者対象） 

 

（２）倉吉市こども・子育て支援に関するニーズ調査（小学校児童の保護者対象） 

 

 

 調査対象 市内に住む就学前児童を持つ保護者

 
対象者数

600 人 

※調査対象からランダムに抽出

 

調査方法

市内の保育園・認定こども園を通じて依頼・調査票の配布を行い、

郵送又は Web による回答 

※市内の保育園、認定こども園を利用していない調査対象につい

ては郵送による調査票の配布

 調査期間 令和７年９月１日～９月 30 日

 

回収数

配布数：600 人 

回収数：408 人（郵送：258 人、Web：150） 

回収率：68.0％

 調査対象 市内に住む小学校児童を持つ保護者

 
対象者数

600 人 

※調査対象からランダムに抽出

 調査方法 郵送による依頼・調査票の配布を行い、郵送又は Web による回答

 調査期間 令和７年９月１日～９月 30 日

 

回収数

配布数：600 人 

回収数：318 人（郵送：175 人、Web：143） 

回収率：53.0％

通し番号　5
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（３）倉吉市こどもの意見を聞くためのアンケート調査 

 

（４）倉吉市若者の意見聴取アンケート調査 

 

 

 

 

 

 

３　結果の見方 
　・グラフ、表中の「ｎ」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該当

する人）を表しています。複数回答を可とした設問については、回答の合計値と合わな

い場合があります。 

　・回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以

下第２位で四捨五入したものです。 

　・グラフ・表中において「未回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答判

別が困難なものです。 

　・本文中の設問の選択肢は簡略化及び漢字化している場合があります。 

 

 調査対象 市内に住む小学５年生から中学３年生までの児童生徒

 

対象者数

600 人程度 

※各学校各学年 20 人程度（20 人以上も可）として各学校で対象者

を判断

 
調査方法

市内の小中学校を通じて、依頼・調査票（QR コード）を配布し、Web

による回答

 調査期間 令和７年９月１日～９月 30 日

 

回収数

配布数：－ 

回収数：946 人（すべて Web 回答） 

回収率：－

 調査対象 市内に住む 15 歳から 39歳までの若者

 
対象者数

700 人 

※調査対象からランダムに抽出

 調査方法 郵送による依頼・調査票の配布を行い、郵送又は Web による回答

 調査期間 令和７年９月１日～９月 30 日

 

回収数

配布数：700 人 

回収数：218 人（郵送：122 人、Web：96 人） 

回収率：31.1％

Web による調査・回答は、「とっとり電子申請サービス（鳥取県）」を利用していま

す。
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Ⅱ．調査結果 

 

１　こども・子育て支援に関するニーズ調査（就学前児童の保護者対象） 

 

（１）回答者の属性 

 

問１　お住まいの地区はどこですか。 
　上井地区が 22.5％でもっとも多く、次いで西郷地区 13.7％、上灘地区 12.5％となっていま

す。 

（ｎ=408） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２　調査対象のお子さんの生年月につ

いてお答えください。 

2019（令和元年度）が 28.4％でもっとも多

く、次いで 2020（令和２年度）が 19.1％

となっています。 

（ｎ=408） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※年度別で集計しています。

問３　調査対象のお子さんを含め、お子

さんは何人ですか。 

「２人」が 40.9％でもっとも多く、次いで

「１人」が 32.6％なっています。 

（ｎ=408） 

１人
32.6%

２人
40.9%

３人以上
26.5%

2019
28.4%

2020
19.1%2021

14.0%

2022
14.0%

2023
12.5% 2024

9.1%

2025
1.5%

未回答
1.5%

未回答
0.5%

上北条
7.1%

上井
22.5%

西郷
13.7%上灘

12.5%
成徳
5.1%

明倫
5.9%

灘手
0.2%

社
8.8%

北谷
1.2%

高城
2.7%

小鴨
12.3%

上小鴨
2.0%

関金
5.4%
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問４　この調査票にご回答いただく方は

どなたですか。 

「母親」が 85.7％でもっとも多く、次いで

「父親」が 13.5％となっています。 

（ｎ=408） 

問５　この調査票にご回答いただいてい

る方の配偶関係をお答えください。 

「配偶者がいる」が 93.1％、「配偶者はい

ない」が 6.9％となっています。 

（ｎ=408） 

問６　調査対象のお子さんの子育てを主にしている方はどなたですか。 
「父母ともに」が 75.2％でもっとも多く、次いで「母親」が 23.1％となっています。 

（ｎ=408） 

問７　調査対象のお子さんと同居・近居(概ね３０分以内程度に行き来できる範囲)の状

況についてお伺いします。 

　「父母同居」が 80.1％ともっとも多く、次いで「祖母近居」が 45.3％となっています。 

（ｎ=408） 

未回答
0.2%

母親
85.7%

父親
13.5%

その他
0.5%

配偶者
がいる 
93.1%

配偶者
はいな
い

6.9%

父母とも
に

75.2%

母親
23.1%

父親
0.5%

祖父母
0.7%

その他
0.5%

80.1%
0.2%

6.1%
12.0%

2.7%
7.8%

38.5%
45.3%

9.6%
0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

父母同居
父同居(ひとり親家庭)
母同居(ひとり親家庭)

祖父母同居
祖父同居
祖母同居
祖父近居
祖母近居

その他の同居親族
単身赴任
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（２）こどもの育ちをめぐる環境について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８　調査対象のお子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方はどなた

（施設）ですか。（いくつでも） 

　「父母ともに」が 73.3％ともっとも多く、次いで「保育所」が 42.6％となっています。 

（ｎ=408） 

問９　調査対象のお子さんの子育て（教育を含む）に、大きく影響すると思われる環境

は何ですか。（いくつでも） 

　「家庭」が 96.6％ともっとも多く、次いで「保育所」が 49.3％となっています。 

（ｎ=408） 

73.3%
0.5%

13.2%
22.5%

26.7%
42.6%

3.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

父母ともに
父親
母親
祖父母

認定こども園
保育所
その他

96.6%
25.7%

6.4%
49.3%

34.6%
3.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家庭
地域
幼稚園
保育所

認定こども園
その他
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問１０　日頃、調査対象のお子さんをみてもらえる人はいますか。（２つ以内） 
　「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が 66.7％ともっとも

多く、次いで「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」が 32.1％となっています。 

（ｎ=408） 

 

 

 
32.1%

66.7%

0.7%

2.9%

11.0%

0.0% 50.0% 100.0%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる

いずれもない

＜参考：平成 25年 10 月のニーズ調査との比較＞ 

　「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」「緊急時もしくは用事の際には祖父

母等の親族にみてもらえる」が減少しています。 

33.7%
67.4%

0.9%
4.3%
6.2%

0.9%

0.0% 50.0% 100.0%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる
緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族...
日常的に子どもをみてもらえる友人・知人が...
緊急時もしくは用事の際には子どもをみても...

いずれもない
未回答
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（３）保護者の就労状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１１　現在の就労状況(自営業、家族従業者含む)についてお伺いします。 

（１）お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業を含む）をそれぞれお答えください。 
　父母ともに「フルタイム」がもっとも多くなっています。母親については、父親と比較

して「フルタイム」が少なく、「パート・アルバイト等」が多くなっています。 

【父親】（ｎ=386） 

 

 

 

 

 

 

 

【母親】（ｎ=405） 

 

 

 

 

 

 

2.6%
94.6%

1.6%
0.0%
0.0%
1.3%
0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

未回答

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労

フルタイムだが、育休・介護休業中である

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等だが、育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまでに就労したことがない

1.2%
51.4%

12.3%
25.2%

2.0%
7.9%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%
未回答

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労

フルタイムだが、育休・介護休業中である

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等だが、育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまでに就労したことがない

＜参考：平成 25年 10 月の調査結果との比較＞ 

　母親の「フルタイム」就労が平成 25年の時より増加しています。 

【父親】　　　　　　　　　　　　　　【母親】 

93.8%

0.0%

2.0%

2.5%

0.0%

1.7%

0.0% 50.0% 100.0%

フルタイム

フルタイムだが育休・介護 ...

パートタイム、アルバイト等

以前は就労していたが、現 ...

これまでに就労したことが ...

未回答

36.6%

8.7%

36.2%

16.2%

0.5%

1.8%

0.0% 50.0% 100.0%

フルタイム

フルタイムだが育休・介護 ...

パートタイム、アルバイト等

以前は就労していたが、現 ...

これまでに就労したことが ...

未回答
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（２）（１）で「就労している」に答えた方にうかがいます。１週あたりの「就労日数」、　　　

１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をそれぞれお答えください。 

　父母ともに「５日」「８時間」がもっとも多くなっています。 

【父親】（ｎ=366） 

＜就労日数＞　　　　　　　　　　　　　　　＜就労時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

【母親】（ｎ=368） 

＜就労日数＞　　　　　　　　　　　　　　　＜就労時間＞ 

（３）（１）で「パート・アルバイト等で就労している」と答えた方にお伺いします。フ

ルタイムへの転換希望がありますか。 

　母親について、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」が 53.6％でもっと

も多くなっています。父親については、回答対象がありませんでした。 

【父親】（ｎ=0） 

 

　－ 

 

【母親】（ｎ=110） 

1.9%
0.5%
0.5%
0.5%
1.1%

67.4%
23.5%

4.6%
0.0% 50.0% 100.0%

未回答
１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日

3.0%0.0%
0.0%0.0%0.0%0.0%
0.3%3.2% 52.0%17.8%

23.7%
0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

100.0
%

未回答１時間
２時間３時間４時間
５時間６時間７時間８時間
９時間１０時間以上

1.6%
0.5%
1.4%
3.3%

8.7%
75.3%

8.4%
0.8%

0.0% 50.0% 100.0%

未回答
１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日

2.2%
0.0%
0.0%
0.3%

3.8%
8.4%

12.0%
15.2%

44.6%
8.4%

5.2%
0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

100.0
%

未回答
１時間
２時間
３時間
４時間
５時間
６時間
７時間
８時間
９時間

１０時間以上

3.6%
13.6%

23.6%
53.6%

5.5%
0.0% 50.0% 100.0%

未回答
フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない
パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

通し番号　12
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（４）（１）で「以前は就労していたが、現在は就労していない」または「これまでに就

労したことがない」と答えた方に伺います。就労したいという希望はありますか。 

　母親について、「子育てや家事に専念したい」がもっとも多くなっています。父親につ

いては、回答対象数が少なく参考として記載します。 

【父親】（ｎ=5） 

 

 

 

 

【母親】（ｎ=32） 

40.0%
0.0%
0.0%

60.0%
0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

未回答
子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

1 年より先、一番下の子どもが成長したころに就労したい
すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

25.0%
37.5%

25.0%
12.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

未回答
子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

1 年より先、一番下の子どもが成長したころに就労したい
すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

通し番号　13



Ⅱ．調査結果　 
１　こども・子育て支援に関するニーズ調査（就学前児童の保護者対象）

10 

（４）保育サービスの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２　調査対象のお子さんは現在、平日に保育所や認定こども園等の教育・保育事業

を利用されていますか。 

　「利用している」が 89.2％ともっとも多くなっています。 

（ｎ=408） 

問１３　利用している方は、平日にどのような教育・保育事業を利用していますか。（い

くつでも） 

　「認可保育所」が 58.2％ともっとも多く、次いで「認定こども園」が 37.6％となって

います。 

（ｎ=364） 

未回答
1.0%

利用して
いる

89.2%

利用して
いない

9.8%

58.2%
37.6%

0.3%
0.0%
1.6%
2.5%

0.3%
0.0%
0.0%
0.0%
0.5%

0.0% 50.0% 100.0%

認可保育所
認定こども園

幼稚園（倉吉市にはありません。）
幼稚園の預かり保育(倉吉市にはありません。）

事業所内保育施設
その他の保育施設(届出保育施設)
ファミリーサポートセンター

居宅訪問型保育(ベビーシッター)
家庭的保育(倉吉市にはありません。)

自治体の認証・認定保育施設 (倉吉市にはありません。)
その他

通し番号　14
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（１） 平日にどのくらい利用していますか。また希望としてどのくらい利用したいで

すか。 

　現在の利用日数は「５日」がもっとも多く、利用時間数は「８時間」がもっとも多くな

っています。希望する日数、利用時間数も同様の傾向になっています。 

（ｎ=364） 

＜現在の１週間あたりの利用日数＞　　　　＜現在の１日あたりの利用時間数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１週間あたりの希望日数＞　　　　　　　＜１日あたりの希望時間数＞ 

 

 

 

問１４　問１２で「利用している」と答えた方にうかがいます。現在、利用している教

育・保育事業の実施場所はどこですか。 

　「倉吉市内」が 94.0％ともっとも多くなっています。 

（ｎ=364） 

1.1%
0.3%
0.0%
0.0%
2.2%

85.7%
10.7%

0.0% 50.0% 100.0%

未回答
１日
２日
３日
４日
５日
６日

1.9%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%

3.8%
16.2%

31.6%
23.4%

17.6%
5.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

未回答
１時間
２時間
３時間
４時間
５時間
６時間
７時間
８時間
９時間
１０時間
１１時間

16.8%
0.0%
0.0%
0.3%
1.1%

67.3%
14.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

未回答
１日
２日
３日
４日
５日
６日

18.4%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.3%
3.3%

10.2%
23.9%

21.4%
15.9%

6.6%
0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

未回答
１時間
２時間
３時間
４時間
５時間
６時間
７時間
８時間
９時間

１０時間
１１時間

未回答
4.9%

倉吉市
94.0%

他の市町
村

1.1%

通し番号　15
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問１５　問１２で「利用している」と答えた方にうかがいます。平日に利用されている

理由は何ですか。 

　「子育てをしている方が現在就労している」が 84.1％でもっとも多くなっています。 

（ｎ=364） 

問１６　 問１２で「利用していない」と答えた方にうかがいます。教育・保育事業を利

用していない主な理由は何ですか。 

　「子どもがまだ小さいため成長したら利用しようと考えている」が 45.0％でもっとも

多くなっています。 

（ｎ=40） 

問１７　調査対象のお子さんに関して、現在、利用している、利用していないにかかわ

らず、平日に利用したいと思う教育・保育事業はどれですか。 

　「認可保育所」が 48.3％ともっとも多く、次いで「認定こども園」が 38.5％となって

います。 

（ｎ=408） 

0.8%
11.0%

84.1%
1.9%

0.0%
1.1%

0.0%
1.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
未回答

子どもの教育や発達のため
子育てをしている方が現在就労している

子育てをしている方が就労予定がある／求職中である
子育てをしている方が家族・親族などを介護している

子育てをしている方が病気や障害がある
子育てをしている方が学生である

その他

40.0%
2.5%

0.0%
0.0%
2.5%

0.0%
0.0%

45.0%
10.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
（子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で）利用する必要がない

子どもの祖父母や親戚の人がみている
近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、保育所等の事業に空きがない
利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない

利用したいが、延長、夜間等の時間帯の条件が合わない
利用したいが、利用時間、夜間ービスの質や場所など、納得できる事業がない

子どもがまだ小さいため成長したら利用しようと考えている
その他

4.4%
48.3%

38.5%
1.5%
0.0%
0.7%
3.2%

0.5%
0.7%
0.7%
0.0%
1.5%

0.0% 50.0% 100.0%

未回答
認可保育所
認定こども園

幼稚園（倉吉市にはありません。）
幼稚園の預かり保育(倉吉市にはありません。）

事業所内保育施設
その他の保育施設(届出保育施設)
ファミリーサポートセンター

居宅訪問型保育(ベビーシッター)
家庭的保育(倉吉市にはありません。)

自治体の認証・認定保育施設(倉吉市にはありません。)
その他

通し番号　16
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（１）　利用したい教育・保育事業の実施場所についてうかがいます。 
　「倉吉市内」が 92.4％ともっとも多くなっています。 

（ｎ=408） 

問１８　平日の教育・保育の事業を選ぶ際に、重視することは何ですか。（いくつでも） 
　「場所的な通いやすさ（自宅に近いこと）」が 87.5％でもっとも多く、次いで「保育者

等の人員体制や専門性・人柄」が 66.2％となっています。 

（ｎ=408） 

未回答
5.4%

倉吉市
92.4%

他の市町
村

2.2%

87.5%
36.8%

65.4%
66.2%

48.3%
41.2%

30.6%
18.9%

25.0%
4.4%

24.8%
36.5%

1.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
場所的な通いやすさ（自宅に近いこと）
場所的な通いやすさ（職場に近いこと）

安全や衛生面が優れていること
保育者等の人員体制や専門性・人柄

教育・保育の方針や内容
園舎・園庭などの施設や設備
保育料・月謝などの費用負担額
幼児教育を受けられること

きょうだいや友人が通っていること
通園バスなどによる送迎があること
０歳児から保育を行っていること

利用できる曜日や時間
その他

通し番号　17
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（５）土・休日・長期休暇の保育等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１９　調査対象のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日や長期休暇中に、保育所

や幼稚園等の教育保育の事業の利用希望はありますか（一時的な利用は除きます）。 

　土曜日の利用については、「利用する必要はない」が 50.5％でもっとも多く、日曜日・

祝日については、「利用する必要はない」が 75.7％でもっとも多くなっています。 

（ｎ=408） 

＜土曜日＞　　　　　　　　　　　　　　　　＜日曜日・祝日＞ 

「月に１～２回は利用したい」を選んだ方にうかがいます。毎週ではなく、たまに利用し

たい理由は何ですか。（いくつでも） 

　「月に数回仕事が入るため」が 86.2％でもっとも多く、次いで、「平日に済ませられな

い用事をまとめて済ませるため」が 45.7％となっています。 

（ｎ=138） 

問２０　現在、国では、保護者が仕事をしていなくても、月の一定時間までこどもを保

育園等に時間単位で預けられる「こども誰でも通園制度」の事業実施に向けた準備を進

めています。この制度が実施された場合には、利用を希望しますか。 

　「利用したい」が 51.6％ともっとも多くなっています。 

（ｎ=408） 

利用する
必要はな

い
50.5%

ほぼ毎週

利用した
い

15.2%

月に1～2

回は利用
したい
34.3%

利用する
必要はな
い

75.7%

ほぼ毎週
利用した
い

2.0%

月に1～2
回は利用
したい
22.3%

86.2%
45.7%

2.9%
40.6%

15.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

月に数回仕事が入るため
平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため
息抜きのため

その他

利用し
たい

51.6%

利用したい
と思わない

21.6%

わから
ない

26.8%
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（６）こどもが病気になった時の対応（保育所・認定こども園の利用者のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）問２０で「利用したいと思わない」と答えた方にうかがいます。「こども誰でも通

園制度」を利用したいと思わない理由は何ですか。（いくつでも） 

　「すでに保育施設等を利用している（利用する予定がある）」が 52.9％でもっとも多

く、次いで「就労している（就労する予定がある）」が 35.6％となっています。 

（ｎ=87） 

問２１　平日に保育所や認定こども園等を利用していると答えた方で、この１年間に、

調査対象のお子さんが病気やケガで休まなければならなかったことはありますか。 

　「あった」が 88.0％ともっとも多くなっています。 

（ｎ=364） 

問２２　休ませた時の主な対処方法をお答えください。（３つ以内） 
　「母親が仕事を休んだ」が 93.5％ともっとも多く、次いで「父親が仕事を休んだ」が

46.6％となっています。 

（ｎ=337） 

52.9%
35.6%

18.4%
4.6%

17.2%
9.2%

14.9%
19.5%

17.2%
4.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
すでに保育施設等を利用している（利用する予定がある）

就労している（就労する予定がある）
必要ない

利用料がかかる
自分で子どもをみたい（みられる）

制度に不安や疑問を感じる・よくわからない
現状で満足している

保育士の負担が増える・保育士が足りていない
園児が増えることで保育の質が保てるのか不安がある

その他

未回答
2.9%

あった
88.0%

なかった 
9.1%

46.6%
93.5%

45.1%
5.9%
5.6%

0.0%
5.0%

0.0%
0.9%

0.0% 50.0% 100.0%
父親が仕事を休んだ
母親が仕事を休んだ

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった
就労していない保護者が自宅でみた

病児保育「きらきら園」・病後児保育「すくすく園」を利用した
ベビーシッターを利用した

仕方なく子連れで仕事をした（出勤・在宅とも）
仕方なく子どもだけで留守番させた

その他

通し番号　19
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問２３　問２２で「仕事を休んだ」と 答えた方で、その際、「できれば病児・病後児の

ための保育施設等を利用したい」と思われましたか。 

　「利用したいとは思わない 」が 59.0％ともっとも多くなっています。 

（ｎ=349） 

（１）「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」と答えた方にうかがいます。　　　

上記の目的で子どもを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。

（いくつでも） 

　「保育所・認定こども園等に併設した施設で子どもを保育する事業 」が 80.6％でもっ

とも多くなっています。 

（ｎ=124） 

（２）「２．利用したいと思わない」と答えた方にうかがいます。そう思われる理由につ

いてお答えください。（いくつでも） 

　「親が仕事を休んで対応する 」が 62.1％でもっとも多く、次いで「病児・病後児を他

人に看てもらうのは不安」が 43.2％となっています。 

（ｎ=206） 

未回答
5.4%

できれば病児・
病後児保育施設
等を利用したい

35.5%

利用した
いとは思
わない 
59.0%

80.6%
65.3%

11.3%
4.0%

0.0% 50.0% 100.0%
保育所・認定こども園等に併設した施設で子どもを保育する事業

総合病院、小児科に併設した施設で子どもを保育する事業
地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業（ファミリー・サポート・センター等）

その他

43.2%
4.4%

16.0%
27.7%

14.1%
62.1%

16.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
病児・病後児を他人に看てもらうのは不安

地域の事業の質に不安がある
事業の利便性（立地や利用可能時間日数など）がよくない

利用料がかかる・高い
利用料がわからない

親が仕事を休んで対応する
その他

通し番号　20
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（７）一時預かりや宿泊を伴う一時預かりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２４　問２２ で「仕事を休んだ｣以外のいずれかに答えた方にうかがいます。 

（１）「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看たい」と思われましたか。 
　「できれば仕事を休んで看たい 」が 69.1％もっとも多くなっています。 

（ｎ=211） 

（２）（１）で「休んで看ることは非常に難しい」と答えた方にうかがいます。その理由

は何ですか。（いくつでも） 

　「その他 」が 44.7％ともっとも多く、次いで「休暇日数が足りないので休めない」が

36.8％となっています。 

（ｎ=38） 

問２５　調査対象のお子さんについて、この１年間に、通常の保育や病気のため以外に、

私用(買物、会合、美容院など)や親の通院や不定期の就労等の目的で、不定期利用してい

る事業はありますか。（いくつでも） 

　「利用していない」が 94.6％ともっとも多くなっています。 

（ｎ=408） 

16.6%
69.1%

14.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

未回答
できれば仕事を休んで看たい
休んで看ることは非常に難しい 

13.2%
21.1%

36.8%
44.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子どもの看護を理由に休みがとれない
自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない
その他

2.5%
2.0%

0.7%
0.0%
0.0%
0.0%

94.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
一時預かり

幼稚園の預かり保育
ファミリー・サポート・センター

トワイライトステイ
ベビーシッター

その他
利用していない
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問２６　問２５で「7．利用していない」と回答した方にうかがいます。利用していない

理由は何ですか。（いくつでも） 

　「特に利用する必要がない」が 71.8％でもっとも多く、ついで「事業の利用方法（手

続き等）がわからない」が 16.1％となっています。 

（ｎ=386） 

問２７　 調査対象のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、も

っとも多い理由は何ですか。 

　利用する理由としては「私用、リフレッシュ」が 17.4％でもっとも多くなっています。 

（ｎ=408） 

（１）　一時預かりなどの事業を利用するにあたって、お子さんを預ける場合、どんな

事業形態が望ましいと思われますか。（いくつでも） 

　「大規模施設で子どもを保育する事業」が 74.6％でもっとも多くなっています。 

（ｎ=130） 

71.8%
5.7%

3.9%
2.3%

14.5%
8.3%

14.0%
16.1%

6.0%

0.0% 50.0% 100.0%
特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない
地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない
利用料がかかる・高い
利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない
事業の利用方法（手続き等）がわからない

その他

27.0%
17.4%

6.1%
7.8%

0.5%
22.8%

0.0% 50.0% 100.0%
未回答

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレ...
冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の病気 等

不定期の就労
その他

利用する必要はない

74.6%
72.3%

26.9%
2.3%

0.0% 50.0% 100.0%
大規模施設で子どもを保育する事業（例：保育所等）

小規模施設で子どもを保育する事業（例：地域子育て支援拠点等）
地域住民等が子育て家庭等の近隣で保育する事業（ファミリー・サポート・センター等）

その他
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（８）地域子育て支援事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２８　調査対象のお子さんについて、この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護

者・家族の病気等）により、調査対象のお子さんを泊りがけで家族以外にみてもらわなけ

ればならないことはありましたか。 

　あった場合は「親族・知人にみてもらった」が 15.0％もっとも多くなっています。 

（ｎ=408） 

（１）「親族・知人にみてもらった」と答えた方にうかがいます。その場合の困難度はど

の程度でしたか。 

　「特に困難でもない」が 60.7％でもっとも多くなっています。 

（ｎ=61） 

問２９　調査対象のお子さんは、現在、地域子育て支援センターを利用していますか。

（いくつでも） 

　「利用していない」が 78.4％でもっとも多くなっていますが、利用されている場合は、

「おひさま」の利用が 18.4％でもっとも多くなっています。 

（ｎ=408） 

15.0%
1.2%
0.2%

2.9%
0.7%
0.2%

77.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
親族・知人（同居者を含む）にみてもらった

短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した
その他の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）を利用した

仕方なく子どもを同行させた
仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他
なかった

11.5%
41.0%

60.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

非常に困難
どちらかというと困難
特に困難でもない

18.4%
2.7%
4.9%

78.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

倉吉市子育て総合支援センター「おひさま」
のびのび子育て支援センター（倉吉東こども園内）

類似の事業（児童館・児童センターの乳幼児クラブなど  ）
利用していない
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問３０　問２９で「利用していない」と回答した方にお伺いします。利用していない理

由は何ですか。 

　「特に利用する必要がない」が 69.1％でもっとも多くなっています。 

（ｎ=320） 

問３１　地域子育て支援事業で知っているもの、これまでに利用したことがあるもの、

今後、利用したいと思うものをお答えください。（いくつでも） 

　「知っている」の平均は 45.6％となっています。「保育園や認定こども園のオープンデ

ー」が 82.6％でもっとも多くなっています。 

＜知っている＞（ｎ=408） 

 

 

 

 

 

 

＜利用したことがある＞（ｎ=408） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後利用したい＞（ｎ=408） 

 

 

 

 

7.8%
69.1%

2.2%
1.9%
1.6%
3.8%
3.4%

10.9%
7.5%

0.0% 50.0% 100.0%
未回答

特に利用する必要がない
近くに（地域に）支援センターがない

地域の事業の質に不安がある 
支援センターの利便性が悪く利用しづらい

利用方法が分からない
自分が対象者になるのかわからない 

時間がない
その他

53.9%
13.7%

24.5%
82.6%

80.1%
57.4%

45.3%
22.3%

16.7%
59.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
マタニティサロン、母親・両親学級（えっぐクラブ）、育児相談

家庭教育に関する学級・講座
教育相談センター・教育相談室

保育園や認定こども園のオープンディ
児童館・児童センター

ファミリーサポートセンター
家庭児童相談室（倉吉市役所にある子育ての総合相談窓口）

子育て世帯買い物応援事業
シルバー人材センターの育児支援サービス

くらよし子育て応援ガイドブック

24.3%
3.7%
3.4%

54.2%
39.7%

8.8%
9.1%

13.0%
4.2%

24.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
マタニティサロン、母親・両親学級（えっぐクラブ）、育児相談

家庭教育に関する学級・講座
教育相談センター・教育相談室

保育園や認定こども園のオープンディ
児童館・児童センター

ファミリーサポートセンター
家庭児童相談室（倉吉市役所にある子育ての総合相談窓口）

子育て世帯買い物応援事業
シルバー人材センターの育児支援サービス

くらよし子育て応援ガイドブック

26.5%
19.9%

22.3%
34.1%

53.2%
20.8%
21.6%

33.6%
13.0%

31.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
マタニティサロン、母親・両親学級（えっぐクラブ）、育児相談

家庭教育に関する学級・講座
教育相談センター・教育相談室

保育園や認定こども園のオープンディ
児童館・児童センター

ファミリーサポートセンター
家庭児童相談室（倉吉市役所にある子育ての総合相談窓口）

子育て世帯買い物応援事業
シルバー人材センターの育児支援サービス

くらよし子育て応援ガイドブック
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＜参考：平成 25 年 10 月のニーズ調査との比較＞ 

「知っている」は全体的に減少しています。「利用したことがある」は全体的に減

少しています。「今後利用したい」は全体的に減少しています。 

＜知っている＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜利用したことがある＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後利用したい＞ 

76.8%
21.2%

31.2%
87.7%

86.6%
58.1%

56.3%
64.7%

40.3%
68.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

マタニティサロン、母親・両親学級（えっぐ...
家庭教育に関する学級・講座
教育相談センター・教育相談室

保育園や認定こども園のオープンディ
児童館・児童センター

ファミリーサポートセンター
家庭児童相談室（倉吉市役所にある子育ての...

子育て世帯買い物応援事業
シルバー人材センターの育児支援サービス

くらよし子育て応援ガイドブック

34.6%
3.6%
2.5%

60.4%
39.4%

5.5%
5.9%

51.7%
5.2%

33.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

マタニティサロン、母親・両親学級（えっぐ...
家庭教育に関する学級・講座
教育相談センター・教育相談室

保育園や認定こども園のオープンディ
児童館・児童センター

ファミリーサポートセンター
家庭児童相談室（倉吉市役所にある子育ての...

子育て世帯買い物応援事業
シルバー人材センターの育児支援サービス

くらよし子育て応援ガイドブック

35.1%
33.0%

39.6%
42.4%

62.6%
26.7%
28.9%

60.8%
21.6%

54.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

マタニティサロン、母親・両親学級（えっぐ...
家庭教育に関する学級・講座

教育相談センター・教育相談室
保育園や認定こども園のオープンディ

児童館・児童センター
ファミリーサポートセンター

家庭児童相談室（倉吉市役所にある子育ての...
子育て世帯買い物応援事業

シルバー人材センターの育児支援サービス
くらよし子育て応援ガイドブック

通し番号　25
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（９）就学について（来年度就学予定のこどもの保護者のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３２　調査対象のお子さんが、小学校になったら放課後（平日の小学校修了後）の時

間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。（いくつでも） 

　「放課後児童クラブ」が 67.1％でもっとも多く、次いで「自宅」が 50.0％となってい

ます。 

（ｎ=216） 

問３３　問３２で「放課後児童クラブ」と答えた方に伺います。調査対象のお子さんに

ついて、土曜日と日曜日・祝日や夏休み、冬休み等の長期休暇期間の利用希望はあります

か。 

　放課後児童クラブの利用希望として「長期休暇期間」がもっとも多くなっています。利

用するこどもは、低学年（１～３年生）の間がもっとも多くなっています。 

＜土曜日＞（ｎ=145） 

 

 

 

 

 

＜日曜日・祝日＞（ｎ=145） 

 

 

 

 

 

＜夏休み､冬休み等の長期休暇期間＞（ｎ=145） 

50.0%
20.8%

26.4%
32.4%

67.1%
2.3%

5.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
自宅

祖父母宅や友人・知人宅
習い事（スポーツクラブ、学習塾等）

児童館、児童センター
放課後児童クラブ

ファミリー・サポート・センター
その他（公民館、公園など）

41.4%
12.4%

63.4%

0.0% 50.0% 100.0%

低学年（１～３年生）の間は利用したい
高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない

13.8%
6.9%

94.5%

0.0% 50.0% 100.0%

低学年（１～３年生）の間は利用したい
高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない

67.6%
38.6%

13.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

低学年（１～３年生）の間は利用したい
高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない

通し番号　26
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（１０）仕事と子育ての両立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１１）勤務先の育児休業制度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３４　仕事と子育てを両立させる上で大変だと感じるのはどのようなことですか。

（いくつでも） 

　「自分が病気・けがをしたときや子どもが急に病気になったときに代わりに面倒をみ

る人がいない」が 47.3％でもっとも多く、次いで「子どもと接する時間が少ない」が

43.6％となっています。 

（ｎ=408） 

 

 

 

 

問３５　　調査対象者のお子さんについて、母親または父親が育児休業制度を取得され

ましたか。 

　母親については、「取得した（取得中である）」が 72.0％でもっとも多く、父親につい

ては、「取得していない」が 74.9％ともっとも多くなっています。 

（ｎ=408） 

＜母親＞　　　　　　　　　　　　　　　＜父親＞ 

39.0%
47.3%

3.7%
11.3%

2.5%
3.4%

43.6%
11.5%
11.3%

0.0% 50.0% 100.0%
急な残業や出張が入ってしまう

自分が病気・けがをしたときや子どもが急に病気になったときに代わりに面倒をみる人がいない
家族の理解が得られない
職場の理解が得られない

子どものほかに面倒をみなければならない人がいる
子どもの面倒をみてくれる保育所などが見つからない

子どもと接する時間が少ない
その他

特にない

＜参考：平成 25 年 10 月のニーズ調査との比較＞ 

「自分が病気・けがをしたときや子どもが急に病気になったときに代わりに面

倒をみる人がいない」「子どもの面倒をみてくれる保育所などが見つからない」

が増加しています。 

未回答
0.7%

働いてい
なかった

15.3%取得した
（取得中
である）

72.0%

取得して
いない
11.9%

未回答
2.4%

働いてい
なかった

1.1%

取得した
（取得中で
ある）
21.7%

取得して
いない
74.9%

45.1%
46.9%

4.6%
20.0%

3.4%
0.9%

55.6%
10.9%

9.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
急な残業や出張が入ってしまう

自分が病気・けがをしたときや子どもが急に病気にな...
家族の理解が得られない
職場の理解が得られない

子どものほかに面倒をみなければならない人がいる
子どもの面倒をみてくれる保育所などが見つからない

子どもと接する時間が少ない
その他
特にない
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（１）子どもが原則１歳（保育所における保育の実施が行われないなど一定の要件を満

たす場合は１歳６ヵ月）になるまで育児休業給付が支給される仕組み、子どもが満３歳

になるまでの育児休業等（法定の育児休業および企業が法定を上回る期間を設けた育児

休業に準ずる措置）期間について健康保険及び厚生年金保険の保険料が免除になる仕組

みがありますが、そのことをご存じでしたか。 

　「いずれも知っていた」が 55.1％でもっとも多く、次いで「育児休業給付のみ知って

いた」が 27.9％となっています。 

（ｎ=408） 

 

（２）問３５で「取得していない」と答えた方にうかがいます。取得していない理由は

何ですか（いくつでも） 

　「仕事が忙しかった」と「配偶者が育児休業制度を利用した」がともに 22.7％でもっ

とも多くなっています。 

（ｎ=331） 

 

未回答
2.9%

育児休業給付、保険
料免除のいずれも
知っていた

55.1%

育児休業給付
のみ知ってい

た
27.9%

保険料免除の
み知っていた

2.0%

育児休業給付、保
険料免除のいずれ
も知らなかった

12.0%

16.3%
22.7%

1.5%
1.2%

0.6%
16.9%

0.9%
22.7%

6.0%
3.3%

6.9%
0.9%

0.3%
0.6%

7.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%
職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった
（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった
昇給・昇格などが遅れそうだった
収入減となり、経済的に苦しくなる
保育所などに預けることができた
配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった
子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）
有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった
産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず退職した

その他
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問３６　 問３５で「取得した」と答えた方にうかがいます。育児休業取得後、職場に復

帰しましたか。 

　母親・父親ともに「育児休業取得後、職場に復帰した」がもっとも多くなっています。 

＜母親＞（ｎ=291） 

 

 

 

 

 

＜父親＞（ｎ=82） 

問３７　問３６で「育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいます。 
（１）育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所等入所に合わせたタイミン

グでしたか。あるいはそれ以外でしたか。 

　母親・父親ともに「それ以外だった」がもっとも多くなっています。 

＜母親＞（ｎ=233） 

 

 

 

 

＜父親＞（ｎ=77） 

1.0%
80.1%

12.7%
5.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

未回答
育児休業取得後、職場に復帰した

現在も育児休業中である
育児休業中に離職した

2.4%
93.9%

4.9%
1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

未回答
育児休業取得後、職場に復帰した

現在も育児休業中である
育児休業中に離職した

32.6%
70.0%

0.0% 50.0% 100.0%

年度初めの入所に合わせたタイミングだった
それ以外だった

6.5%
93.5%

0.0% 50.0% 100.0%

年度初めの入所に合わせたタイミングだった
それ以外だった

通し番号　29
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（２）育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。

また、お勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何ヶ月のときまで取りたかったです

か。 

　母親については、「１歳以上１歳６ヶ月未満」がもっとも多く、父親については、「６ヶ

月未満」がもっとも多くなっています。 

＜母親＞（ｎ=233） 

【実際】　　　　　　　　　　　　　　　　【希望】 

 

 

 

 

 

 

＜父親＞（ｎ=77） 

【実際】　　　　　　　　　　　　　　　　【希望】 

（３）育児のための休暇を３歳まで取得できる制度があった場合、お子さんが何歳何か

月のときまで、取りたかったですか。 

　母親については、「２歳６ヶ月以上３歳未満」がもっとも多く、父親については、「１歳

以上１歳６ヶ月未満」がもっとも多くなっています。 

＜母親＞（ｎ=233）　　　　　　　　　　　＜父親＞（ｎ=77） 

 

0.4%
5.6%

27.0%
62.2%

6.4%
3.0%
0.4%
1.3%

0.0% 50.0% 100.0%
未回答

６ヶ月未満
６ヶ月以上１歳未満

１歳以上１歳６ヶ月未満
１歳６ヶ月以上２歳未満
２歳以上２歳６ヶ月未満
２歳６ヶ月以上３歳未満

３歳以上

0.4%
2.1%

11.6%
49.4%

12.4%
6.9%
4.3%

14.2%

0.0% 50.0% 100.0%
未回答

６ヶ月未満
６ヶ月以上１歳未満

１歳以上１歳６ヶ月未満
１歳６ヶ月以上２歳未満
２歳以上２歳６ヶ月未満
２歳６ヶ月以上３歳未満

３歳以上

0.0%
76.6%

2.6%
9.1%

1.3%
2.6%
3.9%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%
未回答

６ヶ月未満
６ヶ月以上１歳未満

１歳以上１歳６ヶ月未満
１歳６ヶ月以上２歳未満
２歳以上２歳６ヶ月未満
２歳６ヶ月以上３歳未満

３歳以上

1.3%
32.5%

18.2%
31.2%

0.0%
1.3%
1.3%
1.3%

0.0% 50.0% 100.0%
未回答

６ヶ月未満
６ヶ月以上１歳未満

１歳以上１歳６ヶ月未満
１歳６ヶ月以上２歳未満
２歳以上２歳６ヶ月未満
２歳６ヶ月以上３歳未満

３歳以上

0.4%
1.3%

7.7%
26.2%

15.5%
15.0%

44.2%

0.0% 50.0%
未回答

６ヶ月未満
６ヶ月以上１歳未満
１歳以上１歳６ヶ月...
１歳６ヶ月以上２歳...
２歳以上２歳６ヶ月...
２歳６ヶ月以上３歳...

1.3%
15.6%

13.0%
39.0%

1.3%
1.3%

27.3%

0.0% 50.0%

未回答
６ヶ月未満

６ヶ月以上１歳未満
１歳以上１歳６ヶ月...
１歳６ヶ月以上２歳...
２歳以上２歳６ヶ月...
２歳６ヶ月以上３歳...

通し番号　30
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（４）実際の復帰と希望が異なった方で、希望の時期に職場復帰しなかった理由につい

てうかがいます。 

　母親・父親ともに、「経済的な理由で早く復帰する必要があった」がもっとも多くなっ

ています。 

＜母親＞（ｎ=233）　　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

＜父親＞（ｎ=77） 

（５）育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。 
　母親について、「利用した」と「利用しなかった」が半々となっています。父親につい

ては、「利用しなかった」がもっとも多くなっています。 

＜母親＞（ｎ=233）　　　　　　　　　　　＜父親＞（ｎ=77） 

 

16.3%
4.3%

29.6%
12.0%

15.0%

0.0% 20.0% 40.0%
希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため
経済的な理由で早く復帰する必要があった
人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

その他

2.6%
3.9%

32.5%
7.8%

16.9%

0.0% 20.0% 40.0%
希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため
経済的な理由で早く復帰する必要があった
人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

その他

0.4%
48.4%
51.2%

0.0% 100.0%

未回答

短時間勤務制度を利用した

短時間勤務制度を利用しなかった

1.0%
2.0%

97.0%

0.0% 100.0%

未回答

短時間勤務制度を利用した

短時間勤務制度を利用しなかった

通し番号　31



Ⅱ．調査結果　 
１　こども・子育て支援に関するニーズ調査（就学前児童の保護者対象）

28 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）（５）で「短時間勤務制度を利用しなかった」と回答した方にうかがいます。短時

間勤務制度を利用しなかった理由は何ですか。（いくつでも） 

　母親・父親ともに、「短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる」がも

っとも多くなっています。 

＜母親＞（ｎ=128） 

 

 

 

 

 

 

＜父親＞（ｎ=96） 

問３８　問３６で「現在も育児休業中である」と回答した方にうかがいます。調査対象

のお子さんが 1 歳になったときに必ず利用できる事業があれば、1 歳になるまで育児休

業を取得しますか。または、預けられる事業があっても 1 歳になる前に復帰しますか。 

　母親・父親ともに、「１歳になるまで育児休業を取得したい」がもっとも多くなってい

ます。 

＜母親＞（ｎ=37）　　　　　　　　　　　　＜父親＞（ｎ=10） 

 

13.9%
19.1%

40.7%
2.6%

0.5%
4.1%

0.5%
4.6%
6.2%
7.7%

-10.0% 10.0% 30.0% 50.0%
職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった
短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる
短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位が下がる

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した
配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなか ...

子育てや家事に専念するため退職した
職場に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定めがなかった）

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった
その他

11.6%
19.9%

34.9%
0.0%

13.7%
6.8%

0.0%
6.8%

3.4%
2.7%

-10.0% 10.0% 30.0% 50.0%
職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった
短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる
短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位が下がる

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した
配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した
職場に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定めがなかった）

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった
その他

90.7%
9.3%

0.0% 100.0%
１歳になるまで育児休業を取得したい

１歳になる前に復帰したい

70.0%
30.0%

0.0% 100.0%

１歳になるまで育児休業を取得したい
１歳になる前に復帰したい

通し番号　32
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（１２）子育て全般 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３９　子育てに関して普段感じていることについて、それぞれの項目で、もっともあ

てはまるものを選んでください。 

　「①子どもがいると生活が楽しく豊かになる」「②子育てを通じて自分も成長すると思

う」「③子どもは心のやすらぎや生きがいを与えてくれると思う」については、それぞれ

「あてはまる」がもっとも多くなっています。 

（ｎ=408） 

①子どもがいると生活が楽しく豊かになる　　②子育てを通じて自分も成長すると思う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③子どもは心のやすらぎや生きがいを与えてくれると思う　　④子育てに対して不安を感じている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤仕事や自分のやりたいことができない　　　⑥子どもがいると生活や気持ちにゆとりがなくなる 

 

 

未回答 
2.5%

あてはま
る

73.3%

ほぼあて
はまる
21.6%

あまりあ
てはまら
ない
2.5%

あてはま
らない
0.2%

未回答
2.7%

あてはま
る

77.0%

ほぼあて
はまる
17.6%

あまりあ
てはまら
ない
2.5%

あてはま
らない

0.2%

未回答
3.2%

あては
まる

71.8%

ほぼあて
はまる
21.6%

あまりあ
てはまら
ない
3.2%

あてはま
らない

0.2%

未回答
2.9% あてはま

る
19.4%

ほぼあて
はまる
29.9%

あまりあ
てはまら
ない

38.0%

あてはま
らない

9.8%

未回答
3.2%

あてはま
る

16.9%

ほぼあて
はまる
31.6%

あまりあ
てはまら
ない

38.0%

あてはま
らない
10.3%

未回答
2.9%

あてはま
る

8.8%

ほぼあて
はまる
32.1%

あまりあ
てはまら
ない

40.4%

あてはま
らない
15.7%
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⑦子どもを虐待しているのではないかと思う 

 

 

 

＜参考：平成 25 年 10 月のニーズ調査との比較＞ 

「④子育てに対して不安に感じている」は「あてはまる」「ほぼあてはま

る」の合計が減少しています。 

未回答
3.7%

あてはまる
1.0%

ほぼあて
はまる

4.9%

あまりあ
てはまら
ない

27.7%
あてはま
らない
62.7%

あてはまる
19%

ほぼあては
まる
38%

あまりあ
てはまら
ない
34%

あてはまら
ない
8%

未回答
1%

通し番号　34
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問４０　子育てに関して、日常悩んでいること、または気になることはどのようなこと

ですか。 

　「病気や発育・発達に関すること」が 40.7％ともっとも多く、次いで「食事や栄養に

関すること」が 39.5％となっています。 

（ｎ=408） 

 

40.7%
39.5%

8.6%
16.2%

31.6%
4.7%

23.5%
22.3%

15.9%
3.9%

6.1%
8.1%

3.2%
5.1%

33.3%
1.5%
1.2%

28.2%
2.7%

7.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%
病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること
育児の方法がよくわからないこと

子どもとの接し方に自信が持てないこと
子どもとの時間を十分とれないこと
話し相手や相談相手がいないこと

仕事や自分のやりたいことが十分できないこと
子どもの教育に関すること

友だち付合い（いじめ等を含む）に関すること
不登校などの問題について

子育てに関しての配偶者・パートナーの協力が少ないこと
配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合わないこと

自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場などまわりの見る目が気になること
配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと

子どもを叱りすぎているような気がすること
子育てのストレスで、子どもに手を上げたり、世話をしなかったりしてしまうこと

地域の子育て支援サービスの内容や利用・申込み方法がよくわからないこと
ゲームやインターネット、携帯電話等の使い方について

その他
特にない

＜参考：平成 25 年 10 月のニーズ調査との比較＞ 

　「病気や発育・発達に関すること」「食事や栄養に関すること」「ゲームやイン

ターネット、携帯電話等の使い方」が増加しています。 

38.5%
31.0%

6.2%
17.3%

39.6%
3.2%

27.1%
27.3%

18.2%
2.5%

7.7%
5.7%
5.9%

3.9%
45.3%

4.8%
2.1%

15.0%
3.6%

8.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%
病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること
育児の方法がよくわからないこと

子どもとの接し方に自信が持てないこと
子どもとの時間を十分とれないこと
話し相手や相談相手がいないこと

仕事や自分のやりたいことが十分できない...
子どもの教育に関すること

友だち付合い（いじめ等を含む）に関する...
不登校などの問題について

子育てに関しての配偶者・パートナーの協 ...
配偶者・パートナーと子育てに関して意見 ...
自分の子育てについて、親族・近隣の人・...
配偶者・パートナー以外に子育てを手伝っ...
子どもを叱りすぎているような気がすること
子育てのストレスで、子どもに手を上げたり ...
地域の子育て支援サービスの内容や利用・ ...
ゲームやインターネット、携帯電話等の使 ...

その他
特にない

通し番号　35
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問４１　子育てをする上で、特に不安に思っていることや悩んでいることはどのような

ことですか。（３つ以内） 

　「子育てで出費がかさむ」が 45.1％ともっとも多く、次いで「子育てによる身体の疲

れが大きい」が 37.3％となっています。 

（ｎ=408） 

 

 

 

 

37.3%
45.1%

36.3%
11.8%

14.5%
1.2%

7.8%
11.3%

4.7%
15.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

子育てによる身体の疲れが大きい
子育てで出費がかさむ

自分の自由な時間が持てない
配偶者・パートナーと楽しむ時間がない

仕事が十分にできない
子育てが大変なことを身近な人が理解してくれない

子どもが病気がちである
住居が狭い
その他

不安に思うことは特にない

＜参考：平成 25 年 10 月のニーズ調査との比較＞ 

「子育てによる身体の疲れが大きい」「子育てで出費がかさむ」「自分の自由な

時間が持てない」が増加しています。 

28.0%
38.3%

29.2%

8.4%
14.8%

3.6%

6.8%
18.2%

8.7%

21.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

子育てによる身体の疲れが大きい
子育てで出費がかさむ

自分の自由な時間が持てない
配偶者・パートナーと楽しむ時間がない

仕事が十分にできない
子育てが大変なことを身近な人が理解して...

子どもが病気がちである
住居が狭い

その他

不安に思うことは特にない

通し番号　36
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問４２　お子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人または、相

談できる場所はありますか。 

　「いる・ある」が 93.1％ともっとも多くなっています。 

（ｎ=408） 

 

問４３　お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）

ですか。（５つ以内） 

　「配偶者・パートナー」が 79.2％ともっとも多く、次いで「その他の親族（親、きょ

うだいなど）」が 75.2％となっています。 

（ｎ=408） 

 

 

 

 

 

 

 

 

未回答
1.2%

いる・ある
93.1%

いない・ない
5.7%

79.2%
75.2%

32.1%
35.0%

26.5%
1.5%

40.7%
1.7%

6.9%
0.7%

3.9%
0.0%
0.0%

2.5%
0.0%
0.0%
1.0%
0.2%
0.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
配偶者・パートナー

その他の親族（親、きょうだいなど）
近隣の人、地域の知人、友人

職場の人
保育園、こども園、学校の保護者の仲間

子育てサークルの仲間
保育士、こども園の先生

学校の先生、スクールカウンセラー
医師・保健師・看護師・栄養士など
家庭児童相談室・母子自立支援員

地域子育て支援センター
民生・児童委員、主任児童委員

教育相談室
こども家庭センター

児童相談所
民間の電話相談

その他
相談相手がいない

相談すべきことはない

＜参考：平成 25 年 10 月のニーズ調査との比較＞ 

　「配偶者・パートナー」「その他の親族」「保育士、こども園の先生」が増加して

います。 

71.1%71.4%46.9%38.4%29.8%0.2% 9.0% 21.0%4.4%1.0%1.2%0.2%0.2%0.0%0.7%0.0%0.5%0.0%0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
配偶者・パートナーその他の親族（親、きょうだいなど）

近隣の人、地域の知人、友人
職場の人

保育園、こども園、学校の保護者の仲間
子育てサークルの仲間保育士、こども園の先生

学校の先生、スクールカウンセラー
医師・保健師・看護師・栄養士など
家庭児童相談室・母子自立支援員

地域子育て支援センター民生・児童委員、主任児童委員
教育相談室
保健センター
児童相談所

民間の電話相談
その他相談相手がいない

相談すべきことはない
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問４４　子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政など）からどのよう

なサポートがあればよいとお考えでしょうか。（自由記載） 

　主なご意見を一部記載します。 
　・教育や子育てにかかる費用面は補助や免除されるとありがたいです。 

　・長期休時の学童等施設で給食又は弁当の注文やそれに伴う補助金が出たらありがたい。 

　・1 人親で仕事で日曜日や祝日等仕事の日に見てもらえるところがあればいいなぁと思う。 

　・サービス業の（片親が、両親が）家庭のために日曜等も保育してくれる所が欲しい。 

　・紙パンツやお尻拭きなど子ども用品のクーポン券などがあったら嬉しい。 

　・夜間預かってくれる事業や、ベビーシッター。 

　・子どもが安全に遊べる公園等をもっと整備してほしい。 

　・行政などもう少し気軽に相談できたらよい。 

　・病児保育をもっと気軽に受けれたらいいなと思います。 

　・物価の変動に応じて柔軟に支援していただけると、安心して子育てや教育に向き合えると思います。 

　・子供参加型のイベントをもっと開催してほしい。 

　・育休中でも短時間勤務でも保育園などに預けられる時間は標準時間にして欲しい。 

　・支援センター以外にも保護者同士交流したり、ほっと一息出来るような場を提供してほしい。 

　・送迎時、体調不良の際の急な事にサポートしてくれるところがあればとよく思う。 

　・時々大きな声を出してしまう時があるので、そういう子もいるんだと理解してほしい。 

　・子育て支援等たくさんされているかもしれないが、その情報をどのように知ればいいのかわからな

いので、情報をもっとわかりやすく手にとれるようにしてほしい。 

　・子育てに職場がもっと理解してサポートしてほしいと思いました。 

　・産後ケアホテルなどがあると良いと思う。 

　・母親や父親が少し子どもから離れ、リラックスすることのできる時間を作ってもらえるサポートが

あると良いと思う。 

　・病児・病児後保育の受入れ人数が少なく、利用したくても利用出来ない事があり（特に病児）、核家

族世帯が多い中でもう少し拡充することは出来ないでしょうか。 

　・子どもの習い事の送迎システム、祖父母との子どもの情報共有ができるアプリ。

問４５　倉吉市の子育てに関する情報提供についてどのようにしたら届くと思われま

すか。（いくつでも） 

　「市の広報紙を充実させる」が 47.1％ともっとも多く、次いで「市のホームページを

充実させる」が 39.2％となっています。 

（ｎ=408） 

 

47.1%
39.2%

27.7%
28.2%

8.8%
5.4%

13.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

市の広報紙を充実させる
市のホームページを充実させる

くらよし子育て応援ガイドを充実させる
パンフレットや情報誌をスーパーなど身近な場所に置く
自治公民館などの地域の人を介した情報提供を充実させる

ケーブルテレビを充実させる
その他
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問４６　家の近くの子どもの遊び場について日頃どのように感じていますか。（３つ以

内） 

　「雨の日に遊べる場所がない」が 80.1％ともっとも多く、次いで「近くに遊び場がな

い」が 40.4％となっています。 

（ｎ=408） 

 

40.4%
80.1%

14.5%
30.9%

4.9%
6.4%

13.7%
2.9%
3.7%
4.7%
4.2%

8.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
近くに遊び場がない

雨の日に遊べる場所がない
思い切り遊ぶために十分な広さがない

遊具などの種類が充実していない
不衛生である

いつも閑散としていて寂しい感じがする
遊具などの設備が古くて危険である

遊び場やその周辺の環境が悪くて、安心して遊べない
遊び場周辺の道路が危険である

遊び場に行っても子どもと同じ年くらいの遊び仲間がいない
その他

特に感じることはない

＜参考：平成 25 年 10 月のニーズ調査との比較＞ 

「近くに遊び場がない」「雨の日に遊べる場所がない」が増加しています。 

36.2%
66.7%

12.8%
28.9%

7.1%
10.0%
9.8%

5.9%
14.6%

9.3%
5.2%

9.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

近くに遊び場がない
雨の日に遊べる場所がない

思い切り遊ぶために十分な広さがない
遊具などの種類が充実していない

不衛生である
いつも閑散としていて寂しい感じがする
遊具などの設備が古くて危険である

遊び場やその周辺の環境が悪くて、安心し...
遊び場周辺の道路が危険である

遊び場に行っても子どもと同じ年くらい...
その他

特に感じることはない
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問４７　子どもとの外出の際、困ること・不安なこと・心配なことはどのようなことで

すか。（３つ以内） 

　「買い物や用事の合間の気分転換に、子どもを遊ばせる場所がないこと」が 37.3％と

もっとも多く、次いで「小さな子どもとの食事に配慮された場所がないこと」が 29.9％

となっています。 

（ｎ=408） 

 

 

 

 

 

9.8%
8.8%
8.6%

4.4%
23.5%

15.4%
29.9%

37.3%
3.7%

14.0%
3.4%

6.1%
3.4%

17.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%
歩道や信号がない通りが多く、安全に心配があること

歩道の段差などがベビーカーや自転車の通行の妨げになっていること
外出する際に公共交通機関がないこと

交通機関や建物がベビーカーでの移動に配慮されていないこと
トイレがオムツ替えや親子での利用に配慮されていないこと

授乳する場所や必要な設備がないこと
小さな子どもとの食事に配慮された場所がないこと

買い物や用事の合間の気分転換に、子どもを遊ばせる場所がないこと
緑や広い歩道が少ないなど、街並みにゆとりとうるおいがないこと

暗い通りや見通しのきかないところが多く、子どもが犯罪の被害にあわないか心配
周囲の人が子ども連れを迷惑そうにみること

荷物や子どもに手をとられて困っているときに手を貸してくれる人が少ないこと
その他

特に困っていること・困ったことはない

＜参考：平成 25 年 10 月のニーズ調査との比較＞ 

「買い物や用事の合間の気分転換に、子どもを遊ばせる場所がないこと」が増加し

ています。 

 

11.4%
12.3%

6.4%
5.5%

28.7%
16.9%

32.6%
29.8%

9.1%
14.4%

5.0%
6.2%

1.1%
18.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

歩道や信号がない通りが多く、安全に心配があ ...
歩道の段差などがベビーカーや自転車の通行の ...

外出する際に公共交通機関がないこと
交通機関や建物がベビーカーでの移動に配慮さ ...
トイレがオムツ替えや親子での利用に配慮され...

授乳する場所や必要な設備がないこと
小さな子どもとの食事に配慮された場所がない ...
買い物や用事の合間の気分転換に、子どもを遊 ...
緑や広い歩道が少ないなど、街並みにゆとりと ...
暗い通りや見通しのきかないところが多く、子 ...
周囲の人が子ども連れを迷惑そうにみること

荷物や子どもに手をとられて困っているときに ...
その他

特に困っていること・困ったことはない
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問４８　倉吉市に対して、どのような子育て支援の充実を図ってほしいと思いますか。

（３つ以内） 

　「子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やしてほしい」が 77.7％ともっとも多く、

次いで「保育所や幼稚園にかかる費用負担を軽減してほしい」「残業時間の短縮や休暇の

取得促進など、企業へ職場環境改善を働きかけてほしい」が 24.3％となっています。 

（ｎ=408） 

 

 

 

 

 

23.8%
77.7%

9.8%
11.0%

2.9%
24.3%

7.1%
6.6%
5.6%

24.3%
6.4%
6.6%

4.7%

0.0% 50.0% 100.0%
子育て支援センターや児童館など、親子が安心して集まれる場、イベントの機会

子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やしてほしい
子育てに困ったときに相談したり情報が得られる場を作ってほしい

保育所の施設や環境を整えてほしい
幼稚園の施設や環境を整えてほしい

保育所や幼稚園にかかる費用負担を軽減してほしい
専業主婦など誰でも気軽に利用できるNPO等による保育サービスがほしい

安心して子どもが医療機関に受診できる体制を整備してほしい
多子世帯の優先入居や広い部屋の割り当てなど、住宅面の配慮がほしい

残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業へ職場環境改善を働きかけてほしい
子育てについて学べる機会を作ってほしい

その他
特にない

＜参考：平成 25 年 10 月のニーズ調査との比較＞ 

「子育て支援センターや児童館など、親子が安心して集まれる場、イベントの機会」

「子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やしてほしい」が増加しています。 

 

13.7%

66.1%

5.5%

14.4%

0.7%

49.0%

5.7%

14.4%

8.2%

24.6%

6.6%

5.2%

6.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子育て支援センターや児童館など、親子が安心 ...

子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やし...

子育てに困ったときに相談したり情報が得られ ...

保育所の施設や環境を整えてほしい

幼稚園の施設や環境を整えてほしい

保育所や幼稚園にかかる費用負担を軽減してほ ...

専業主婦など誰でも気軽に利用できるNPO等に ...

安心して子どもが医療機関に受診できる体制を ...

多子世帯の優先入居や広い部屋の割り当てなど ...

残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業へ ...

子育てについて学べる機会を作ってほしい

その他

特にない
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問４９　倉吉市の子育て支援等について感じていることがありましたらご自由にお書

きください。 

　主なご意見を一部記載します。 
　・正直、あまり子育て支援がされているとは感じていない。実感できるものがなにかあれば子供も増

えるのではないだろうか。 

　・医療費負担が免除され、とても喜んでいます。こどもを、育てている親への補助もあるとありがた

いです。 

　・保育園の園長先生が困った事があれば相談してくださいと声かけしてくださるので心強いです。支

援センターの先生方も話を聞いてくださったり、子どもを見てくださったりありがたいです。 

　・成徳地区に子育て支援センターがないので、あったらいいなと思います。 

　・初めて 1 人目を出産した際に、保健師の方がお家を訪問してくれたのは、とてもありがたかったで

す。 

　・産休から育休に入ったら、保育園の預かりが短時間になってしまい、他の兄弟もいる中で赤ちゃん

を見る事がとても辛くて、あっという間にお迎えの時間になり心の余裕も全くなくなり辛かった。 

　・子供による騒音トラブルを起こしたくないので、アパートではなく戸建に住みたいが金銭面に余裕

がないという声をききます。 

　・認定こども園などに預ける費用が高い。通わせることのできる条件が厳しい。 

　・今の子育て世代の情報源は SNS かと思います。 

　・産後に宿泊したり短時間利用できる無料産後ケア事業がとても良いなと感じた。 

　・倉吉市の子育て支援には感謝しています。特に保育園や学童の環境整備、子育て相談窓口の充実は

心強いと感じます。 

　・一時保育を倉吉市では断られるため三朝を利用したことがあります。一時保育をうたっているのな

ら、そのために人員を配置してください。 

　・倉吉市内でベビーシッターをされている方を知らないので、もしそういう方がおられたら知りたい。 

　・離乳食講習会を初期だけではなく、後期にも実施してほしい。 

　・地域の習い事や塾の情報が欲しいのですが、これが難しいです。 

　・駐車場にある“子育て応援なんとか”（ピンクのマークです、すみません名前が曖昧です）が増えれ

ばうれしいです。 

　・保育料の第 2 子、第 3 子は、同時入所でなければ補助がないのを改善してほしい。年が離れて生ん

でも負担は同じなので。 

　・医療費が無料であること、とても助かっています。 

　・昨年家を建てて一番感じたことが、倉吉市が中部の中でも住宅に関する補助が少ないことでした。 

　・子の防犯システムについて不安があります。・監視カメラはありますか？・不審者情報の共有や、児

童性愛者への対策はありますか？ 

　・倉吉市の公園はどこも遊具が古く、雑草が生い茂り、近場で遊べる公園がない為、湯梨浜町や北栄

町まで連れて行かないといけない。 

　・多分いろいろ制度があると思うが、浸透していない気がする。 
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＜つづき＞ 

　・外食をする際、キッズスペースがある個室だと親も安心してゆっくり食事することができる。 

　・就学前児童向けアンケートであれば就学前に向けて知れるようなアンケート、情報提供してほしい。 

　・介護等休暇が無給な企業がほとんど。使っても欠勤とほとんどかわらない。 

　・産まれるまでは、エッグクラブなどがあるが、産まれてからの子育ての情報を知れるクラスなど、

学べる機会がほしい。 

　・きらきら園、すくすく園が人数オーバーで利用できなかったです。 

　・未就学児が遊べる施設や遊具が少ない。日曜・月曜は雨が降ると公園で遊べないのでとても困って

いた。 

　・ワンオペでゆっくりする時間がない。リフレッシュもかねて、こども園に気軽に預けやすくしてほ

しい。 

　・周辺の町と比較し、保育料などの負担が大きい。同じ保育所の利用であっても、市在住と市外在住

で金が異なることに違和感を感じる。 

　・お金の面で負担が大きいとは思いますが、大人が倒れて親子でダメにならないように一時的やショ

ートステイが出来る場所が倉吉にも欲しい。 

　・育児の負担よりも金銭面での負担、不安がある限り、心にゆとりは持ちにくいと感じています。 

　・子どもが小さい時は、必ず体調を崩すので、病児保育をもっと増やして欲しい。 

　・子育て支援の内容をもっと知りたいと思いました。 

　・市の検診を午後から午前中に時間を変えて欲しい。 

　・夏の暑さ（熱中症警報）で園庭で遊べなかったりプールに入れなかったりしたので日除けなどの設

備を整えて欲しい 

　・ひとり親家庭ですが、所得に応じて児童扶養手当がもらえるものの、実家に住んでいるともらえな

いと聞いた。 

　・市西部の保育園再編にあたり、市長より“数年で使われなくなる施設を作るのは・・・”という言

葉があり、確かにそうだと感じましたが、同時に子どもの為にお金を使うというのは市の未来にお

金を使うことだと思った
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２　こども・子育て支援に関するニーズ調査（小学校児童の保護者対象） 

 

（１）回答者の属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１　お住まいの地区はどちらですか。 
　「上井地区」が 15.4％ともっとも多く、次いで「上灘地区」「小鴨地区」が 13.8％とな

っています。 

（ｎ=319） 

 

問２　調査対象のお子さんの学年は。 
　「６年生」が 23.3％ともっとも多く、次

いで「４年生」が 20.8％となっています。 

（ｎ=319） 

 

問３　お子さんは何人ですか。 
　「３人以上」が 40.6％ともっとも多く、

次いで「２人」が 34.9％となっています。 

（ｎ=319） 

 

未回答
0.3%

上北条
4.7%

上井
15.4%

西郷
10.7%

上灘
13.8%

成徳
3.1%

明倫
6.3%

灘手
1.6%

社
11.9%

北谷
4.1%

高城
4.7%

小鴨
13.8%

上小鴨
2.8%

関金
6.9%

未回答
0.3%

１年生
9.1%

２年生
10.4%

３年生
15.8%

４年生
20.8%

５年生
20.2%

６年生
23.3%

未回答
0.6%

１人
23.9%

２人
34.9%

３人以上
40.6%

通し番号　44
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問４　この調査票にご回答いただく方は

どなたですか。 

　「母親」が 78.6％ともっとも多くなって

います。 

（ｎ=319） 

 

問５　この調査票にご回答いただいてい

る方の配偶者はいらっしゃいますか。 

　「配偶者がいる」が 84.3％となっていま

す。 

（ｎ=319） 

 

問６　調査対象のお子さんの身の回りの世話を主にしている方はどなたですか。 
　「父母ともに」が 58.0％ともっとも多く、次いで「母親」が 39.2％となっています。 

（ｎ=319） 

 

問７　調査対象のお子さんと同居・近居(概ね３０分以内程度に行き来できる範囲)の状

況についてお伺いします。（いくつでも） 

　「父母同居」が 71.8％ともっとも多く、次いで「祖母近居」が 41.1％となっています。 

（ｎ=319） 

 

未回答
0.3%

母親
78.6%

父親
20.4%

その他
0.6%

未回答
0.3%

配偶者が
いる 

84.3%

配偶者は
いない
15.4%

未回答
0.3%

父母とも
に

58.0%

母親
39.2%

父親
0.0%

祖父母
2.2%

その他
0.3%

71.8%
0.0%

14.7%
15.0%

2.5%
9.4%

32.9%
41.1%

7.5%
1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

父母同居
父同居(ひとり親家庭)
母同居(ひとり親家庭)

祖父母同居
祖父同居
祖母同居
祖父近居
祖母近居

その他の同居親族
単身赴任
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問８　日頃、主にお子さんをみてもらえる人はいますか。（２つ以内） 
　「緊急時もしくは用事の際に祖父母等の親族にみてもらえる緊急時もしくは用事の際

に祖父母等の親族にみてもらえる」が 50.8％ともっとも多く、次いで「日常的に祖父母

等の親族にみてもらえる」が 39.2％となっています。 

（ｎ=319） 

 

 

 

 

 

 

39.2%
50.8%

0.9%
4.4%

11.3%

0.0% 50.0% 100.0%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる
緊急時もしくは用事の際に祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際に子どもをみてもらえる友人・知人がいる
いずれもない

＜参考：平成 25 年 10 月のニーズ調査との比較＞ 

「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が増加していま

す。 

41.3%
48.2%

1.2%
3.9%

11.2%
0.7%

0.0% 50.0% 100.0%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる
緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族...
日常的に子どもをみてもらえる友人・知人が...
緊急時もしくは用事の際には子どもをみても...

いずれもない
未回答
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問９　祖父母等にみてもらっている状況について、お伺いします。（２つ以内） 
　「祖父母等の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子ども

をみてもらえる」が 40.8％ともっとも多く、次いで「自分たち親の立場として、負担を

かけていることが心苦しい」が 19.1％となっています。 

（ｎ=319） 

 

問１０　友人や知人にみてもらっている状況について、お伺いします。（２つ以内） 
　「人や知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子ども

をみてもらえる」が 70.6％ともっとも多く、次いで「自分たち親の立場として、負担を

かけていることが心苦しい」が 35.3％となっています。 

（ｎ=17） 

 

40.8%
16.3%

18.5%
19.1%

9.4%
3.8%

0.0% 20.0% 40.0%
祖父母等の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の身体的負担が大きく心配である

祖父母等の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある

その他

70.6%
17.6%
17.6%

35.3%
11.8%

29.4%

0.0% 50.0% 100.0%
人や知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる

友人や知人の身体的負担が大きく心配である

友人や知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある

その他

通し番号　47
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（２）保護者の就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１１　お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業を含む）をそれぞれお答えくださ

い。 

　父母ともに「フルタイム」がもっとも多くなっています。母親について「パート・アル

バイト等」が父親と比較して多くなっています。 

＜父親＞（ｎ=319） 

 

 

 

 

 

 

 

＜母親＞（ｎ=319） 

 

19.1%
79.3%

0.0%
1.3%
0.0%
0.3%
0.0%

0.0% 50.0% 100.0%
未回答

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労

フルタイムだが、育休・介護休業中である

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等だが、育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまでに就労したことがない

4.7%
57.7%

1.9%
27.0%

2.5%
6.3%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%
未回答

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労

フルタイムだが、育休・介護休業中である

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等だが、育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまでに就労したことがない

＜参考：平成 25 年 10 月の調査結果との比較＞ 

　母親の「現在就労していない」が減少しています。 

【父親】　　　　　　　　　　　　　　　【母親】 

94.4%
0.8%
0.6%
2.5%

0.0%
1.7%

0.0% 50.0% 100.0%

フルタイム
フルタイムだが育休・介護 ...
パートタイム、アルバイト等
以前は就労していたが、現 ...
これまでに就労したことが ...

未回答

52.7%
1.2%

26.9%
16.1%

0.5%
2.6%

0.0% 50.0% 100.0%

フルタイム
フルタイムだが育休・介護 ...
パートタイム、アルバイト等
以前は就労していたが、現 ...
これまでに就労したことが ...

未回答

通し番号　48
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（１）「就労している」と答えた方にうかがいます。１週あたりの「就労日数」、１日当

たりの「就労時間（残業時間を含む）」と「家を出る時刻と帰宅時刻」をお答えください。 

　父母ともに「５日」「８時間」がもっとも多くなっています。 

【父親】（ｎ=257） 

＜現在の１週間あたりの利用日数＞　　　　＜現在の１日あたりの利用時間数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【母親】（ｎ=284） 

＜現在の１週間あたりの利用日数＞　　　　＜現在の１日あたりの利用時間数＞ 

3.9%
1.2%
0.0%
0.8%
1.2%

63.0%
25.7%

4.3%
0.0% 50.0% 100.0%

未回答
１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日

7.0%
0.8%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.8%
2.3%

49.8%
14.0%

25.3%
0.0% 50.0% 100.0%

未回答
１時間
２時間
３時間
４時間
５時間
６時間
７時間
８時間
９時間

１０時間以上

10.6%
1.1%
0.7%
0.7%

8.1%
70.1%

8.1%
0.7%

0.0% 50.0% 100.0%

未回答
１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日

11.6%
0.0%
0.4%
1.1%
3.5%

7.7%
6.3%

10.2%
44.7%

5.3%
9.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

未回答
１時間
２時間
３時間
４時間
５時間
６時間
７時間
８時間
９時間

１０時間以上

通し番号　49



Ⅱ．調査結果　 
２　こども・子育て支援に関するニーズ調査（小学生児童の保護者対象）

46 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）（１）で「パート・アルバイト等で就労している」と答えた方にお伺いします。フ

ルタイムへの転換希望がありますか。 

　母親について、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」が 48.9％でもっと

も多くなっています。父親については、回答対象数が少なく参考として記載します。 

【父親】（ｎ=4） 

 

 

 

 

 

【母親】（ｎ=107） 

（３）（１）で「以前は就労していたが、現在は就労していない」または「これまでに就

労したことがない」と答えた方に伺います。就労したいという希望はありますか。 

　母親について、「子育てや家事に専念したい」がもっとも多くなっています。父親につ

いては、回答対象数が少なく参考として記載します。 

【父親】（ｎ=1） 

 

 

 

 

 

【母親】（ｎ=24） 

0.0%
25.0%

75.0%
0.0%

0.0% 50.0% 100.0%
フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

6.4%
38.3%

48.9%
5.3%

0.0% 50.0% 100.0%

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

0.0%
100.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

1 年より先、一番下の子どもが成長したころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

35.0%
25.0%

20.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

1 年より先、一番下の子どもが成長したころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい
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（３）放課後の過ごし方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２　平日の放課後の日常的なお子さんの過ごし方で一番多いものについてお答え

ください。 

　時間経過とともに「保護者や祖父母等の家族・親族（大人）と過ごす」の割合が大きく

なっています。 

（ｎ=319） 

【14 時～16 時】 

 

 

 

 

 

 

【16 時～18 時】 

 

 

 

 

 

 

【18 時～20 時】 

 

 

 

 

 

 

 

【20 時以降】 

0.3%
31.7%19.7%21.6%0.0%6.9%10.0%2.2%1.3%0.3%0.6%0.9%0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
未回答

学校にいる
放課後児童クラブで過ごす

保護者や祖父母等の家族・親族（大人）と過ごす
ベビーシッターなどと過ごす

家で兄弟姉妹と子どもだけで過ごす
家でひとりで過ごす
友だちの家にいる

公園などで友だちと遊んでいる
児童館などの公共施設にいる

クラブ活動や地域活動（子ども会活動やスポーツ活動など）をしている
学習塾や習いごとに行っている

その他

0.3%
0.3% 20.8% 42.5%0.0%9.4%10.4%2.2%2.5%0.9%3.1%3.8%1.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
未回答

学校にいる
放課後児童クラブで過ごす

保護者や祖父母等の家族・親族（大人）と過ごす
ベビーシッターなどと過ごす

家で兄弟姉妹と子どもだけで過ごす
家でひとりで過ごす
友だちの家にいる

公園などで友だちと遊んでいる
児童館などの公共施設にいる

クラブ活動や地域活動（子ども会活動やスポーツ活動など）をしている
学習塾や習いごとに行っている

その他

0.3%0.0%0.3% 79.6%0.0%2.5%0.0%0.0%0.0%0.0%7.2%1.3%0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
未回答

学校にいる
放課後児童クラブで過ごす

保護者や祖父母等の家族・親族（大人）と過ごす
ベビーシッターなどと過ごす

家で兄弟姉妹と子どもだけで過ごす
家でひとりで過ごす
友だちの家にいる

公園などで友だちと遊んでいる
児童館などの公共施設にいる

クラブ活動や地域活動（子ども会活動やスポーツ活動など）をしている
学習塾や習いごとに行っている

その他

0.6%
0.3%
0.3% 86.5%
0.0%
0.9%
0.0%
0.0%
0.0%0.0%
0.9%
0.3%
0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
未回答

学校にいる
放課後児童クラブで過ごす

保護者や祖父母等の家族・親族（大人）と過ごす
ベビーシッターなどと過ごす

家で兄弟姉妹と子どもだけで過ごす
家でひとりで過ごす
友だちの家にいる

公園などで友だちと遊んでいる
児童館などの公共施設にいる

クラブ活動や地域活動（子ども会活動やスポーツ活動など）をしている
学習塾や習いごとに行っている

その他
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（４）放課後児童クラブ（利用している方のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１３　調査対象のお子さんについて、現在、放課後児童クラブを利用していますか。 
　「利用している」が 32.2％、「利用していない」が 67.8％となっています。 

（ｎ=319） 

問１４　放課後児童クラブを利用している主な理由をお答えください。 
　「現在就労している」が 98.0％ともっとも多くなっています。 

（ｎ=99） 

問１５　放課後児童クラブの利用の頻度をお答えください。 
　平日及び長期休暇中の利用頻度が多くなっています。 

（ｎ=99） 

【平日】　　　　　　　　　　　　　　　　【土曜日】 

 

 

 

 

 

【長期休暇中】 

利用し
ている
32.2%

利用して
いない
67.8%

2.0%
98.0%

0.0%
0.0%
0.0%
0.0%

3.0%
1.0%
2.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
未回答

現在就労している
就労する予定がある・求職中である
そのうち就労したいと考えている
就労していないが、利用したい

家族・親族などを介護しなければならない
病気や障がいを持っている
学生である・就学したい

その他

3.0%
82.8%

14.1%
0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

未回答
週4日以上利用している
週1～3日利用している

利用していない

2.0%
7.9%
9.9%

80.2%
0.0% 50.0% 100.0%

未回答
ほぼ毎週利用している
月1～2回利用している

利用していない

5.1%
77.8%

17.2%
0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

未回答
週4日以上利用している
週1～3日利用している

利用していない
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（４）放課後児童クラブ（利用していない方のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１６　調査対象のお子さんの小学 4 年生以降の放課後の過ごし方について、どのよう

なことを望みますか。（２つ以内） 

　「６年生まで放課後児童クラブを利用したい（利用したかった）」が 47.5％ともっとも

多くなっています。 

（ｎ=99） 

 

問１７　放課後児童クラブを利用していない理由はなんですか。 
　「その他」が 29.8％ともっとも多く、次いで「放課後の短時間ならば、子どもだけで

も大丈夫だと思うから」が 21.6％となっています。 

（ｎ=208） 

 

（1）今後、放課後児童クラブを利用したいとお考えですか。 
　「今後も利用しない」が 88.0％ともっとも多くなっています。 

（ｎ=208） 

 

27.3%
11.1%

47.5%
27.3%

19.2%
8.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

４年生まで放課後児童クラブを利用したい（利用したかった）
５年生まで放課後児童クラブを利用したい（利用したかった）
６年生まで放課後児童クラブを利用したい（利用したかった）

クラブ活動など習い事をさせたい
自宅で過ごす

その他

1.9%
10.6%

0.0%
0.0%

10.1%
1.0%

2.4%
9.1%

21.6%
16.3%

0.0%
29.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%
未回答

お子さんの身の回りの世話を主にしている方が現在就労していないから
放課後児童クラブを知らなかったから
近くに放課後児童クラブがないから
放課後児童クラブに空きがないから

放課後児童クラブの開所時間が短いから
利用料がかかるから

子どもは放課後、クラブ活動などの習い事をしているから
放課後の短時間ならば、子どもだけでも大丈夫だと思うから

祖父母・親戚がみているから
近くにいる友人・知人がみているから

その他

1.9%
1.4%
1.0%
1.9%

1.0%
7.7%

0.0%
88.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

未回答
週に１日利用したい
週に２日利用したい
週に３日利用したい
週に４日利用したい
週に５日利用したい
週に６日利用したい
今後も利用しない
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問１８　問１７（１）で「１．利用したい」を答えた方に伺います。放課後児童クラブ

の利用希望の頻度をお答えください。 

　「平日」及び「長期休暇中」が多くなっています。 

（ｎ=27） 

【平日】　　　　　　　　　　　　　　　　【土曜日】 

 

 

 

 

 

【日曜・祝日】　　　　　　　　　　　　　【長期休暇中】 

問１９　調査対象のお子さんについてお伺いします。小学 4 年生以降の放課後の過ごし

方について、どのようなことを望みますか。（２つ以内） 

　「自宅で過ごす」が 53.8％ともっとも多く、次いで「クラブ活動など習い事をさせた

い」が 32.7％となっています。 

（ｎ=208） 

38.5%
17.9%

43.6%

0.0% 50.0% 100.0%
週4日以上利用したい
週1～3日利用したい
利用希望はない

5.0%
15.0%

80.0%

0.0% 50.0% 100.0%
ほぼ毎週利用したい
月1～2回利用したい
利用希望はない

0.0%
10.0%

90.0%

0.0% 50.0% 100.0%
ほぼ毎週利用したい
月1～2回利用したい
利用希望はない

44.2%
23.3%

32.6%

0.0% 50.0% 100.0%
週4日以上利用したい
週1～3日利用したい
利用希望はない

6.7%
3.8%

13.9%
32.7%

53.8%
5.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
４年生まで放課後児童クラブを利用したい（利用したかった）

５年生まで放課後児童クラブを利用したい（利用したかった）

６年生まで放課後児童クラブを利用したい（利用したかった）

クラブ活動など習い事をさせたい

自宅で過ごす

その他

通し番号　54
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（５）子育て全般 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２０　子育て支援事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今

後、利用したいと思うものをお答えください。（いくつでも） 

　「知っている」の平均は 43.3％となっています。児童館・児童センターが 88.1％でも

っとも多くなっています。 

＜知っている＞（ｎ=319） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜利用したことがある＞（ｎ=319） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後利用したい＞（ｎ=319） 

 

 

 

 

15.7%
41.1%

88.1%
53.6%

47.6%
37.9%

33.2%
21.6%

51.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
家庭教育に関する学級・講座

教育相談センター・教育相談室
児童館・児童センター

ファミリーサポートセンター
家庭児童相談室（倉吉市役所にある子育ての総合相談窓口）

倉吉市役所の情報、相談サービス
子育て世帯買い物応援事業

シルバー人材センターの育児支援サービス
くらよし子育て応援ガイドブック

2.8%
5.0%

62.4%
5.6%
5.3%

9.1%
18.2%

2.2%
15.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
家庭教育に関する学級・講座

教育相談センター・教育相談室
児童館・児童センター

ファミリーサポートセンター
家庭児童相談室（倉吉市役所にある子育ての総合相談窓口）

倉吉市役所の情報、相談サービス
子育て世帯買い物応援事業

シルバー人材センターの育児支援サービス
くらよし子育て応援ガイドブック

17.9%
16.6%

34.5%
11.6%
12.2%

16.9%
36.7%

10.0%
25.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
家庭教育に関する学級・講座

教育相談センター・教育相談室
児童館・児童センター

ファミリーサポートセンター
家庭児童相談室（倉吉市役所にある子育ての総合相談窓口）

倉吉市役所の情報、相談サービス
子育て世帯買い物応援事業

シルバー人材センターの育児支援サービス
くらよし子育て応援ガイドブック
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＜参考：平成 25 年 10 月のニーズ調査との比較＞ 

「知っている」は全体的に減少しています。「利用したことがある」は全体的に減少

しています。「今後利用したい」は全体的に減少しています。 

＜知っている＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜利用したことがある＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後利用したい＞ 

26.7%
57.7%

93.4%
51.3%

63.3%
69.2%

48.7%
73.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家庭教育に関する学級・講座
教育相談センター・教育相談室

児童館・児童センター
ファミリーサポートセンター

家庭児童相談室（倉吉市役所にある子育ての...
子育て世帯買い物応援事業

シルバー人材センターの育児支援サービス
くらよし子育て応援ガイドブック

4.9%
3.4%

67.2%
3.2%
4.6%

46.5%
2.0%

28.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家庭教育に関する学級・講座
教育相談センター・教育相談室

児童館・児童センター
ファミリーサポートセンター

家庭児童相談室（倉吉市役所にある子育ての...
子育て世帯買い物応援事業

シルバー人材センターの育児支援サービス
くらよし子育て応援ガイドブック

23.7%
24.2%

43.3%
16.1%

20.3%
56.5%

16.4%
48.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家庭教育に関する学級・講座
教育相談センター・教育相談室

児童館・児童センター
ファミリーサポートセンター

家庭児童相談室（倉吉市役所にある子育ての...
子育て世帯買い物応援事業

シルバー人材センターの育児支援サービス
くらよし子育て応援ガイドブック
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問２１　子育てに関して普段感じていることについて、最もあてはまるものを選んでく

ださい。 

　「①子どもがいると生活が楽しく豊かになる」「②子育てを通じて自分も成長すると思

う」「③子どもは心のやすらぎや生きがいを与えてくれると思う」については、それぞれ

「あてはまる」がもっとも多くなっています。 

（ｎ=319） 

①子どもがいると生活が楽しく豊かになる　②子育てを通じて自分も成長すると思う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③子どもは心のやすらぎや生きがいを与えてくれると思う　④子育てに対して不安を感じている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤仕事や自分のやりたいことができない　　⑥子どもがいると生活や気持ちにゆとりがなくなる 

 

 

未回答
0.6%

あてはま
る

69.6%

ほぼあて
はまる
25.7%

あまりあ
てはまら
ない
3.4%

あてはま
らない

0.6%

未回答
0.9%

あてはま
る

78.1%

ほぼあて
はまる
18.5%

あまりあ
てはまら
ない
2.5%

あてはま
らない

0.0%

未回答
0.6%

あてはま
る

67.1%

ほぼあて
はまる
26.6%

あまりあ
てはまら
ない
5.3%

あてはま
らない

0.3%

未回答
0.9% あてはま

る
20.7%

ほぼあて
はまる
27.3%

あまりあ
てはまら

ない
39.5%

あてはま
らない
11.6%

未回答
0.6% あてはま

る
11.3%

ほぼあて
はまる
25.1%

あまりあ
てはまら

ない
42.6%

あてはま
らない
20.4%

未回答
0.9% あてはま

る
8.5%

ほぼあて
はまる
21.3%あまりあ

てはまら

ない
43.9%

あてはま
らない
25.4%
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⑦子どもを虐待しているのではないかと思う 

 

 

 

＜参考：平成 25 年 10 月のニーズ調査との比較＞ 

「④子育てに対して不安に感じている」は「あてはまる」「ほぼあてはまる」の

合計が減少しています。 

未回答
1.3%

あてはまる
1.3%

ほぼあて
はまる

4.4%

あまりあ
てはまら
ない

30.4%あてはま
らない
62.7%

あてはま
る

12.7%

ほぼあて

はまる
38.1%

あまりあ

てはまら
ない

36.9%

あてはま
らない
11.2%

未回答
1.1%

通し番号　58
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問２２　子育てに関して、日常悩んでいること、または気になることはどのようなこと

ですか。（５つ以内） 

　「ゲームやインターネット、携帯電話等の使い方について」が 47.0％ともっとも多く、

次いで「子どもとの時間を十分とれないこと」が 32.0％となっています。 

（ｎ=319） 

26.3%
22.9%

3.4%
16.6%

32.0%
5.0%

15.0%
29.2%

24.8%
8.5%

6.9%
5.3%

2.2%
5.0%

28.8%
2.8%
2.8%

47.0%
4.4%

8.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%
病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること
育児の方法がよくわからないこと

子どもとの接し方に自信が持てないこと
子どもとの時間を十分とれないこと
話し相手や相談相手がいないこと

仕事や自分のやりたいことが十分できないこと
子どもの教育に関すること

友だち付合い（いじめ等を含む）に関すること
不登校などの問題について

子育てに関しての配偶者・パートナーの協力が少ないこと
配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合わないこと

自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場などまわりの見る目が気になること
配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと

子どもを叱りすぎているような気がすること
子育てのストレスがたまって、子どもに手を上げたり、世話をしなかったりしてしまうこと

地域の子育て支援サービスの内容や利用・申込み方法がよくわからないこと
ゲームやインターネット、携帯電話等の使い方について

その他
特にない

＜参考：平成 25 年 10 月のニーズ調査との比較＞ 

「子どもとの時間を十分とれないこと」「不登校の問題について」「ゲームやイ

ンターネット、携帯電話等の使い方について」が増加しています。 

22.2%
17.6%

2.4%
13.9%

31.3%
2.0%

15.4%
34.7%

33.5%
4.6%

7.1%
5.4%

4.4%
4.2%

36.2%
2.7%
2.9%

36.4%
3.9%

9.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

病気や発育・発達に関すること
食事や栄養に関すること

育児の方法がよくわからないこと
子どもとの接し方に自信が持てないこと
子どもとの時間を十分とれないこと
話し相手や相談相手がいないこと

仕事や自分のやりたいことが十分できないこと
子どもの教育に関すること

友だち付合い（いじめ等を含む）に関すること
不登校などの問題について

子育てに関しての配偶者・パートナーの協力が ...
配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合 ...
自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場 ...
配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってく ...
子どもを叱りすぎているような気がすること
子育てのストレスで、子どもに手を上げたり、...

地域の子育て支援サービスの内容や利用・申込 ...
ゲームやインターネット、携帯電話等の使い方 ...

その他
特にない
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問２３　子育てをする上で、特に不安に思っていることや悩んでいることはどのような

ことですか。（３つ以内） 

　「子育てで出費がかさむ」が 55.8％ともっとも多く、次いで「子育てによる身体の疲

れが大きい」が 22.9％となっています。 

（ｎ=319） 

 

 

 

 

22.9%
55.8%

21.6%
5.3%

10.0%
2.5%
3.4%

11.9%
7.5%

20.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

子育てによる身体の疲れが大きい
子育てで出費がかさむ

自分の自由な時間が持てない
配偶者・パートナーと楽しむ時間がない

仕事が十分にできない
子育てが大変なことを身近な人が理解してくれない

子どもが病気がちである
住居が狭い
その他

不安に思うことは特にない

＜参考：平成 25 年 10 月のニーズ調査との比較＞ 

「子育てによる身体の疲れが大きい」「子育てで出費がかさむ」「自分の自由な時

間が持てない」が増加しています。 

 

11.7%
45.2%

13.4%
4.4%

9.5%
3.2%

2.4%
13.9%

9.8%
25.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

子育てによる身体の疲れが大きい
子育てで出費がかさむ

自分の自由な時間が持てない
配偶者・パートナーと楽しむ時間がない

仕事が十分にできない
子育てが大変なことを身近な人が理解して...

子どもが病気がちである
住居が狭い

その他
不安に思うことは特にない
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問２４　お子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人または、相

談できる場所はありますか。 

　「いる・ある」が 87.0％となっています。 

（ｎ=319） 

問２５　問２４で「いる・ある」と回答した方に伺います。お子さんの子育て（教育を

含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。 

　「配偶者・パートナー」が 72.7％ともっとも多く、次いで「その他の親族（親、きょ

うだいなど）」が 71.3％となっています。 

（ｎ=275） 

いる・ある
87.0%

いない・
ない

13.0%

72.7%
71.3%

44.4%
41.8%

24.7%
1.1%

7.3%
18.5%

4.0%
0.0%

1.8%
0.4%
0.0%

2.9%
0.0%
0.0%
1.5%

0.4%
0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
配偶者・パートナー

その他の親族（親、きょうだいなど）
近隣の人、地域の知人、友人

職場の人
保育所、幼稚園、学校の保護者の仲間

子育てサークルの仲間
保育士、こども園の先生

学校の先生、スクールカウンセラー
医師・保健師・看護師・栄養士など
家庭児童相談室・母子自立支援員

子育て支援センター
民生・児童委員、主任児童委員

教育相談室
こども家庭センター

児童相談所
民間の電話相談

その他
相談相手がいない

相談すべきことはない

＜参考：平成 25 年 10 月のニーズ調査との比較＞ 

「配偶者・パートナー」「 その他の親族」「保育士、こども園の先生」が減少し

ています。 

79.3%
79.3%

47.2%
29.6%

37.4%
0.2%

45.6%
2.3%
3.6%

0.0%
5.2%

0.0%0.2%
0.7%0.2%
0.0%
0.7%
0.0%
0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
配偶者・パートナー

その他の親族（親、きょうだいなど）
近隣の人、地域の知人、友人

職場の人
保育園、こども園、学校の保護者の仲間

子育てサークルの仲間
保育士、こども園の先生

学校の先生、スクールカウンセラー
医師・保健師・看護師・栄養士など
家庭児童相談室・母子自立支援員

地域子育て支援センター
民生・児童委員、主任児童委員

教育相談室
保健センター
児童相談所

民間の電話相談
その他

相談相手がいない
相談すべきことはない

通し番号　61



Ⅱ．調査結果　 
２　こども・子育て支援に関するニーズ調査（小学生児童の保護者対象）

58 

 

 

 

 

 

 

 

問２６　子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政など）からどのよう

なサポートがあればよいとお考えでしょうか。 

　主なご意見を一部記載します。 
　・放課後児童クラブが、学校の児童数に応じた利用人数の設定ではなく、希望数に応じた利用ができ

る余裕のある人数設定にして欲しい。 

　・話を聞いてもらったり、子どもと親と第 3 者で話や活動して、親子関係についての意見やアドバイ

スがもらえたりするといいような気がします。 

　・夏休みにおける児童クラブや児童センターの給食サービスを利用できると夏休みの心配が減り、働

くことをもう少し前向きに考えられると思う。 

　・児童クラブの開所時間の延長。全員ではなく、希望者だけでも事前申請で受け入れてもらえると助

かる。 

　・気軽に相談できる場所や、子どもと一緒に過ごせる場所があると良いです。 

　・平日のクラブ活動などの送迎 

　・夜に学校の役員の会の時は子どもが留守番になってしまう。習い事がある時に、子どものスケジュ

ールが異なるので、1 人は放置になってしまう。見てくれる方がいれば助かりますがお金がかかる。 

　・子育て世帯への経済的な支援（土地・家屋購入、定住に結びつくもの） 

　・県外から嫁いでいるため、結婚当初は友達と呼べる人はいなかったが、子どもが産まれ、子育て支

援センターを利用したことで、多くの人と出会い、困ったときや悩んでいる時に助け合えたり、相

談にのってもらったりしたのでとてもよかった。子どもたちがある程度大きくなった今でも、その

時のコミュニティーが続いているので、いざという時に頼ることができ、感謝している。 

　・放課後に近所で宿題をして帰れる場所と人的環境があればいいなと思います。 

　・発達障害がある子供の学校から学童への送り迎えがあるとありがたい。 

　・急用の時に預けれる場所があったらいいと思う 

　・子育て支援金があればありがたい。小学生以上のインフルエンザの予防接種の助成などをお願いし

たい。 

　・子供との時間がとれるように大人の職場でふれあい休暇があるとよい。 

　・子どもの料理、ソーイング教室などあるとありがたいです。 

　・塾や習い事のお金の支援。 

　・休日や夜間に公的（PTA、地域活動、子供会など）な集まりで呼び出すのを減らしたり、オンライ

ンにしたりして欲しい。時間を奉仕で取られるのは非常に時代遅れと感じる。 

　・学校諸費の軽減、（給食費、学年費など）習い事などに出かける時の交通費の補助、中学に行くよう

になってもバス、電車で出かけるしかないが交通費が高いので困る。中部は学力も低いと言われて

いるが、学力を高める手だてをしてほしい。 

　・不登校はお金と年月がかかるので、それを少しでも軽くできる制度と不登校の親の繋がりがほしい

と感じます。 

　・児童館に子どもを遊ばせている間に、親は別室で過ごせるようにする（母親同士がコミュニケーシ

ョンとれるような空間）。 

　・無料のイベントを休日にはたくさん行ってほしい。
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問２７　仕事と子育てを両立させる上で大変だと感じるのはどのようなことですか。

（いくつでも） 

　「自分が病気・けがをしたときや子どもが急に病気になったときに代わりに面倒をみ

る人がいない」が 43.6％ともっとも多く、次いで「急な残業や出張が入ってしまう」が

32.6％となっています。 

（ｎ=319） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.6%
43.6%

4.4%
8.2%

4.4%
0.3%

27.9%
7.5%

20.1%

0.0% 20.0% 40.0%
急な残業や出張が入ってしまう

自分が病気・けがをしたときや子どもが急に病気になったときに代わりに面倒をみる人がいない

家族の理解が得られない

職場の理解が得られない（子ども行事等で休暇が取りにくい）

子どものほかに面倒をみなければならない人がいる

子どもの面倒をみてくれる保育所などが見つからない

子どもと接する時間が少ない

その他

特にない

＜参考：平成 25 年 10 月のニーズ調査との比較＞ 

「自分が病気・けがをしたときや子どもが急に病気になったときに代わりに面倒

をみる人がいない」が増加しています。 

30.6%
29.6%

3.9%
17.6%

3.9%
0.0%

35.9%
8.8%

23.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

急な残業や出張が入ってしまう
自分が病気・けがをしたときや子どもが急...

家族の理解が得られない
職場の理解が得られない

子どものほかに面倒をみなければならな...
子どもの面倒をみてくれる保育所などが...

子どもと接する時間が少ない
その他

特にない
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問２８　倉吉市の子育てに関する情報提供についてどのようにしたら届くと思われま

すか。（いくつでも） 

　「市の広報紙を充実させる」が 41.7％ともっとも多く、次いで「パンフレットや情報

誌をスーパーなど身近な場所に置く」が 26.6％となっています。 

（ｎ=319） 

問２９　家の近くの子どもの遊び場について日頃どのように感じていますか。（３つ以

内） 

　「雨の日に遊べる場所がない」が 68.0％ともっとも多く、次いで「近くに遊び場がな

い」が 39.5％となっています。 

（ｎ=319） 

41.7%
25.4%

14.7%
26.6%

10.7%
4.1%

13.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%
市の広報紙を充実させる

市のホームページを充実させる
くらよし子育て応援ガイドブックを充実させる

パンフレットや情報誌をスーパーなど身近な場所に置く
自治公民館などの地域の人を介した情報提供を充実させる

ケーブルテレビを充実させる
その他

39.5%
68.0%

16.9%
29.8%

4.4%
5.6%

8.5%
3.4%

8.5%
7.8%

6.9%
10.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%
近くに遊び場がない

雨の日に遊べる場所がない
思い切り遊ぶために十分な広さがない

遊具などの種類が充実していない
不衛生である

いつも閑散としていて寂しい感じがする
遊具などの設備が古くて危険である

遊び場やその周辺の環境が悪くて、安心して遊べない
遊び場周辺の道路が危険である

遊び場に行っても子どもと同じ年くらいの遊び仲間がいない
その他

特に感じることはない

＜参考：平成 25 年 10 月のニーズ調査との比較＞ 

「近くに遊び場がない」が減少し、「雨の日に遊べる場所がない」「遊具などの設

備が古くて危険である」が増加しています。 

40.1%
63.3%

21.3%
23.0%

2.9%
11.7%

6.6%
5.4%

14.7%
9.0%

5.9%
7.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

近くに遊び場がない
雨の日に遊べる場所がない

思い切り遊ぶために十分な広さがない
遊具などの種類が充実していない

不衛生である
いつも閑散としていて寂しい感じがする

遊具などの設備が古くて危険である
遊び場やその周辺の環境が悪くて、安心して遊 ...

遊び場周辺の道路が危険である
遊び場に行っても子どもと同じ年くらいの遊び ...

その他
特に感じることはない
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問３０　子どもとの外出の際、困ること・不安なこと・心配なことはどのようなことで

すか。（３つ以内） 

　「特に困っていること・困ったことはない」が 31.7％ともっとも多く、次いで「買い

物や用事の合間の気分転換に、子どもを遊ばせる場所がないこと」が 24.1％となってい

ます。 

（ｎ=319） 

 

 14.7%
2.8%

12.2%
0.9%

5.0%
3.1%

9.4%
24.1%

7.5%
22.3%

5.0%
3.4%

5.0%
31.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%
歩道や信号がない通りが多く、安全に心配があること

歩道の段差などがベビーカーや自転車の通行の妨げになっていること
外出する際に公共交通機関がないこと

交通機関や建物がベビーカーでの移動に配慮されていないこと
トイレがオムツ替えや親子での利用に配慮されていないこと

授乳する場所や必要な設備がないこと
小さな子どもとの食事に配慮された場所がないこと

買い物や用事の合間の気分転換に、子どもを遊ばせる場所がないこと
緑や広い歩道が少ないなど、街並みにゆとりとうるおいがないこと

暗い通りや見通しのきかないところが多く、子どもが犯罪の被害にあわないか心配で ...
周囲の人が子ども連れを迷惑そうにみること

荷物や子どもに手をとられて困っているときに手を貸してくれる人が少ないこと
その他

特に困っていること・困ったことはない

＜参考：平成 25 年 10 月のニーズ調査との比較＞ 

「外出する際に公共交通機関がないこと」が増加しています。 

17.6%
7.6%
7.8%

2.0%
5.9%

5.1%
9.8%

26.4%
11.0%

33.7%
2.2%
2.9%
3.4%

26.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

歩道や信号がない通りが多く、安全に心配...
歩道の段差などがベビーカーや自転車の通...

外出する際に公共交通機関がないこと
交通機関や建物がベビーカーでの移動に配...
トイレがオムツ替えや親子での利用に配慮...

授乳する場所や必要な設備がないこと
小さな子どもとの食事に配慮された場所が...
買い物や用事の合間の気分転換に、子ども...
緑や広い歩道が少ないなど、街並みにゆと...
暗い通りや見通しのきかないところが多く...
周囲の人が子ども連れを迷惑そうにみること
荷物や子どもに手をとられて困っていると...

その他
特に困っていること・困ったことはない
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問３１　倉吉市に対して、どのような子育て支援の充実を図ってほしいと思いますか。

（３つ以内） 

　「子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やしてほしい」が 55.2％ともっとも多く、

次いで「残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対して職場環境の改善を働きか

けてほしい」が 27.0％となっています。 

（ｎ=319） 

 

 

 

 

 

 

 

問３２　倉吉市の子育て支援等について感じていることがありましたらご自由にお書

きください。 

　主なご意見を一部記載します。 
　・もっと子供が遊べる環境を作って欲しい。公園自体少ない。 

　・子育ての総合案内があると相談しやすいです。こんなことで相談していいのか迷う時があるので、

気軽に聞ける窓口があると利用しやすくなると思います。 

　

13.2%
55.2%

11.6%
4.7%

1.6%
6.9%

9.1%
12.2%

6.9%
27.0%

8.2%
6.6%

14.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%
子育て支援センターや児童館など、親子が安心して集まれる身近な場、イベントの機会がほしい

子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やしてほしい
子育てに困ったときに相談したり情報が得られる場を作ってほしい

保育所の施設や環境を整えてほしい

幼稚園の施設や環境を整えてほしい
保育所や幼稚園にかかる費用負担を軽減してほしい

専業主婦など誰でも気軽に利用できるNPO等による保育サービスがほしい

安心して子どもが医療機関に受診できる体制を整備してほしい
多子世帯の優先入居や広い部屋の割り当てなど、住宅面の配慮がほしい

残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対して職場環境の改善を働きかけてほしい
子育てについて学べる機会を作ってほしい

その他
特にない

＜参考：平成 25 年 10 月のニーズ調査との比較＞ 

「子育て支援センターや児童館など、親子が安心して集まれる場、イベントの機会

がほしい」「子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やしてほしい」が増加してい

ます。 

 

12.2%
47.4%

10.0%
2.9%

0.7%
20.5%

5.4%
25.2%

7.1%
29.3%

7.8%
5.4%

10.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%
子育て支援センターや児童館など、親子...
子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増...
子育てに困ったときに相談したり情報が得...

保育所の施設や環境を整えてほしい
幼稚園の施設や環境を整えてほしい

保育所や幼稚園にかかる費用負担を軽減し...
専業主婦など誰でも気軽に利用できるNPO...
安心して子どもが医療機関に受診できる体...
多子世帯の優先入居や広い部屋の割り当...
残業時間の短縮や休暇の取得促進など、...

子育てについて学べる機会を作ってほしい
その他

特にない
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＜つつき＞ 
　・子育て支援課にいくといつも優しく丁寧に接していただけるので嬉しいです。市職員にも子育て真

っ最中の母親父親がたくさん居られるはず。そういう若い世代の意見やアイデアが通る職場にして

欲しいです。 

　・医療の無料化は大変ありがたいです。 

・田舎で暗くて外灯がない所が多い。 

　・子供だけでも安心して体験できるイベントや学びの場があればうれいしい。 

　・企業に対して、社会に対して、もっと親子の時間を増やす取り組みをしてほしいです。 

　・家族と共に、家族以外の地域の皆で子どもを育てていく仕組みを作って欲しい。 

　・働きたいのに、子供がまだ小さいから～と働くことに制限をかけられる感じがどうかと思う。 

　・保育園や小学校の再編については、より迅速に思い切った舵切りが必要だと思う。 

　・湯梨浜町みたいに、子育てに特化した経済支援、政策、補助金制度をもっと充実するべき。 

　・色々情報を発信してくださってますが、自分が必要とする子育ての情報が、なかなか探せない事が

あるので、もっと検索しやすいようにしていただけると助かります。 

　・妊娠時や出産後のサポートはあったが死産時にはなかった。相談出来る相手もなく、市役所へ届出

た際にカウンセラーなど相談窓口の案内があれば良いと思う。 

　・物価もどんどん高騰しているのに給料はあまり上がらず、育ち盛りの子どもを育てるのは正直しん

どいです。児童扶養手当ての収入対象ラインを引き下げていただけるとありがたいです。 

　・図書館や児童館など利用しやすく助かっています。このようなアンケートをして声を聞こうとして

もらえることに感謝しております。ありがとうございます。
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３　こどもの意見を聞くためのアンケート調査 

 

（１）回答者の属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１　あなたの学年をえらんでください。 
　「小学６年生」が 23.9％ともっとも多く、次いで「中学２年生」が 23.5％となってい

ます。 

（ｎ=946） 

問２　あなたの住んでいる地区はどこですか。 
　「上井地区」が 19.3％ともっとも多く、次いで「西郷地区」が 15.6％となっています。 

（ｎ=946） 

未回答
0.8%

小学５年生
21.4%

小学６年生
23.9%

中学１年生
16.7%

中学２年生
23.5%

中学３年生
13.7%

未回答 0.6%

上北条 
9.2%

上井 19.3%

西郷 15.6%

上灘 3.3%
成徳 5.7%明倫 5.1%

灘手 1.2%

社 14.0%

北谷 1.9%
高城 3.0%

小鴨 10.0%

上小鴨 1.3%
関金 9.8%

通し番号　68
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（２）生活状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３　毎日の生活の中で楽しいと思うときはどんなときですか。(３つまで) 
　「友だちと遊んだり話したりしているとき」が 77.3％ともっとも多く、次いで「テレ

ビ・ＤＶＤ・動画（Ｙｏｕｔｕｂｅなど）を見ているとき」が 50.4％となっています。

学年別にみても、同様の傾向があります。 

（ｎ=946） 

 

 

 

 

 

 

 

＜小学生＞（上から５、６年生）　　　　　　　　＜中学生＞（上から１，２，３年生） 

問４　今、こまっていることや、なやんでいることはありますか。 
　「ない」が 82.9％ともっとも多くなっています。学年別でみると、「ある」と回答した

割合がもっとも多かったのは中学２年生となっています。 

（ｎ=946） 

 

 

43.8%
77.3%

24.3%
4.7%

34.6%
20.7%

50.4%
45.6%

26.2%
7.7%

1.2%
3.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
家族と遊んだり話したりしているとき
友だちと遊んだり話したりしているとき

習い事（スポーツクラブ（スポ少）、ピアノ、習字など）をしている
勉強をしているとき

体を動かす運動・スポーツをしているとき
マンガや本を読んでいるとき

テレビ・ＤＶＤ・動画（Ｙｏｕｔｕｂｅなど）を見ているとき
ゲームをしているとき

インターネットや、ＬＩＮＥ、インスタグラムなどのＳＮＳをしているとき
何もしないでいるとき

とくにない
その他

45.6%

86.7%

22.8%

4.4%

36.7%

17.7%

50.6%

48.1%

37.3%

12.7%

0.0%

4.4%

41.9%

80.6%

19.4%

2.7%

34.2%

24.3%

57.2%

46.4%

39.6%

9.5%

0.0%

2.7%

31.5%

81.5%

20.8%

6.9%

40.8%

27.7%

50.8%

43.8%

35.4%

9.2%

1.5%

4.6%

0.0% 50.0% 100.0%

家族と遊んだり話したりしているとき

友だちと遊んだり話したりしているとき

習い事（スポーツクラブ（スポ少）、ピ...

勉強をしているとき

体を動かす運動・スポーツをしているとき

マンガや本を読んでいるとき

テレビ・ＤＶＤ・動画（Ｙｏｕｔｕｂｅ...

ゲームをしているとき

インターネットや、ＬＩＮＥ、インスタ...

何もしないでいるとき

とくにない

その他

51.0%

71.3%

25.7%

4.0%

36.6%

15.8%

44.6%

48.0%

6.9%

2.5%

1.5%

3.5%

45.1%

69.9%

30.5%

5.8%

28.3%

19.9%

48.2%

42.5%

17.3%

6.6%

2.7%

4.4%

0.0% 50.0% 100.0%

家族と遊んだり話したりしているとき

友だちと遊んだり話したりしているとき

習い事（スポーツクラブ（スポ少）、ピ...

勉強をしているとき

体を動かす運動・スポーツをしているとき

マンガや本を読んでいるとき

テレビ・ＤＶＤ・動画（Ｙｏｕｔｕｂｅ...

ゲームをしているとき

インターネットや、ＬＩＮＥ、インスタ...

何もしないでいるとき

とくにない

その他

未回答
1.4%

ある
15.8%

ない
82.9%
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＜小学５年生＞　　　　　　　＜小学６年生＞ 

 

 

 

 

 

 

＜中学１年生＞　　　　　　　＜中学２年生＞　　　　　　　＜中学３年生＞ 

問５　問４で「ある」と答えた方にうかがいます。それはどんなことですか。(３つまで) 
　「勉強のこと」が 36.9％ともっとも多くなっています。学年別でみると、小学生は「友

だちのこと」がもっとも多く、中学生は「勉強のこと」が多くなっています。 

（ｎ=149） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小学生＞（上から５、６年生）　　　　　　＜中学生＞（上から１，２，３年生） 

未回答
0.5% ある

15.8%

ない
83.7%

未回答
1.3% ある

14.6%

ない
84.1%

未回答
1.3%

ある
12.0%

ない
86.7%

未回答
0.9%

ある
19.4%

ない
79.7%

未回答
3.1%

ある
15.4%

ない
81.5%

36.9%
13.4%

34.2%
9.4%

12.1%
6.0%

3.4%
32.9%

4.0%
1.3%

26.2%
2.0%

9.4%
14.1%

12.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
勉強のこと

習い事（スポ少、ピアノ、習字など）
将来のこと（進路のこと）

部活のこと
親のこと

兄弟姉妹（お兄さん、お姉さん、弟、妹）のこと
祖父母や親戚（おじ、おば、いとこなど）のこと

友だちのこと
学校の先生のこと

家族のお世話のこと
自分の体や性格のこと

インターネットやＬＩＮＥ、インスタグラムなどのＳＮＳのこと
好きな人のこと（恋愛のこと）

お金のこと
その他

28.1%
6.3%

18.8%
3.1%

12.5%
9.4%

6.3%
37.5%

0.0%
0.0%

21.9%
0.0%

15.6%
6.3%

12.5%

12.1%
21.2%
21.2%

6.1%
9.1%
9.1%

3.0%
45.5%

6.1%
3.0%

27.3%
0.0%
0.0%

21.2%
12.1%

0.0% 50.0% 100.0%

勉強のこと
習い事（スポ少、ピアノ、習字 ...

将来のこと（進路のこと）
部活のこと
親のこと

兄弟姉妹（お兄さん、お姉さん ...
祖父母や親戚（おじ、おば、いと ...

友だちのこと
学校の先生のこと
家族のお世話のこと

自分の体や性格のこと
インターネットやＬＩＮＥ、イン ...
好きな人のこと（恋愛のこと）

お金のこと
その他

31.6%
21.1%
21.1%

15.8%
10.5%

5.3%
0.0%

26.3%
0.0%
0.0%

36.8%
0.0%

10.5%
5.3%

10.5%

51.2%
14.0%

44.2%
16.3%
16.3%

4.7%
4.7%

20.9%
7.0%

2.3%
25.6%

2.3%
11.6%

16.3%
9.3%

65.0%
5.0%

75.0%
5.0%

10.0%
0.0%
0.0%

40.0%
0.0%
0.0%

20.0%
10.0%
10.0%

15.0%
20.0%

0.0% 50.0% 100.0%

勉強のこと
習い事（スポ少、ピアノ、習字 ...

将来のこと（進路のこと）
部活のこと
親のこと

兄弟姉妹（お兄さん、お姉さん ...
祖父母や親戚（おじ、おば、いと ...

友だちのこと
学校の先生のこと
家族のお世話のこと
自分の体や性格のこと

インターネットやＬＩＮＥ、イン ...
好きな人のこと（恋愛のこと）

お金のこと
その他

通し番号　70



Ⅱ．調査結果 
３　こどもの意見を聞くための調査

67 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６　こまっている時や、なやんでいる時に相談できる人はいますか。 
　「いる」が 84.2％となっています。学年別でみると、「いる」と回答した割合がもっと

も多かったのは中学１年生となっています。 

（ｎ=946） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小学５年生＞　　　　　　　　＜小学６年生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜中学１年生＞　　　　　　　　＜中学２年生＞　　　　　　　　＜中学３年生＞ 

未回答
3.6%

いる
84.2%

いない
12.2%

未回答
3.0%

いる
84.2%

いない
12.9%

未回答
1.3%

いる
82.7%

いない
15.9%

未回答
5.1%

いる
87.3%

いない
7.6%

未回答
4.1%

いる
86.0%

いない
9.9%

未回答
5.4%

いる
80.8%

いない
13.8%

通し番号　71
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（３）放課後の過ごし方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７　問６で「いる」と答えた方にうかがいます。それはだれですか。(３つまで) 
　「保護者」が 77.2％ともっとも多くなっています。学年別でみると、小学生は「保護

者」がもっとも多く、中学生は「保護者」「友だち」が多くなっています。 

（ｎ=797） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小学生＞（上から５、６年生）　　　　　　＜中学生＞（上から１，２，３年生） 

問８　学校がおわった後はどこで、何をしてすごしていますか。(３つまで) 
　「自分の家」が 80.3％ともっとも多くなっています。学年別でみると、「自分の家」の

割合は中学２年生がもっとも多くなっています。 

【どこで】（ｎ=946） 

 

 

77.2%
25.2%

16.2%
72.0%

35.6%
2.0%

5.9%
1.3%
1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
保護者

兄弟姉妹（お兄さん、お姉さん、弟、妹）
祖父母や親戚（おじ、おば、いとこなど）

友だち
学校の先生

地域の大人（近所の人、塾や習い事、スポ少、放課後児童クラブの先生など）
インターネット（ＬＩＮＥなどのＳＮＳ）の知り合い

ＳＯＳダイヤルなどの相談窓口
その他

75.3%

20.6%

16.5%

60.6%

45.3%

2.9%

1.2%

1.8%

2.9%

78.1%

20.3%

18.7%

61.5%

31.0%

2.7%

5.3%

1.6%

1.6%

0.0% 50.0% 100.0%

保護者

兄弟姉妹（お兄さん、お姉 ...

祖父母や親戚（おじ、おば、...

友だち

学校の先生

地域の大人（近所の人、塾や ...

インターネット（ＬＩＮＥな ...

ＳＯＳダイヤルなどの相談窓口

その他

80.4%

28.3%

18.1%

81.9%

38.4%

2.2%

8.7%

1.4%

0.0%

76.4%

26.7%

15.7%

82.2%

34.0%

1.0%

7.9%

0.5%

2.6%

75.2%

33.3%

9.5%

78.1%

28.6%

1.0%

6.7%

1.0%

1.9%

0.0% 50.0% 100.0%

保護者

兄弟姉妹（お兄さん、お姉 ...

祖父母や親戚（おじ、おば、...

友だち

学校の先生

地域の大人（近所の人、塾や ...

インターネット（ＬＩＮＥな ...

ＳＯＳダイヤルなどの相談窓口

その他

80.3%
5.5%

2.1%
1.8%
0.8%

4.9%
2.0%
1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自分の家
友だちの家

おじいさん、おばあさん、親戚の家
放課後児童クラブ
図書館や公園

塾や習い事、スポ少など
児童館、児童センター

その他
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＜小学生＞（上から５、６年生）　　　　　　＜中学生＞（上から１，２，３年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　「テレビ・ＤＶＤ・動画（Ｙｏｕｔｕｂｅなど）を見る」が 29.3％ともっとも多くな

っています。学年別でみると、小学生は「ゲームをする」、中学生は「テレビ・ＤＶＤ・

動画（Ｙｏｕｔｕｂｅなど）を見る」の割合がもっとも多くなっています。 

【なにを】（ｎ=946） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小学生＞（上から５、６年生）　　　　　　　＜中学生＞（上から１，２，３年生） 

66.3%

10.9%

3.5%

5.9%

0.5%

8.9%

3.5%

0.0%

72.6%

5.8%

2.7%

2.2%

1.8%

7.1%

5.3%

0.9%

0.0% 50.0% 100.0%

自分の家

友だちの家

おじいさん、おばあさん、 ...

放課後児童クラブ

図書館や公園

塾や習い事、スポ少など

児童館、児童センター

その他

87.3%

5.1%

1.3%

0.0%

0.0%

3.8%

0.0%

1.9%

91.9%

3.2%

0.9%

0.0%

0.5%

1.8%

0.0%

1.8%

89.2%

0.8%

2.3%

0.0%

1.5%

0.8%

0.0%

2.3%

0.0% 50.0% 100.0%

自分の家

友だちの家

おじいさん、おばあさん、 ...

放課後児童クラブ

図書館や公園

塾や習い事、スポ少など

児童館、児童センター

その他

9.9%
11.6%

9.2%
6.6%

9.3%
19.5%

2.0%
10.7%

4.2%
29.3%

28.0%
1.5%

11.1%
1.6%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%
何もしないでのんびりする
友だちとおしゃべりをする

音楽を聞く
マンガや本を読む

運動をする
勉強をする

家事や家族のお世話をする
スポ少・習い事をする
家族とおしゃべりをする

テレビ・ＤＶＤ・動画（Ｙｏｕｔｕｂｅなど）を見る
ゲームをする
買い物をする

インターネット、ＬＩＮＥ、インスタグラムなどの...
遊具やおもちゃで遊ぶ

その他

6.9%

7.9%
5.0%

4.0%

7.9%

26.7%

1.5%
11.4%

4.0%

22.8%

27.2%

1.5%
0.0%

1.5%

2.0%

4.9%

14.2%
6.2%

7.5%

8.4%

28.8%

3.1%
18.6%

4.9%

26.5%

30.1%

0.9%
6.6%

2.7%

6.2%

0.0% 20.0% 40.0%

何もしないでのんびりする

友だちとおしゃべりをする

音楽を聞く
マンガや本を読む

運動をする

勉強をする

家事や家族のお世話をする

スポ少・習い事をする
家族とおしゃべりをする

テレビ・ＤＶＤ・動画（Ｙｏ ...

ゲームをする

買い物をする

インターネット、ＬＩＮＥ、 ...
遊具やおもちゃで遊ぶ

その他

8.9%

15.2%

12.7%
7.0%

15.8%

12.0%

1.3%
10.1%

3.8%

32.3%

31.0%
1.9%

17.1%

1.9%

3.2%

16.2%

9.5%

12.2%

8.1%
6.3%

8.6%

2.7%

4.1%
4.1%

33.3%

25.2%
1.4%

17.1%

0.9%

1.8%

13.1%

12.3%

12.3%

6.2%
10.0%

20.0%

0.8%

7.7%
3.8%

34.6%

27.7%

2.3%
19.2%

0.8%

4.6%

0.0% 20.0% 40.0%

何もしないでのんびりする

友だちとおしゃべりをする

音楽を聞く
マンガや本を読む

運動をする

勉強をする
家事や家族のお世話をする

スポ少・習い事をする

家族とおしゃべりをする

テレビ・ＤＶＤ・動画（Ｙｏ ...
ゲームをする

買い物をする

インターネット、ＬＩＮＥ、 ...

遊具やおもちゃで遊ぶ
その他
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（４）こどもの居場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９　「こんな場所、ものがあったらいいな」と思うことがあれば教えてください。(３
つまで) 

　「買い物ができる場所（ショッピングモールなど」が 48.9％ともっとも多く、次いで

「スポーツができる場所」が 37.6％となっています。 

（ｎ=946） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小学生＞（上から５、６年生）　　　　　＜中学生＞（上から１，２，３年生） 

20.8%
9.7%

20.4%
32.7%

37.6%
48.9%

20.1%
15.1%
14.9%

8.5%
5.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

公園
図書館

インターネットができる場所
ゲームなどができる施設
スポーツができる場所

買い物ができる場所（ショッピングモールなど）
プール

一人になれる場所
勉強ができる場所

特にない
その他

25.7%

10.4%

18.8%

36.6%

28.2%

39.1%

32.7%

19.8%

11.4%

8.4%

5.9%

25.7%

14.6%

18.1%

34.1%

38.5%

44.7%

21.2%

10.6%

15.0%

9.7%

4.4%

0.0% 50.0% 100.0%

公園

図書館

インターネットができる場所

ゲームなどができる施設

スポーツができる場所

買い物ができる場所（ショッ ...

プール

一人になれる場所

勉強ができる場所

特にない

その他

22.8%

6.3%

25.3%

32.3%

38.0%

58.2%

22.2%

17.1%

13.3%

6.3%

6.3%

14.0%

6.3%

23.0%

32.9%

41.9%

54.1%

11.7%

12.6%

15.3%

8.6%

3.2%

13.8%

10.8%

17.7%

24.6%

43.1%

50.8%

10.0%

16.9%

21.5%

9.2%

5.4%

0.0% 50.0% 100.0%

公園

図書館

インターネットができる場所

ゲームなどができる施設

スポーツができる場所

買い物ができる場所（ショッ ...

プール

一人になれる場所

勉強ができる場所

特にない

その他

通し番号　74
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（５）将来のこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０　しょうらいこんなことがしたい、こんな人になりたい、こうなりたいというゆ

めがありますか 

　「ある」が 72.0％となっています。学年別でみると、「ある」と回答した割合がもっと

も多かったのは小学５年生となっています。 

（ｎ=946） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小学５年生＞　　　　　　　＜小学６年生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜中学１年生＞　　　　　　　　＜中学２年生＞　　　　　　　＜中学３年生＞ 

未回答
1.1%

ある
72.0%

ない
27.0%

未回答
1.0%

ある
79.7%

ない
19.3%

未回答
0.9%

ある
73.0%

ない
26.1%

未回答
0.6%

ある
74.7%

ない
24.7%

未回答
0.5%

ある
68.5%

ない
31.1%

未回答
2.3%

ある
60.8%

ない
36.9%

通し番号　75
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問１１　しょうらいなりたいもののために、どんなことをがんばろうと考えていますか

(３つまで) 

　「学校での勉強」が 53.6％でもっとも多く、次いで「お金を貯める」が 35.2％となっ

ています。 

（ｎ=946） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小学生＞（上から５、６年生）　　　　　　＜中学生＞（上から１，２，３年生） 

53.6%
21.7%

19.5%
24.0%

35.2%
27.7%

10.0%
4.2%
4.0%

7.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

学校での勉強
習い事をする
部活をする

友だちや知り合いをたくさん作る
お金を貯める

得意なことを見つける
ボランティア活動

特にない
何をがんばればいいかわからない

その他

46.5%

25.2%

17.3%

27.7%

39.6%

25.7%

8.4%

4.0%

4.0%

9.4%

43.8%

28.8%

14.2%

27.9%

36.3%

24.3%

7.5%

3.5%

4.0%

9.7%

0.0% 50.0% 100.0%

学校での勉強

習い事をする

部活をする

友だちや知り合いをたくさ ...

お金を貯める

得意なことを見つける

ボランティア活動

特にない

何をがんばればいいかわか ...

その他

58.2%

17.7%

26.6%

23.4%

38.0%

31.0%

13.9%

5.1%

3.8%

6.3%

61.7%

20.3%

24.3%

20.3%

31.1%

27.5%

11.7%

6.3%

4.5%

4.1%

63.8%

10.8%

13.8%

17.7%

29.2%

34.6%

10.0%

0.8%

3.8%

5.4%

0.0% 50.0% 100.0%

学校での勉強

習い事をする

部活をする

友だちや知り合いをたくさ ...

お金を貯める

得意なことを見つける

ボランティア活動

特にない

何をがんばればいいかわか ...

その他

通し番号　76
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問１２　しょうらいなりたいもののために、親や学校の先生などの大人の人にどんなこ

とを手伝ってもらいたいですか(３つまで) 

　「勉強を教えて欲しい」が 48.3％でもっとも多く、次いで「必要なものを買ってほし

い」が 29.6％となっています。 

（ｎ=946） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小学生＞（上から５、６年生）　　　　　　＜中学生＞（上から１，２，３年生） 

48.3%
20.9%

29.6%
15.4%

13.0%
17.7%

20.6%
7.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

勉強を教えてほしい
スポーツを教えてほしい

必要なものを買ってほしい
料理を教えてほしい
一緒にやってほしい
お金を出してほしい
相談に乗ってほしい

その他

24.6%

15.8%

13.1%

12.6%

10.2%

7.2%

11.5%

5.1%

26.4%

12.4%

19.1%

9.8%

8.3%

7.8%

10.3%

5.9%

0.0% 50.0% 100.0%

勉強を教えてほしい

スポーツを教えてほしい

必要なものを買ってほしい

料理を教えてほしい

一緒にやってほしい

お金を出してほしい

相談に乗ってほしい

その他

26.7%

12.5%

18.1%

7.6%

7.3%

10.8%

12.2%

4.9%

32.0%

10.0%

16.0%

6.8%

6.6%

13.1%

12.9%

2.6%

31.6%

8.3%

20.7%

5.7%

3.6%

13.5%

14.5%

2.1%

0.0% 50.0% 100.0%

勉強を教えてほしい

スポーツを教えてほしい

必要なものを買ってほしい

料理を教えてほしい

一緒にやってほしい

お金を出してほしい

相談に乗ってほしい

その他

通し番号　77
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（６）意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１３　あなたは、すべてのこどもには「意見を表すことができる権利」があることを知

っていますか。 

　「知っている」が 45.8％でもっとも多く、次いで「知らない」が 31.2％となっていま

す。学年別でみると、「知っている」と回答した割合がもっとも多かったのは中学１年生

となっています。 

（ｎ=946） 

 

＜小学５年生＞　　　　　　　＜小学６年生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜中学１年生＞　　　　　　　＜中学２年生＞　　　　　　＜中学３年生＞ 

 

 

未回答
2.1%

知っている
45.8%

知らない
31.2%

聞いたこと
はあるが、

よくわから
ない

20.9%

未回答
2.0%

知って
いる

28.2%

知らな

い
48.0%

聞いたことはあ

るが、よくわか
らない
21.8%

未回答
0.9%

知って

いる
47.8%

知らな
い

31.0%

聞いたことはあ

るが、よくわか
らない
20.4%

未回答
2.5%

知って

いる
53.8%

知らな

い
21.5%

聞いたことはあ

るが、よくわか

らない
22.2%

未回答
2.3%

知って
いる

50.0%

知らな

い
26.6%

聞いたことはあ

るが、よくわか

らない
21.2%

未回答
3.1%

知って

いる
53.1%

知らな

い
25.4%

聞いたことはあ

るが、よくわか

らない
18.5%

通し番号　78
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問１４　あなたが倉吉市役所に伝えたい意見があるとき、どういった方法があれば伝え

やすいと思いますか。(３つまで) 

　「インターネットのアンケートで伝える」が 25.7％でもっとも多く、次いで「電話で

伝える」が 24.5％となっています。 

（ｎ=946） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小学生＞（上から５、６年生）　　　　　　　＜中学生＞（上から１，２，３年生） 

21.0%
11.3%

5.2%
24.5%

16.4%
20.0%

25.7%
13.3%

11.9%
19.2%

20.8%
3.0%

10.7%

0.0% 20.0% 40.0%

直接、市役所の人に会って伝える
インターネットのオンライン会議で伝える

イベントで伝える
電話で伝える
手紙で伝える
メールで伝える

インターネットのアンケートで伝える
紙のアンケートで伝える

ＬＩＮＥ、インスタグラムなどのＳＮＳで伝える
保護者を通じて伝える
伝えたい意見はない

その他
学校の先生を通じて伝える

25.7%

6.4%

4.0%

27.2%

21.8%

17.8%

14.9%

14.4%

4.0%

23.8%

25.7%

2.5%

9.9%

24.3%

11.5%

5.8%

26.1%

20.8%

16.4%

28.3%

17.7%

8.8%

23.9%

13.7%

4.0%

14.2%

0.0% 20.0% 40.0%

直接、市役所の人に会って伝 ...

インターネットのオンライン ...

イベントで伝える

電話で伝える

手紙で伝える

メールで伝える

インターネットのアンケート ...

紙のアンケートで伝える

ＬＩＮＥ、インスタグラムな ...

保護者を通じて伝える

伝えたい意見はない

その他

学校の先生を通じて伝える

20.9%

15.8%

9.5%

23.4%

17.7%

17.1%

29.7%

10.1%

13.9%

20.3%

17.7%

1.3%

12.7%

17.1%

11.3%

3.6%

23.0%

9.9%

23.0%

24.8%

10.4%

15.3%

13.5%

30.2%

3.2%

7.2%

15.4%

13.1%

3.1%

21.5%

10.0%

28.5%

34.6%

13.1%

22.3%

13.1%

13.8%

3.1%

9.2%

0.0% 20.0% 40.0%

直接、市役所の人に会って伝 ...

インターネットのオンライン ...

イベントで伝える

電話で伝える

手紙で伝える

メールで伝える

インターネットのアンケート ...

紙のアンケートで伝える

ＬＩＮＥ、インスタグラムな ...

保護者を通じて伝える

伝えたい意見はない

その他

学校の先生を通じて伝える

通し番号　79
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問１５　倉吉市役所に伝えたいことはありますか。(自由記載) 
　主な意見を一部記載します。 
　・できればイオンモールのようなショッピングモールを立ててくれたらとても便利だなと思います。 

　・バスケットゴールをふやしてほしい 

　・広い公園がほしい 

　・もっと、小さい子が年中遊べる場所を作ってほしい 

　・いつも楽しく勉強をしています。静かに勉強ができる場所が欲しいです。 

　・誰もが本などインターネットで調べられるスペースを作って欲しいです。 

　・私たちの見えないところで私たちの暮らしを支えてくださりありがとうございます。そのおかげで

楽しい学校生活が送れています。 

　・大きい公園や、プールを作ってください。大人の方からお年寄りまで楽しめるような大きい公園や、

プールを作ってください。 

　・登校時や下校時のときに自転車で通るみちが草や泥で通れないところがあるから、どうにかしてほ

しい。 

　・子どもたちの読書離れが著しいと云うので、子どもたち、そして大人も本に興味を持って読むこと

のできるような取り組みをお願いしたいと思います。 

　・自由に使えるサッカー場を作って欲しいです。 

　・大きな倉吉市市民体育館を新しく作ってほしい 

　・鴨川中学校の制服をピンクから青にして欲しい 

　・他の学校の人と触れ合えるイベントを開催してほしいです。 

　・学校に怪我をした人用のエレベーターを作って欲しいです。 

　・みんなが使いやすい図書館を作ってください。 

　・もっと倉吉市を活気ある街にしてください。今のままでは寂れて廃れてさみしい雰囲気です。学生

である僕らが遊べる施設がないのは味気ないし、面白くないと感じる人も少なからずいると思いま

す。 

　・友達と一緒にゆっくり落ち着いて勉強ができる場所が欲しいです。 

　・広いホールや遊ぶ道具がたくさんおいてある建物が欲しいです。

通し番号　80
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４　若者の意見聴取アンケート調査 

 

（１）回答者の属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１　現在のあなたの年齢を選んでください。 
　「18 歳」が 8.3％でもっとも多く、次いで「17 歳」が 6.9％となっています。 

（ｎ=218） 

 

問２　あなたの性別を選んでください。 
　「女性」が 53.9％、「男性」が 45.2％と

なっています。 

（ｎ=218） 

 

問３　あなたの住んでいる地区はどこで

すか。 

　「上井地区」が 19.6％でもっとも多く、

次いで「社地区」が 13.6％となっています。 

（ｎ=218） 

 

未回答 0.5%１５歳 1.8%

１６歳 
6.0%

１７歳 
6.9%

１８歳 8.3%

１９歳 2.8%

２０歳 3.2%

２１歳 5.1%

２２歳 2.3%

２３歳 4.1%

２４歳 4.6%

２５歳 
6.0%

２６歳 2.3%２７歳 3.7%

２８歳 5.5%

２９歳 3.7%

３０歳 1.8%

３１歳 1.8%

３２歳 3.2%

３３歳 2.3%

３４歳 4.6%

３５歳 3.7%

３６歳 4.6%

３７歳 3.7%
３８歳 5.5%

３９歳 1.8%

未回答
0.5%

男性
45.2%

女性
53.9%

その他
0.5% 未回答

1.9%
上北条

4.7%

上井
19.6%

西郷
7.0%

上灘
11.7%

成徳
7.0%明倫

5.1%

灘手
0.5%

社
13.6%

北谷
2.3%

高城
4.7%

小鴨
12.6%

上小鴨
4.2%

関金
5.1%
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問４　今までで一番長く住んでいた地域はどこですか。 
　「倉吉市内」が 71.5％でもっとも多く、次いで「倉吉市外（中部圏域以外の鳥取県内）」

が 10.3％となっています。 

（ｎ=218） 

 

問５　一緒に住んでいる人を選んでください。(いくつでも) 
　「母親」が 59.2％でもっとも多く、次いで「父親」が 48.6％となっています。 

（ｎ=218） 

 

問６　あなたの生活水準（衣食住などの暮らし向き）は、世間一般と比べて、どれにあ

てはまりますか。 

　「普通」が 54.6％でもっとも多く、次いで「よい」が 17.1％となっています。 

（ｎ=218） 

 

未回答
0.5%

倉吉市内
71.5%

倉吉市外
（中部圏域
内）
8.9%

倉吉市外（中
部圏域以外の
鳥取県内）

10.3%

県外
8.9%

48.6%
59.2%

34.4%
28.0%

16.5%
22.5%

0.5%
1.4%

8.3%
2.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

父親
母親

兄弟姉妹
配偶者・パートナー

こども
祖父母
親せき

友人・ルームメート・同僚
単身世帯
その他

未回答
0.5%

よい
17.1%

どちらかと
いえばよい

15.3%
普通

54.6%

どちらかと
いえば悪い

9.3%

悪い
3.2%

通し番号　82
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問７　あなたの職業を教えてください。 
　「正社員・正職員」が 49.3％でもっとも多く、次いで「高校生」が 17.5％となってい

ます。 

（ｎ=218） 

 

問８　あなたが最後に卒業した学校はどちらですか。在学中の方は、現在在学している

学校を選んでください。 

　「高等学校」が 41.0％でもっとも多く、次いで「大学」が 24.4％となっています。 

（ｎ=218） 

 

未回答
0.9%

高校生
17.5% 専門学校生

1.8%

大学生
10.6%

短大・高専生
1.8%

大学院生
0.0%予備校生

0.0%

正社員・正職員
49.3%

派遣・契約社員・
パート・アルバイ

ト
11.1%

自営業
2.8%

経営者・会社役員
0.5%

専業主婦・主夫
0.0%

無職
2.3%

その他
1.4%

未回答
0.5%

中学校
6.9%

高等学校
41.0%

短大・高専
9.7%

専門学校
13.4%

大学
24.4%

大学院
1.8%

その他
2.3%

通し番号　83
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（２）結婚について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９　あなたは現在、結婚または交際されていますか。 
　「未婚で、交際したことがない」が 31.9％でもっとも多く、次いで「結婚している（事

実婚を含む）」が 27.3％となっています。 

（ｎ=218） 

 

問１０　問９で「結婚している（事実婚を含む）」以外を選んだ方にうかがいます。 
　　　将来、結婚したいと思いますか。 

　「したい」が 30.7％でもっとも多く、次いで「どちらかといえばしたい」が 25.5％と

なっています。 

（ｎ=153） 

 

問１１　問９で「１．結婚している（事実婚を含む）」を選んだ方にうかがいます。お子

さんはいますか。 

　「いない」が 36.1％でもっとも多く、次いで「２人いる」が 27.9％となっています。 

（ｎ=59） 

 

未回答
1.9%

結婚している（事
実婚を含む）

27.3%
結婚していたが、
離婚等した

1.9%

未婚だが、交際し
ている人がいる

17.1%

未婚で、交際している
人はいないが、過去に
交際している人がいた

19.9%

未婚で、交際した
ことがない

31.9%

未回答
9.8%

したい
30.7%

どちらかといえば
したい
25.5%

どちらかといえ
ばしたくない

7.2%

したくない
9.2%

わからない
17.6%

未回答
0.0%

１人いる
24.6%

２人いる
27.9%

３人いる
9.8%

４人以上い
る

1.6%

いない
36.1%

通し番号　84
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問１２　将来、子どもは何人ほしいと思いますか。現在、お子さんがおられる場合は、

その子も含めた人数をお答えください。 

　「２人」が 41.6％でもっとも多く、次いで「０人（こどもを持つことを望まない）」が

23.0％となっています。 

（ｎ=218） 

 

問１３　問１２で「０人（こどもを持つことを望まない）」を選んだ方にうかがいます。

その理由をお答えください。（３つまで） 

　「お金がかかると思うから」が 56.3％でもっとも多く、次いで「子どもを育てる自信

がないから」が 43.8％となっています。 

（ｎ=48） 

 

問１４　問１０で「３．どちらかといえばしたくない」、「４．したくない」、「５．わか

らない」を選んだ方にうかがいます。結婚したくない理由をお答えください。（３つまで） 

　「生活の自由を制限されたくない」が 61.5％でもっとも多く、次いで「お金を自由に

使いたい」が 50.0％となっています。 

（ｎ=52） 

 

未回答
1.9%

１人
12.4%

２人
41.6%

３人
18.2%

４人以上
2.9%

０人（こどもを
持つことを望ま
ない）
23.0%

56.3%
43.8%

33.3%
20.8%

12.5%
10.4%

0.0%
29.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

お金がかかると思うから
子どもを育てる自信がないから

自分の時間や夫婦の時間がなくなると思うから
子どもが好きではないから

自分の仕事に差し支えると思うから
自分の健康上の理由から

家族や周りの人が反対しているから
その他

61.5%
48.1%
50.0%

28.8%
11.5%
11.5%

5.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

生活の自由を制限されたくない
他者と一緒に生活するのが不安または苦手

お金を自由に使いたい
適当な相手に出会えていない
結婚に必要なお金がない

仕事に専念したい
その他

通し番号　85
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問１５　出会いや結婚支援にどのような施策が必要だと思いますか。（３つまで） 
　「結婚支援の費用補助（住宅取得や リフォームなど）」が 57.8％でもっとも多く、次

いで「出会いの場のイベント」が 36.7％となっています。 

（ｎ=218） 

 

57.8%
36.7%

20.2%
12.8%

6.9%
3.7%
5.0%

20.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

結婚支援の費用補助（住宅取得や リフォームなど）
出会いの場のイベント

マッチングシステムの導入
結婚相談窓口・支援センター

結婚のためのスキルアップセミナー
電話・オンライン相談窓口

その他
支援は必要ない

通し番号　86
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（３）外出について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１６　あなたは普段、どのくらい外出されますか。 
　「毎日」が 39.8％でもっとも多く、次いで「週に５日から６日」が 31.5％となってい

ます。 

（ｎ=218） 

 

問１７　問１６で「５．めったに外出しない」または「６．外出しない・ほぼ外出しな

い」を選んだ方にうかがいます。 

（１）現在の外出頻度になってから、どのくらい経ちますか。 
　「３ヶ月未満」が 37.5％でもっとも多く、次いで「３ヶ月以上６ヶ月未満」が 25.0％

となっています。 

（ｎ=8） 

 

未回答
0.5%

毎日
39.8%

週に５日から６日
31.5%

週に３日から４日
7.9%

週に１日から２日
16.7%

めったに外出しない
3.2%

外出しない・ほ
ぼ外出しない

0.5%

37.5%
25.0%

12.5%
12.5%
12.5%

0.0%
0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

３ヶ月未満
３ヶ月以上６ヶ月未満
６ヶ月以上１年未満
１年以上３年未満
３年以上５年未満
５年以上１０年未満

１０年以上

通し番号　87
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（２）現在の外出頻度になったきっかけは何ですか。（３つまで） 
　「子どもが生まれたこと」「その他」が 62.5％でもっとも多くなっています。 

（ｎ=8） 

 

（３）現在の外出頻度になって悩んでいることはありますか。（３つまで） 
　「収入がない・少ない」が 90.9％でもっとも多くなっています。 

（ｎ=8） 

 

12.5%
12.5%
12.5%
12.5%

62.5%
12.5%

0.0%
50.0%

12.5%
0.0%
0.0%
0.0%

62.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

退職したこと
退学したこと

病気になったこと
人間関係がうまくいかなかったこと

子どもが生まれたこと
妊娠したこと

就職活動がうまくいかなかったこと
学校になじめなかったこと

学生時代から不登校だったこと
家族の看護・介護をするため

受験に失敗したこと
子どもが不登校になったこと

その他

90.9%

18.2%

36.4%

18.2%

18.2%

36.4%

18.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

収入がない・少ない

働きたい（学校にいきたい）が自信がない

病気・体調不良

前向きな気持ちになれない

求職活動の方法がわからない

コミュニケーションが苦手

勉強が苦手

通し番号　88
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（４）現在の外出頻度になってから、相談機関等に相談したことはありますか。現在、

相談されていますか。 

　「相談したことはない」が 94.6％でもっとも多くなっています。 

（ｎ=8） 

 未回答
0.0%

現在、相談し
ている

5.4%

過去に相談して
いたが、現在は
相談していない

0.0%

相談したこと
はない
94.6%

通し番号　89
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（４）相談について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１８　今までの生活に支障をきたした経験についてうかがいます。 

（１）あなたは今までに、社会生活や学校生活、日常生活を円滑に送ることができなく

なった経験はありますか。 

　「そのような経験はない」が 65.7％でもっとも多くなっています。 

（ｎ=218） 

 

（２）（１）で「経験はあるが、今は改善されている」を選んだ方にうかがいます。改善

に役立ったことは何ですか。（３つまで） 

　「家族の助け」が 67.2％でもっとも多く、次いで「友人の助け」が 46.6％となってい

ます。 

（ｎ=58） 

 

未回答
0.9%

経験があり、今も
その状態にある

6.5%

経験はあるが、今
は改善されている

26.9%そのような
経験はない

65.7%

67.2%
46.6%

13.8%
10.3%

22.4%
10.3%

25.9%
10.3%

3.4%
5.2%

0.0%
5.2%

6.9%
8.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
家族の助け
友人の助け

学校の先生の助け
会社の同僚、上司の助け

自分の努力
専門の相談機関に相談

病院に行って相談したこと
趣味の活動にさんかしたこと

スクールカウンセラーに相談したこと
SNSで相談したこと
地域の人の助け

同じ経験をした人たちに相談したこと
わからない
その他

通し番号　90
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（３）あなたが社会生活や学生生活、日常生活を円滑に送ることができなくなったとき

に、家族や友人以外で、どのような条件があれば相談したいと思いますか。（３つまで） 

　「匿名で相談できる」が 39.0％でもっとも多く、次いで「無料で相談できる」が 34.4％

となっています。 

（ｎ=218） 

 

34.4%
12.4%

39.0%
20.6%

27.5%
33.9%

6.4%
4.6%

3.2%
0.9%

3.2%
10.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

無料で相談できる
相談相手が同じ悩みを持っている

匿名で相談できる
相談の専門家である

曜日や時間帯を気にせず相談できる
SNSやメールで相談できる
相談相手が同性である
相談場所が自宅が近い

電話で相談できる
自宅に来て相談できる

その他
誰にも相談したくない

通し番号　91
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（５）就業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１９　あなたの就業状況についてうかがいます。 

（１）あなたは現在、就業していますか。 
　「現在、就業している」が 65.4％でもっとも多く。次いで「これまでに就業経験はな

い（学生も含む。）」が 30.0％となっています。 

（ｎ=218） 

 

（２）（１）で「現在、就業している」を選んだ方にうかがいます。あなたが働いている

職場に、どの程度満足していますか。 

　「どちらかといえば満足している」が 54.5％でもっとも多く。次いで「満足している」

が 25.9％となっています。 

（ｎ=142） 

 

未回答
0.5%

現在、就業し
ている
65.4%

現在、就業してい
るが、休職・休業
中である

2.3%

現在は就業してい
ないが、過去に就
業経験がある

1.8%

これまでに就業経験は
ない（学生も含む。）

30.0%

未回答
0.0%

満足している
25.9%

どちらかといえば満足してい
る

54.5%

どちらかとい
えば不満であ

る
13.3%

不満である
6.3%

通し番号　92
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（３）（１）で「現在、就業している」を選んだ方にうかがいます。あなたの今後の就業

について、あてはまるものを選択してください。 

　「現在の仕事を続けたい」が 48.2％でもっとも多く。次いで「別の仕事に転職したい」

が 27.3％となっています。 

（ｎ=142） 

 

（４）（１）で「現在は就業していないが、過去に就業経験がある」または「これまでに

就業経験はない（学生も含む。）」を選んだ方にうかがいます。あなたは現在、就職を希望

していますか。 

　「就職を希望している」が 35.6％でもっとも多く。次いで「進学を希望している」が

33.9％となっています。 

（ｎ=69） 

 

未回答
0.0%

現在の仕事を

続けたい
48.2%

別の仕事に転
職したい

27.3%

起業したい
3.6%

特に考えてい
ない

18.0%

その他
2.9%

未回答
6.8%

就職を希望し
ている
35.6%

進学を希望し
ている
33.9%

就職も進学も
希望していな

い
1.7%

特に考えてな
い

16.9%

その他
5.1%

通し番号　93
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（５）あなたが仕事を選ぶ上で、重視していることはどのようなことですか（どのよう 
　　　なことでしたか）。（３つまで） 

　「職場の雰囲気や人間関係」が 69.7％でもっとも多く、次いで「給料の金額」が 67.4％

となっています。 

（ｎ=218） 

 

69.7%
67.4%

34.4%
20.6%

12.4%
21.1%

11.5%
10.1%

8.3%
6.9%

2.8%
2.8%
2.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
職場の雰囲気や人間関係

給料の金額
やりがい

残業や休日出勤
通勤距離・方法
正社員・正職員

勤務時間に融通が利く
育児・介護がしやすい
専門知識が活かせる
実力を評価してくれる

副業ができる
その他
特にない

通し番号　94
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（６）ヤングケアラーについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２０　あなたの家族についてうかがいます。 

（１）家族の中に、現在、あなたがお世話している人はいますか。（いくつでも） 
　「世話をしている人はいない」が 89.9％でもっとも多くなっています。 

（ｎ=218） 

 

（２）（１）で「世話している人はいない」以外を選んだ方にうかがいます。お世話して

いる頻度はどのくらいですか。 

　「ほぼ毎日」が 31.3％でもっとも多く、次いで「１ヶ月に数日」「その他」が 25.0％と

なっています。 

（ｎ=17） 

 

（３）（１）で「世話している人はいない」以外を選んだ方にうかがいます。お世話の内

容はなんですか。（いくつでも） 

　「見守り」が 52.9％でもっとも多く、次いで「買い物」が 47.1％となっています。 

（ｎ=17） 

 

0.9%
2.3%

0.0%
3.2%

0.9%
0.0%
0.5%

89.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

父親を世話している
母親を世話している
祖父を世話している
祖母を世話している

兄弟姉妹を世話している
親せきを世話している

その他の人を世話している
世話している人はいない

ほぼ毎日
31.3%

週に３日か
ら５日

6.3%

週に１日か
ら２日
12.5%

１ヶ月に数
日

25.0%

その他
25.0%

23.5%
35.3%

52.9%
41.2%

47.1%
0.0%

11.8%
17.6%

5.9%
0.0%

35.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家事
病院の付き添い

見守り
話し相手
買い物
散歩

薬の管理
お金の管理

入浴や食事の世話
兄弟姉妹の送り迎え

その他

通し番号　95
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（４）（１）で「世話している人はいない」以外を選んだ方にうかがいます。お世話して

いることで経験したことはありますか。（いくつでも） 

　「特にない」が 47.1％でもっとも多く、次いで「自分の時間がとれない・とれなかっ

た」が 41.2％となっています。 

（ｎ=17） 

 

（５）（１）で「世話している人はいない」以外を選んだ方にうかがいます。あなたは自

分が「ヤングケアラー」にあてはまると思いますか。 

　「ヤングケアラーにはあてはまらない」が 57.1％でもっとも多く、次いで「わからな

い（ヤングケアラーはきいたことがあるが、どういったものかわからない）」が 28.6％と

なっています。 

（ｎ=17） 

 

0.0%
23.5%

0.0%
5.9%

11.8%
5.9%

17.6%
41.2%

11.8%
5.9%

11.8%
47.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
学校を休んだ
仕事を休んだ
学校に遅刻した
仕事に遅刻した

勉強する時間がない・なかった
部活に参加できない・できなかった

友人と遊ぶことができない・できなかった
自分の時間がとれない・とれなかった

進路を変更した
就職先を変更した

その他
特にない

ヤングケアラーに
あてはまると思う

4.8%

ヤングケアラーに
はあてはまらない

57.1%
わからない（ヤングケア
ラーはきいたことがある
が、どういったものかわ

からない）
28.6%

わからない（ヤングケアラーはき
いたことがなく、どういったもの

かわからない）
9.5%

通し番号　96
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（７）生活の満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２１　現在の生活の満足度についてうかがいます。 

（１）あなたは今の生活に満足していますか。 
　「どちらかといえば満足している」が 47.4％でもっとも多く、次いで「満足している」

が 30.3％となっています。 

（ｎ=218） 

 

（２）あなたは将来に対する不安がありますか。 
　「どちらかといえば不安がある」が 40.7％でもっとも多く、次いで「不安がある」が

35.2％となっています。 

（ｎ=218） 

 

（３）（２）で「不安がある」または「どちらかといえば不安がある」と答えた方にうか

がいます。不安の内容は何ですか。（３つまで） 

　「収入・生活費」が 77.4％でもっとも多く、次いで「仕事」が 57.3％となっています。 

（ｎ=164） 

 

未回答
0.9%

満足している
30.3%

どちらかとい
えば満足して
いる

47.4%

どちらかとい
えば満足して
いない
18.5%

満足していない
2.8%

未回答
0.9%

不安がある
35.2%

どちらかといえば
不安がある

40.7%

どちらかといえ

ば不安がない
14.8%

不安はない
8.3%

77.4%
57.3%

23.8%
26.2%

24.4%
9.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

収入・生活費
仕事
健康

出産・子育て
進路
その他

通し番号　97
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（４）あなたは今、孤独感がありますか。 
　「ない」が 39.5％でもっとも多く、次いで「ほとんどない」が 22.3％となっています。 

（ｎ=218） 

 

（５）あなたが一番落ち着ける居場所、自分らしくいられる居場所はどこですか。 
　「自宅（自分の部屋）」が 61.4％でもっとも多く、次いで「自宅（自分の部屋以外）」

が 22.8％となっています。 

（ｎ=218） 

 

未回答
0.5%

ない
39.5%

ほとんどない
22.3%

たまにある
16.7%

時々ある
14.9%

しばしばある
3.3%

常にある
2.8%

未回答
0.5%

自宅（自分の部
屋）

61.4%

自宅（自分の部屋
以外）
22.8%趣味の活動をする

場所
3.7%

インターネット空
間

1.4%

職場
0.5%

学校
2.8%

友人の家
0.9%

交際相手の家
0.9%

飲食店
0.5%

地域の施設
0.0%

その他
1.4%

とくにない
3.3%
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（８）意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２２　倉吉市で取り組むこどもや若者の施策に望むことは何ですか。（いくつでも） 
　「安心して出産・子育てができる環境づくり」が 62.4％でもっとも多く、次いで「若

者が結婚しやすい環境づくり」「安心して過ごせる居場所づくり」が 37.6％となっていま

す。 

（ｎ=218） 

 

問２３　あなたの倉吉市への要望や意見、あなたのやりたいことなどがあれば、お書き

ください。（自由記述） 

　主なご意見を一部記載します。 
　・金銭的な子育て支援をもう少し強化していただきたいです。 

　・精神科病院でなく、鬱病など精神的に悩んでいる人などの話を聞いてくれる場所があればいいと思

う。 

　・私を含め周りの友人のからの意見として、遊ぶ場所が少ないかと感じます。(ゲームセンター、ボー

リング場など)昔のほてい堂、サンピアなどのデパートが 1 つでも増えたら嬉しいです。 

　・将来を担っていく子どもたちがのびのびと過ごせる社会であってほしい。 

　・バスの便を増やして欲しい 

　・はたちの集う会の代表スピーチをやりたい 

　・今回のような電子申請サービスや公式 LINE で、以前よりかなり市の情報を拾いやすくなりました。

困っていることに対して、そもそもどこに相談すればいいのかが分かりやすくなると嬉しいです。 

　・お金がないと結婚・出産も人生の選択肢として選択しづらいので、お給料が上がると本当に嬉しい

です。 

　

62.4%
37.6%

33.0%
37.6%

21.6%
12.8%

22.5%
34.9%

8.3%
7.3%

28.4%
16.1%

11.5%
9.6%

6.4%

0.0% 50.0% 100.0%

安心して出産・子育てができる環境づくり
若者が結婚しやすい環境づくり

経済的に困難を抱えている家庭 への支援
安心して過ごせる居場所づくり

就職に向けた相談・支援
悩みを相談できる窓口

魅力あるイベント情報の提供
就職したいと思う企業の誘致
ボランティア活動の支援
自分の意見を言う機会

学校教育の充実
社会に出られない人の自立支援

虐待を受けた人（受けている人）の支援
地域活動・社会参加の支援

その他
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＜つづき＞ 
　・若者が一度は倉吉市から離れても、また帰ってきて地域に貢献できるようなイベントなどがあれば

もっと倉吉が良くなると考えています。 

　・図書館や公共施設の自習スペースをもっと増やしてほしいです。夏休みに友達と図書館に行ったら

休館日（月曜日）で使えなくて残念でした。 

　・琴浦町や湯梨浜町のように町営のトレーニング施設が欲しい 

　・空き家が多く、家があった土地は駐車場などの土地になっており、そこに戻ってこようと思える昔

と違い魅力はあまり感じられないです。 

　・地域を盛り上げていくために、住民が仲良く暮らしていくために地域の伝統文化を継続的に維持し

ていくことは欠かすことのできない部分だと思う。 

　・買い物にはさほど困らないが、フラッと寄れるカフェなどが、少ない(時間が限られている)ため、

結局東西部に出かけてしまう。 

　・教育の充実と、まちづくりに力を入れて頂きたいと思います。 

　・非正規雇用ですが、年齢的にも子供を考えなくてはいけない時期で子供を産んでからの生活が心配

です。 

　・今の時代共働きでないと不安定なので、産後の仕事探しや育てながら仕事などが不安です。産後の

女性の支援があると嬉しいです。 

　・2 歳の子供がいるが、夏場は暑すぎて公園で遊べないため、室内に遊具がある施設を造って欲しい。 

　・このような取り組みはとても大切であると思います。 
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Ⅲ．おわりに 

 

本調査は、「倉吉市こども計画」を策定するにあたり、当事者であるこども、若者、保護

者の実態や意識、ニーズを把握するために実施したものです。 

　調査結果から、保護者に関しては、過去の調査と比較したところ、子育てに関する不安感

はやや減少しているものの、子育て支援に関する施策に対する認知度はやや減少している

ということがわかりました。こどもに対するアンケート調査では、悩みを抱えながらも相談

相手がいないこどもが少なからずあることがわかりました。そのほかには、放課後の過ごし

方や、居場所に関するニーズを把握することができました。若者に対するアンケート調査で

は、ヤングケアラーと思われるケースがあることがわかりました。 

こどもや若者に対するアンケート調査は、本市では初めて実施したものです。今後、必要

な施策を検討、実施した上で、時期をみて再度調査し、効果を検証するための基準として活

用します。 

今後は、様々なこども・子育て施策を展開する中で、こどもの成長過程や状況に応じなが

ら、切れ目なくかつきめ細かく支援していくことが求められます。「倉吉市こども計画」の

策定を機に、これまで以上に庁内の関係課や関係機関、団体、事業者、地域が連携し、あら

ゆるこども施策を総合的かつ一体的に実施することで、「一人ひとりのこどもがいきいきと

健やかに育つまち　くらよし」を実現していきます。 
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【作成】 

 

倉吉市役所　健康福祉部子育て支援局 

（こども家庭センター・こども支援課） 

電話：0858-22-8100 

FAX：0858-22-8135 

mail：kodomo@city.kurayoshi.lg.jp
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※本計画における「こども」表記について 

　こども基本法において、「こども」とは「心身の発達の家庭にある者」と定義

されていることから、本計画においては、下記のような特別な場合を除き、平仮

名表記の「こども」を用いることとします。 

　　　＜特別な場合の例＞　 

・法令に根拠がある語を用いる場合 

　　　　　・固有名詞を用いる場合 

　　　　　・他の語との関係で「こども」表記以外の語を用いる必要がある場合 
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市長あいさつ文（予定）
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第１章　計画の概要 

 

１．計画策定の背景と趣旨 

 

（１）はじめに 

　近年のこども・若者を取り巻く施策として、国においては、こども施策を社会全体で総合

的かつ協力に推進していくための包括的な計画として、令和４年６月に「こども基本法」が

成立し、令和５年４月に施行されました。令和５年６月にはこども家庭庁が発足し、「こど

もまんなか社会」の実現を目的とした、組織編成がなされました。また、同年 12 月には、

「こども大綱」が閣議決定し、こども基本法に基づく、こども施策の基本的な方針等が定め

られました。 

　鳥取県においては、令和６年３月に、こども基本法に基づき、こども大綱の内容を勘案し

た「シン・子育て王国とっとり計画」を策定し、こども施策の関連計画を一体とし、こども・

若者に関する取組や施策を総合的に推進しています。 

　本市においては、平成 26 年３月に、子ども・子育て支援法に基づき、「倉吉市子ども・子

育て会議条例」を制定し、平成 27年３月に、子ども・子育て支援の総合的な計画として、

「倉吉市子ども・子育て支援事業計画（第１期）」を策定しました。第１期の計画期間を平

成 27 年度から平成 31 年度まで、第２期計画を令和２年度から令和６年度までを計画期間

として、子育て支援施策の推進に努めてきました。 

　本市は、令和７年４月に、子育て支援局を設置するとともに、同局内に、妊娠期から切れ

目のない支援体制を強化することを目的に、「こども家庭センター」を設置し、妊産婦、子

育て家庭、こどもが気軽に相談でき、必要な支援を行うことのできる体制を整備しました。 

　本市は、前計画から普遍的な行政目標として、「一人ひとりの子どもがいきいきと健やか

に育つまち　くらよし」を基本理念に掲げ、様々な子育て支援施策に取り組んできました。

全国的な人口減少の中、本市のこども・若者の人口も減少の一途を辿っています。こども・

若者を倉吉市のまんなかにとらえ、地域全体で子育てを支え、こどもを産み育てたいと願う

親たちが、安心して子育てできるまちを実現するため、これまで取り組んできた施策を、よ

り強力に、かつ総合的に推進していくことを目的として、倉吉市こども計画を策定します。 
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（２）国や鳥取県の動向と本市の動き 

　近年のこども・若者を取り巻く施策については、下記のとおりです。 

【国の動向】 

 

【県の動向】 

 

【倉吉市の動き】 

 

 時期 国の動向

 令和４年６月 ○「こども基本法」が成立（令和５年４月施行） 

こども施策を社会全体で総合的かつ強力に推進していくための包括的な基本法

 令和４年６月 〇児童福祉法の改正（令和６年４月施行） 

児童等に対する家庭及び養育環境の支援を強化

 令和５年６月 ○こども家庭庁が発足 

「こどもまんなか社会」の実現を目的として、内閣府や厚生労働省の関係部局を

一元化

 令和５年 12月 〇「こども大綱」が閣議決定 

こども基本法に基づき、こども政策を総合的に推進するため、政府全体のこども

施策の基本的な方針等を定める

 令和５年 12月 〇「こども未来戦略」が閣議決定 

全てのこども・子育て世帯を対象にライフステージ全体を俯瞰して、切れ目ない

子育て支援の充実を図るとともに、共働き・共育てを推進していく総合的な対策

 令和６年６月 〇子ども・子育て支援法の改正 

「こども未来戦略」の「加速化プラン」に盛り込まれた施策の実行（児童手当の

抜本的な拡充、出産などの経済的負担軽減、「こども誰でも通園制度」の創設、

「産後ケア事業」の計画的な提供体制の整備等）

 令和６年６月 〇「こどもの貧困の解消に向けた対策の推進に関する法律」の改正 

こどもの将来の貧困を防ぐこと及び切れ目のない支援の実施

 時期 県の動向

 平成 22年９月 ○「子育て王国とっとり」を建国 

妊娠・出産・育児に関する様々な不安や困難に寄り添い、全国に先行して切れ目

のない子育て支援施策を展開

 平成 26年３月 〇「子育て王国とっとり条例」の制定 

子育て王国とっとりの取組の基本的な考え方を明らかにし、子どもの成長を愛情

を持って支える地域社会の実現に資することを目的とするもの

 令和６年３月 ○「シン・子育て王国とっとり計画」の策定 

こども基本法に基づき、こども大綱を勘案し、子育て王国とっとり推進指針、と

っとり若者自立応援プラン、鳥取県子どもの貧困対策推進計画を一体として策定

 時期 県の動向

 平成 27年３月 ○倉吉市子ども・子育て支援事業計画（第１期）を策定

 令和２年３月 〇倉吉市子ども・子育て支援事業計画（第２期）を策定

 令和７年４月 ○子育て支援局を設置（こども家庭センター、こども支援課）
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上位計画

主な関連計画

２．計画の位置づけ 

　本計画は、こども基本法に基づき、国の「こども大綱」及び県の「シン・子育て王国とっ

とり計画」を勘案し、市のこども施策を全体として推進していくため、こどもに関する総合

的な計画として位置づけます。 

　また、本計画は、市のまちづくりの最上位計画である「第 12次倉吉市総合計画」や、福

祉分野の上位計画である「第５期倉吉市地域福祉推進計画」と整合性を図り、その他の関連

計画と連携するとともに、こども・若者に関する計画を一体的にまとめ、総合的な計画とし

て策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜こども計画に盛り込む各計画の法的根拠＞ 

 

 法令等 計画名

 こども基本法第 10 条第２項 こども計画

 子ども・子育て支援法第 61 条第 1項 子ども・子育て支援事業計画

 次世代育成支援対策推進法第８条 次世代育成支援行動計画

 母子及び父子並びに寡婦福祉法第 12 条 ひとり親家庭等自立促進計画

 こどもの貧困の解消に向けた対策の推進に関する法律第 10 条第 1項 こどもの貧困の解消に向けた対策推進計画

 子ども・若者育成支援推進法第９条第１項 子ども・若者計画

倉吉市こども計画

子ども・子育て

支援事業計画

第 12 次倉吉市総合計画

第５期倉吉市地域福祉推進計画

【国】 

こども大綱

【県】 

シン・子育て

王国とっとり

計画

整合 勘案

倉吉市障がい者プラン
倉吉市地域包括ケア 

推進計画

倉吉市いきいき 
健康・食育推進計画

第６次くらよし男女 
共同参画プラン

第６次倉吉市あらゆる 
差別をなくする総合計画

倉吉市教育振興基本計画

連携

次世代育成支援

行動計画

ひとり親家庭等

自立促進計画

こどもの貧困の解消に

向けた対策推進計画

子ども・若者 
計画
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３．計画の期間 

 

　計画の期間は令和８年度から令和１１年度（４年間）です。 

 

 

 

 

 計画 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

 
倉吉市総合計画

 
倉吉市地域福祉推進計画

 
倉吉市こども計画

  
シン・子育て王国とっとり計画 R6～R10

R8～R11

R6～R10

R3～R12
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４．計画の対象 

 

　本計画の対象は、こども、若者、妊産婦、子育て当事者、関係事業者・団体・地域住民と

します。 

「こども」は、こども基本法で 18 歳や 20 歳といった年齢で必要な支援がとぎれないよ

う「心身の発達の過程にある者」と定義されています。「若者」は、そのうち思春期（おお

むね中学生から 18 歳まで）からおおむね 30 歳までの人をいい、施策によっては 40 歳未満

を含みます。 

 

 

 

 乳幼児期 学童期 思春期 青年期 ポスト青年期

 義務教育に達する

まで 
0～5 歳

小学生 
6～12 歳

中学生（13 歳）～

おおむね 18 歳

おおむね 18 歳～

おおむね 30 歳未

満

おおむね 40 歳未

満

 

 

こども

若者

通し番号　112
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第２章　倉吉市の現状と課題 

 

１．統計資料からみる倉吉市の現状 

 

（１）将来の人口推計 

　本市の人口は減少が続き、令和 17 年には４万人を下回る見込みです。年少人口率は横ば

い、生産年齢人口率はゆるやかに減少傾向ですが、高齢化率は上昇していくことが予想され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：令和５年地域別将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所） 

 

 

6,568 6,208 5,742 5,038 4,461 4,019 3,845 3,701 3,494 

29,733 27,190 24,641 22,431 21,038 19,815 17,902 16,079 14,628 

14,235 
15,488 

16,102 
15,915 

15,576 
15,000 

14,826 
14,524 

13,920 

50,720 49,044 
46,485 

43,384 
41,075 

38,834 
36,573 

34,304 
32,042 

0 

10,000 

20,000 

30,000 

40,000 

50,000 

60,000 

H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27 R32
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

年少人口 生産年齢人口 高齢人口

年少人口率 生産年齢人口率 高齢化率
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（２）出生数 

　①倉吉市の出生数の推移 

　本市の出生数は減少傾向で、令和６年度は前年度と比較して 49 人の減少となり、近年で

はもっとも大きな減少幅となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：人口集計 

 

397

448

393
413

381 380
352

380

348 359

313
288

303

273

224

150

200

250

300

350

400

450

500

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
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　②地区別の出生数の推移 

　地区別の出生数をみると、令和６年度は 10 人を下回る地区が５地区（明倫、灘手、北谷、

高城、上小鴨）あり、特に中山間地域は減少傾向にあります。 

（人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：人口集計 

 

 

 

 

年度 上北条 上井 西郷 上灘 成徳 明倫 灘手 社 北谷 高城 小鴨 上小鴨 関金 合計
H22 24 85 44 58 17 15 4 39 8 12 67 9 15 397
H23 25 70 41 73 22 24 4 45 12 15 78 16 23 448
H24 29 72 42 62 15 12 7 36 9 16 70 7 16 393
H25 25 77 53 55 14 22 5 46 9 17 58 7 25 413
H26 31 68 43 60 17 21 8 44 8 11 47 8 15 381
H27 27 53 50 64 9 27 6 40 8 10 54 8 24 380
H28 17 61 47 56 9 15 7 49 3 11 54 11 12 352
H29 16 69 44 76 17 18 7 44 7 8 45 9 20 380
H30 22 58 34 59 18 19 9 40 7 12 53 4 13 348
R1 27 67 51 58 16 19 3 36 6 8 46 5 17 359
R2 31 64 25 43 11 18 7 36 2 12 51 3 10 313
R3 19 48 46 54 15 17 6 34 2 4 33 4 6 288
R4 19 69 39 47 15 15 2 35 2 8 36 5 11 303
R5 22 48 30 43 7 18 5 32 1 6 45 4 12 273
R6 16 44 24 40 11 6 1 20 1 7 40 3 11 224

0

20

40

60

80

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

上北条

上井

西郷

上灘

成徳

明倫

灘手

社

北谷

高城

小鴨

上小鴨

関金
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　③合計特殊出生率の推移 

　合計特殊出生率は、全国平均値、鳥取県平均値を上回っているものの、増減を繰り返しつ

つ緩やかに減少傾向にあります。（令和６年度の本市の値は未発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚生労働省　人口動態統計、鳥取県　人口動態統計 

 

（３）世帯の状況 

　①倉吉市の世帯数の推移 

　世帯数は、平成 27 年までは増加傾向でしたが、令和２年は減少しています。一世帯あた

りの世帯員数は減少傾向です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 

 

 

1.45 1.44 1.43 1.42
1.36 1.33 1.3

1.26
1.2

1.15

1.65
1.6

1.66
1.61 1.63

1.52 1.51

1.6

1.44 1.43

1.69
1.62

1.76 1.79 1.82

1.62
1.57

1.65
1.58

1

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

1.7

1.8

1.9

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

全国 県 市

17,812

18,194
18,266

18,548

18,300

3.0 

2.9 

2.8 

2.6 

2.5 

17,400

17,600

17,800

18,000

18,200

18,400

18,600

18,800

H12 H17 H22 H27 R2
2.2 

2.3 

2.4 

2.5 

2.6 

2.7 

2.8 

2.9 

3.0 

3.1 

世帯数 世帯あたり世帯員数
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　②単独世帯及び核家族世帯 

　単独世帯は増加傾向ですが、核家族世帯はほぼ横ばいで推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 

 

　③こどものいる世帯 

　18 歳未満のこどものいる世帯は減少傾向です。このうち、ひとり親世帯は、緩やかに減

少傾向です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 

 

 

3,777 
4,513 4,890 

5,496 5,901 

9,052
9,758 9,579 9,899 9,697

0 

2,000 

4,000 

6,000 

8,000 

10,000 

12,000 

H12 H17 H22 H27 R2

単独世帯 核家族世帯

5,057 4,909
4,511

4,231
3,816

1,262 1,308 1,260 1,232
950

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H12 H17 H22 H27 R2

18歳未満こどものいる世帯 ひとり親世帯
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（４）未婚率 

　未婚率は男女ともに 20歳代はほぼ横ばい、その他の年齢はゆるやかに上昇傾向にありま

す。 

①男性の未婚率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②女性の未婚率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 

85.9 89 87.5 90.2 88.3

62.8 63.1 65.6 66.2 66.1

41.3 43.8 45.1 47.4 45.7

27.4
31.9
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25.7
29.1 31.6 31.3

13.3
18
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32.4 33
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通し番号　118



第２章　倉吉市の現状と課題

12 

（５）就学前児童数の推移 

　①就学前児童数の推移（年齢別） 

　就学前児童数は各年齢ともに減少傾向で、特に年齢が下がるほど児童数は少なくなって

きています。 

（人） 

 

 

 

 

 

 

 

　※各年３月末時点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：人口集計 

 

 

 

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7
０歳 359 347 366 339 329 304 273 295 265 217
１歳 373 360 358 368 340 333 316 271 287 260
２歳 404 366 356 348 373 337 334 312 265 273
３歳 369 400 363 359 350 373 333 328 304 266
４歳 444 375 390 365 360 356 373 327 329 300
５歳 398 441 370 394 368 359 352 374 325 320
計 2,347 2,289 2,203 2,173 2,120 2,062 1,981 1,907 1,775 1,636 

200

250

300

350

400

450

500

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳
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　②就学前児童数の推移（地区別） 

　就学前児童数を地区別でみると、各地区ともに減少傾向です。また、上井、西郷、上灘、

社、小鴨と、中山間地域を含むその他の地域で、人数が２極化しています。 

（人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各年３月末時点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：人口集計 

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7
上北条 128 113 122 133 122 136 134 131 123 110
上井 392 360 362 359 372 346 328 329 306 295
西郷 270 278 256 229 222 218 221 226 208 201
上灘 329 317 322 327 322 322 297 278 268 240
成徳 98 96 100 104 98 88 90 94 88 76
明倫 138 134 128 141 125 125 113 106 100 82
灘手 27 32 32 36 36 35 33 25 25 17
社 271 289 280 269 264 244 248 237 217 198

北谷 64 55 47 42 36 33 29 28 20 17
高城 75 76 74 70 59 57 55 50 48 49
小鴨 382 363 316 301 316 331 316 289 264 256

上小鴨 53 54 52 46 42 35 29 31 33 27
関金 120 122 112 116 106 92 88 83 75 68
計 2,347 2,289 2,203 2,173 2,120 2,062 1,981 1,907 1,775 1,636 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

上北条 上井 西郷 上灘 成徳 明倫 灘手

社 北谷 高城 小鴨 上小鴨 関金
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（６）保育所等の利用状況 

　①入所児童数の推移（保育所等別） 

　入所児童数は公立保育所、私立保育所、私立認定こども園ともに減少傾向です。 

　　※私立保育園から認定こども園へ移行したことにより認定こども園の児童数が増加し

た年度があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　※各年度４月１日時点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：こども支援課 

　※市外広域入所（市外から市内の保育所に通所している児童）は除く 

 

　②入所児童数の推移（年齢別） 

　年齢別でみると、一部の年齢で増加に転じた年もありますが、全体的に減少傾向です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各年度４月１日時点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：こども支援課 

　 

558 522 500 465 438 410 405 328 307 277

764 757 728 659 565 562 544 598 562 537

433 451 439 541 668 642 616 581 560 534

27 23 21 15 12 11 9 14
14

11

1,782 1,753 1,688 1,680 1,683 1,625 1,574 1,521 
1,443 

1,359 

0

500

1000

1500

2000

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

公立保育所 私立保育所 私立認定こども園 広域入所

57 59 67 58 59 32 42 48 41 33
239 252 267 270 265 255 239 223 236 220

319 282 285 293 320 293 277 266 246 245

349 378 337 339 340 354 316 315 289 261

430 358 375 342 351 343 359 311 322 285

388 424 357 378 348 348 341 358 309
315

1,782 1,753 1,688 1,680 1,683 1,625 1,574 1,521 
1,443 

1,359 

0

500

1000

1500

2000

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳
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③就園率の推移 

　就園率は０歳と 3歳から５歳まではほぼ横ばいで推移しますが、１歳から２歳は上昇傾

向です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各年４月１日時点就園児童数/各年３月末時点人口　　　　　　　出典：こども支援課 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.75% 17.20% 18.72% 17.31% 17.82%

10.39%
15.61% 16.61% 15.83% 15.28%

71.77% 73.05%
76.54% 78.88%

82.45% 81.15% 79.28%
84.01%

87.70% 88.51%
95.18% 97.04% 95.15% 94.25% 95.42% 96.08% 97.46% 96.49% 97.27% 96.88%
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（７）就業の状況 

　①産業分類別の就業状況 

　産業分類別の就業状況は、男性は製造業がもっとも多く、次いで建設業が多くなっていま

す。女性は医療、福祉が最も多く、次いで卸売業、小売業が多くなっています。 

（人） 

 

出典：国勢調査 

　②就業率の比較 

　就業率は 20 歳以上において全国平均及び鳥取県平均よりも高くなっています。 

（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査（令和２年調査） 

男性 女性 男性 女性
農業，林業 1,307 792 1,443 932 

漁業 11 1 14 4 
鉱業，採石業，砂利採取業 5 - 7 -

建設業 1,519 311 1,628 262 
製造業 1,954 1,280 2,061 1,352 

電気・ガス・熱供給・水道業 116 18 136 20 
情報通信業 87 40 77 48 

運輸業，郵便業 546 92 670 99 
卸売業，小売業 1,401 1,626 1,608 1,736 
金融業，保険業 158 228 196 260 

不動産業，物品賃貸業 116 96 140 95 
学術研究，専門・技術サービス業 451 229 485 233 

宿泊業，飲食サービス業 463 798 525 953 
生活関連サービス業，娯楽業 242 396 309 463 

教育，学習支援業 522 759 574 710 
医療，福祉 1,044 3,029 988 3,107 

複合サービス事業 186 124 202 140 
サービス業（他に分類されないもの） 712 431 680 425 

公務（他に分類されるものを除く） 654 343 649 348 
分類不能の産業 311 264 198 176 －

計 11,805 10,857 12,590 11,363 

R2 H27
産業分類 産業

第１次
産業

第２次
産業

第３次
産業
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　③女性の就業率の比較 

　女性の就業率は 20歳から 24 歳までが減少傾向、25 歳から 59歳まではほぼ横ばいで推移

しています。子育て期である 25 歳以上はほぼ横ばいで推移しており、結婚から子育て開始

期の離職率は低いことがうかがえます。 

（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 

 

（８）ひとり親家庭等の状況 

　①児童扶養手当受給資格者数の推移 

　児童扶養手当の受給資格者数は、人口減少やこどもを持つ世帯の世帯の減少に伴い、年々、

減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　※各年度の３月末時点　　　　　　　出典：こども家庭センター 
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　②ひとり親家庭等の相談件数の推移 

　母子・父子自立支援員が対応した件数は、増減を繰り返しながら、やや減少傾向にありま

す。また相談する人の人数も少しずつ減少傾向にあります。 

　※相談件数は１人の相談者が複数種類の相談をした場合はそれぞれでカウントしていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：こども家庭センター 

 

（９）児童虐待の状況 

　倉吉児童相談所において相談のあった児童虐待の件数は、年度によって増減を繰り返し

ています。 

　※同一家庭で複数回の事案があった場合はそれぞれをカウントしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：こども家庭センター 
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２．前計画からみる倉吉市の現状 

 

　本市は、子ども・子育て支援法に基づき、幼児期の教育・保育及び地域子ども・子育て支

援事業について、各年度の見込み量に対する確保方策を定めた、倉吉市子ども・子育て支援

事業計画を策定しておりました。平成 27 年度から令和元年度（平成 31 年度）を第１期計

画、令和２年度から令和６年度を第２期計画として施策の推進を図ってきました。 

　第２期計画の主な施策の見込み量及び実績は以下のとおりです。 

 

（１）教育・保育の量 

　保育所・認定こども園の入所人数は、いずれの区分も年々減少傾向にあり、見込みより

も少ない人数となりました。 

※各年度４月１日時点 

※広域入所を含む 

 

 

（２）延長保育 

　保育所の延長保育は、見込み量を下回る利用となりました。令和２年から令和３年にか

けては特に利用が多くありました。 

 

 

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （人）

 
認定区分

見込み 実績

 R2 R3 R4 R5 R6 R2 R3 R4 R5 R6

 

３～５歳

１号 

認定

認定こど 

も園
121 119 117 115 113 100 90 68 65 72

 ２号 

認定
認定こど 

も園 

保育所

988 970 952 934 917 939 955 948 919 848

 １・２歳 ３号 

認定

540 531 522 513 504 585 548 516 489 482

 ０歳 208 205 201 197 194 59 32 42 48 41

 合　　計 1,857 1,825 1,792 1,759 1,728 1,683 1,625 1,574 1,521 1,443 

 　 　 　 （人日）

 
　

見込み 実績

 R2 R3 R4 R5 R6 R2 R3 R4 R5 R6

 利用人数 3,756 3,696 3,624 3,552 3,492 2,600 2,310 1,122 975 1,314

通し番号　126
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（３）一時預かり（対象年齢０～５歳児） 

　保育所の一時預かりは、年度によって利用人数に差がありますが、見込みを下回る実績と

なりました。 

 

 

（４）病児保育 

　病児保育（病後児保育を含む）は、令和７年１月に湯梨浜町に１カ所増え、計３カ所で実

施しています。見込みを下回る人数ですが、年度によって増減を繰り返しており、一定数の

利用はあります。 

 

 

（５）ファミリー・サポート・センター 

　ファミリー・サポート・センターの利用人数は、年度によって増減を繰り返しています

が、見込みを下回る利用人数となりました。 

 

 

 

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （人日）

 
　

見込み 実績

 R2 R3 R4 R5 R6 R2 R3 R4 R5 R6

 利用述べ 
人数

308 308 308 308 308 61 78 29 114 44

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （人日）

 
　

見込み 実績

 R2 R3 R4 R5 R6 R2 R3 R4 R5 R6

 利用述べ 
人数

696 696 696 696 696 287 327 309 393 485

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （人日）

 
　

見込み 実績

 R2 R3 R4 R5 R6 R2 R3 R4 R5 R6

 利用述べ 
人数

286 325 341 335 329 23 41 40 22 79
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（６）子育て支援短期利用 

　ショートステイは令和２年度の利用が多くありましたが、以降の利用は大きく減少し、見

込みを下回っています。トワイライトステイも見込みを下回っており、利用人数が０人の年

度もありました。 

　■ショートステイ 

 

　■トワイライトステイ 

 

 

（７）放課後児童クラブ 

　放課後児童クラブの利用人数は、児童数の減少に伴い、徐々に減少すると見込んでいま

したが、令和５年度から増加に転じ、利用率も増加傾向にあります。 

 

 

 

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （人日）

 
　

見込み 実績

 R2 R3 R4 R5 R6 R2 R3 R4 R5 R6

 利用述べ 
人数

251 251 251 251 251 123 42 28 1 8

 設置数 
（箇所）

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （人日）

 
　

見込み 実績

 R2 R3 R4 R5 R6 R2 R3 R4 R5 R6

 利用述べ 
人数

12 12 12 12 12 1 4 0 1 0

 設置数 
（箇所）

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （人）

 
　

見込み 実績

 R2 R3 R4 R5 R6 R2 R3 R4 R5 R6

 児童数 2,428 2,359 2,327 2,284 2,209 2,396 2,306 2,291 2,268 2,180

 利用人数 990 962 949 931 901 939 926 900 953 981

 利用率（％） 40.8 40.8 40.8 40.8 40.8 39.2 40.2 39.3 42.0 45.0 
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（８）乳児家庭全戸訪問 

　乳児家庭訪問の訪問率は、令和５年度までは見込みを下回っていましたが、令和６年度は

見込みを上回り 98.7％となりました。 

 

 

（９）養育支援訪問 

　養育支援訪問の訪問数は、見込みを下回り、減少傾向にあります。 

 

 

（10）地域子育て支援拠点 

　地域子育て支援拠点は、市内に２カ所設置しており、利用人数は、見込みを上回り、か

つ、増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （人）

 
　

見込み 実績

 R2 R3 R4 R5 R6 R2 R3 R4 R5 R6

 ０歳児 
人口

349 343 337 331 325 313 288 303 273 224

 訪問数 343 337 331 325 319 302 275 285 224 221

 訪問率（％） 98.0 98.0 98.0 98.0 98.0 96.5 95.5 94.1 82.1 98.7 

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （人日）

 
　

見込み 実績

 R2 R3 R4 R5 R6 R2 R3 R4 R5 R6

 訪問延べ 
人数

100 100 100 100 100 70 39 34 35 14

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （人日）

 
　

見込み 実績

 R2 R3 R4 R5 R6 R2 R3 R4 R5 R6

 利用人数 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 9,680 8,020 7,604 9,335 10,663

 か所数 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
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（11）妊婦健康診査 

　妊婦健康診査は出生数の減少に伴い、受診者数も見込みを下回り、年々減少傾向にあり

ます。 

 

 

 

 

 

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （人）

 
　

見込み 実績

 R2 R3 R4 R5 R6 R2 R3 R4 R5 R6

 延受診 
者数

3,874 3,808 3,741 3,675 3,608 4,205 3,791 3,871 3,404 2,907

 実施場所 市内産婦人科医院・県内医療機関等 市内産婦人科医院・県内医療機関等

 
受 診 票 
交付枚数

1 人 14 枚 
クラミジア検査 1枚 

多胎 5 枚追加

1人 14 枚 
クラミジア検査 1 枚 

多胎 5枚追加
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３．調査からみる倉吉市の現状 

 

　こども基本法に基づき、こども・若者・子育て当事者の意見を聞き、施策に反映すること

を目的として、それぞれを対象としたアンケート調査を実施しました。 

 

 

 
【調査①】就学前児童の保護者を対象としたニーズ調査

 調査対象者 市内に住む就学前児童の保護者

 対象者数/回答数 ランダムに抽出した 600 人 

回答数 408 件（回答率 68.0％）

 調査期間 令和７年９月１日から令和７年９月 30 日

 結果概要 平成 25 年 10 月の同調査と比較すると主に以下のようなことがわか

りました。 

・保護者の就労状況について、「母親」のフルタイム就労が増加し、

パート・アルバイト就労が減少しています。 

・地域子育て支援の各事業の認知度がやや低下しています。 

・仕事と子育ての両立する上で大変なことについて、「急な残業や出

張」「保護者やこどもの急病時に面倒をみる人がいない」「こどもと

接する時間」が前回と同様に高い割合となっています。 

・子育てに対する不安感について、不安感を感じている保護者はやや

減少していますが、約半数（49.3％）が不安感を感じているとなっ

ています。また、不安に感じる要因として、「身体の疲れ」「出費」

「自分の時間」が高くなっています。 

・子育てに関して気軽に相談できる先として、配偶者や親族、保育所

等の先生が増加していますが、保護者仲間が減少しています。 

・こどもの遊び場について、「近くに遊び場がない」「雨の日に遊べる

場所がない」が増加しています。 

・市に対する施策について、「子連れでも出かけやすく楽しめる場所

の充実」がもっとも多くなっています。

 
【調査②】小学校児童の保護者を対象としたニーズ調査

 調査対象者 市内に住む小学校児童の保護者

 対象者数/回答数 ランダムに抽出した 600 人 

回答数 318 件（回答率 53.0％）

 調査期間 令和７年９月１日から令和７年９月 30 日
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 結果概要 平成 25 年 10 月の同調査と比較すると主に以下のようなことがわか

りました。 

・保護者の就労状況について、「母親」のフルタイム就労が増加して

います。また、「母親」については、就労していない人が減少して

います。 

・地域子育て支援の各事業の認知度がやや低下しています。 

・子育てに対する不安感について、不安感を感じている保護者はやや

減少していますが、約半数（48.0％）が不安感を感じているとなっ

ています。また、不安に感じる要因として、「身体の疲れ」「出費」

「自分の時間」が高くなっています。 

・子育ての悩みについて、「ゲーム、インターネット、携帯電話等の

使い方」が大きく増加しています。 

・子育てに関して気軽に相談できる先として、「職場」、「学校の先生

やスクールカウンセラー」が増加していますが、保護者仲間が減少

しています。 

・仕事と子育ての両立する上で大変なことについて、「急な残業や出

張」「保護者やこどもの急病時に面倒をみる人がいない」「こどもと

接する時間」が前回と同様に高い割合となっています。 

・こどもの遊び場について、「雨の日に遊べる場所がない」「遊具が古

くて危険」が増加しています。 

・市に対する施策について、「子連れでも出かけやすく楽しめる場所

の充実」がもっとも多くなっています。

 
【調査③】こどもの意見を聞くためのアンケート調査

 調査対象者 市内に住む小学校５年生から中学校３年生

 対象者数/回答数 回答数 946 件

 調査期間 令和７年９月１日から令和７年９月 30 日

 結果概要 ・生活の中で楽しいと思う時は、「友達と遊ぶ、話す」がもっとも多

く、次いで「テレビ・DVD・動画」が多くなっています。 

・困りごと・悩み事については、15.8％が「ある」と回答し、その割

合がもっとも多かったのは、中学２年生となっています。その悩み

事については、小学生が「友達のこと」、中学生が「勉強のこと」

「将来（進路）のこと」が多くなっています。また、悩み事の相談

先について、12.2％が「いない」と回答し、その割合がもっとも多

かったのは、小学６年生となっています。 

・放課後の過ごし方でもっとも多かったのは「テレビ・DVD・動画」
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 「ゲーム」の割合が高くなっています。 

・欲しい場所について、「買い物ができる場所」がもっとも多く、次

いで「スポーツができる場所」が多くなっています。 

・将来なりたいもののために必要なものとして、「勉強を教えて欲し

い」がもっとも多く、次いで「必要なものを買ってほしい」が多く

なっています。 

・こども権利の認知度について、約半数が「知っている」と回答し、

年齢が上がるにつれて割合は高くなっています。 

・市に対する意見の伝え方について、「インターネットアンケート」

がもっとも多く、次いで「電話」が多くなっています。

 
【調査④】若者の意見を聞くためのアンケート調査

 調査対象者 市内に住む 15歳から 39 歳までの若者

 対象者数/回答数 ランダムに抽出した 700 人 

回答数 218 件（回答率 31.1％）

 調査期間 令和７年９月１日から令和７年９月 30 日

 結果概要 ・結婚について、「未婚で交際経験がない」がもっとも多く、次いで

「結婚している」が多くなっています。また、将来こどもを持つこ

とについて、「こどもを持つことを望まない」が 23.0％ありまし

た。理由について、「お金がかかる」「自信がない」が多くなってい

ます。 

・外出頻度について、「めったに外出しない」「外出しない」が僅かで

すが存在し、ひきこもり状態にあると思われる人がいることがわ

かりました。 

・相談先の希望として、「匿名相談」「無料相談」「SNS・メール相談」

が多くなっています。 

・ヤングケアラーについて、僅かですがヤングケアラーと思われる人

がいることがわかりました。 

・将来への不安について、75.9％が「ある」と回答し、その内容は「収

入・生活費」「仕事」となっています。 

・孤独感について、37.7％が「ある」となっています。 

・市に望むこととして、「安心して出産・子育てできる環境整備」が

もっとも多く、次いで「結婚しやすい環境整備」「安心できる居場

所」が多くなっています。

通し番号　133



第２章　倉吉市の現状と課題

27 

４．倉吉市の課題 

 

　第 12次倉吉市総合計画の主要課題として、「人口減少の進行と超高齢社会の到来」があげ

られており、本市では少子高齢化や人口減少が加速しており、今後、移住・定住の促進や結

婚・出産・子育てを行いやすい環境づくり、一人ひとりが生きがいを持って社会で活躍でき

る環境づくりなど、誰もが安心して住みやすく、持続可能なまちづくりを進めていくことが

求められるとされています。 

　特に出生数の減少は、近年、加速的にすすんでおり、令和６年度の出生数は 224 人となっ

たことから、今後、どこまで減少が続くのか見通しが困難な状況にあることから、本市こど

も計画においても、人口減少を踏まえた施策展開の検討が必要です。 

 

①子育て支援の充実 

　近年の急速な少子化の現状を踏まえつつ、保育ニーズを的確に把握し、認定こども園・保

育所の適正な配置を行う必要があります。 

　また、「３　倉吉市の取組状況」をみると、一時預かりやファミリー・サポート・センタ

ー事業などは、見込み値を大きく下回る実績となっていたことから、利用者のニーズをしっ

かりと把握し、必要なサービスを行う必要があります。また、産後ケア事業や今後開始する

「誰でも通園制度」などについても、必要なときに気軽に利用できる体制の整備が必要です。 

 

②相談支援体制の充実 

　「３　倉吉市の取組状況」の地域子育て支援拠点の利用人数は、少子化が進む中でも一定

程度の利用があり、子育て世帯の不安感の解消のための相談窓口としても高いニーズがあ

ることがわかります。 

　本市では、子育て等に関する様々な相談に対して、子育て家庭を包括的に支援することを

目的として、令和７年４月に、相談支援の中核となる「倉吉市こども家庭センター」を設置

しました。同センターでは妊産婦、子育て世帯、こどもが気軽に相談できる身近な場として、

相談機能を充実させていく必要があります。 

 

③こどもの居場所の充実 

　「２　倉吉市の現状」の就業率をみると、20歳代から 30歳代の子育て世代の就業率は全

国や県の平均よりも高い値となっており、また、「３　倉吉市の取組状況」の放課後児童ク

ラブの利用人数も一定程度の利用があることから、こどもが放課後等に自宅以外で過ごす

ことのできる居場所の充実が必要です。 
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第３章　計画の基本的な考え方 

 

１．基本理念 

 

　第 12次総合計画では基本理念として「元気なまち　くらしよし　未来へ！」が掲げられ、

一人ひとりが活躍する、元気なくらしよいまちを、未来へ引き継いでいくという思いがこめ

られています。こども・子育てに関する施策として、基本目標・施策に「子育て支援の充実」

をあげ、各種施策に取り組んでいるところです。 

　本市のこども計画においては、本計画の前身である「倉吉市子ども・子育て支援事業計画」

や「倉吉市次世代育成支援行動計画」から、普遍的な行政目標として、下記の基本理念を掲

げて取り組んできたことから、これを引き継ぎ、本計画の基本理念とします。 

　子育ての基本を家庭に置くとともに、すべての市民が力を合わせて、こどもたちが健やか

に育つ地域社会を築き、安心してこどもを生み、子育てに希望と喜びを感じることのできる

まちづくりを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　こども基本法において、「こども」は、年齢により必要な支援が途切れることがないよう

「心身の発達の過程にある者」と定義され、乳幼児期から青年期までを支援の対象とするこ

ととされました。本市においても、従前より妊娠期から、切れ目のない支援に取り組んでい

るところであり、同法のこどもの定義を勘案し、基本理念および基本方針におけるこどもの

表記をひらがな表記に改めることとしました。 

　この基本理念のもと、本市の子育て施策を強力に、かつ総合的に推進していきます。 

 

 

一人ひとりのこどもが 

　　いきいきと健やかに育つまち 

くらよし 
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２．基本方針 

 

■基本方針Ⅰ 

すべてのこどもの人権が守られ幸せに育つことを支援 

　一人ひとりのこどもが、人としての尊厳と権利を守られながら、豊かな愛情をもって育て

られることを目指します。 

 

■基本方針Ⅱ 

すべての親がゆとりと喜びをもって子育てできることを支援 

　すべての親（保護者）が、子育てを楽しみ、こどもとともに成長していけるような支援を

目指します。 

 

■基本方針Ⅲ 

すべてのこどもや家庭を応援する地域社会への支援 

　こどもの成長や子育てを地域をあげて応援し、心豊かな地域社会を気づいていくことを

目指します。 

 

 

すべてのこどもや家庭を応援する 

地域社会への支援

すべての親がゆとりと喜びをもって 

子育てできることを支援

すべてのこどもの人権が守られ 

幸せに育つことを支援

子ども

が育つ

地域が 
育つ

親が 
育つ
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３．計画の体系 

 

 【基本理念】 

一人ひとりのこどもがいきいきと健やかに育つまち　くらよし
 

【基本方針Ⅰ】すべてのこどもの人権が守られ幸せに育つことを支援

 【施策①】保育・教育の充実

 取組 ▶▶ 保育所等の運営・整備

 保育士の確保と保育の質の向上

 多様な保育ニーズへの対応

 学校環境の充実

 食育の推進

 【施策②】こどもの居場所の充実

 取組 ▶▶ 放課後児童クラブの推進

 児童館・児童センターの運営

 不登校・ひきこもりのこどもの支援

 【施策③】児童虐待防止対策

 取組 ▶▶ 要保護児童対策地域協議会の設置

 児童虐待の発生の予防

 【施策④】ヤングケアラーへの支援

 取組 ▶▶ 関係機関と連携した体制の構築

 【施策⑤】障がいのあるこどもや発達に心配のあるこどもへの支援

 取組 ▶▶ 障がいのあるこどもへの切れ目のない支援

 医療的ケア児への支援

 発達支援や特別な支援が必要なこどもへの支援

 【施策⑥】若者への支援

 取組 ▶▶ 就労機会の支援

 出会い・婚活のサポート

 困難を抱えた若者の支援

 【基本方針Ⅱ】すべての親がゆとりと喜びをもって子育てできることを

支援

 【施策①】妊娠・出産の支援

 取組 ▶▶ 相談支援体制の充実・強化

 妊娠期の支援

 出産期の支援
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 【施策②】子育て支援

 取組 ▶▶ 子育てに関する相談支援の充実

 こどもの健康づくり

 各種助成制度の充実

 若者・子育て世帯の移住・定住支援

 家庭における学びの提供

 【施策③】共働き・男性の子育てへの主体的な参画の推進

 取組 ▶▶ 男女共同による子育ての推進

 【施策④】こどもの貧困・ひとり親家庭等の自立支援

 取組 ▶▶ 相談支援の充実

 生活支援の充実

 経済的支援の実施

 
【基本方針Ⅲ】すべての子どもや家庭を応援する地域社会への支援

 【施策①】こども・若者の権利を守るための取組の実施

 取組 ▶▶ こどもや若者が自ら意見を表明する機会の提供

 人権意識の啓発

 【施策②】子育てを社会全体で支えるための啓発・取組の推進

 取組 ▶▶ 子育てを地域全体で応援する取組

 【施策③】安心・安全な環境づくり

 取組 ▶▶ 公園の整備

 安全対策

通し番号　138



第４章　施策の展開

32 

第４章　施策の展開 

 

１．基本方針Ⅰ　すべてのこどもの人権が守られ幸せに育つことを支援 

 

【施策①】保育・教育の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（課題と取組方針） 

　近年は、保護者の就労の形態が様々で働き方が多様化していることなどから、保育

に対するニーズも多様化しています。ニーズに応じたきめ細かい保育サービスの提供

を行うため、保育提供体制の確保と、保育士等の人材の確保、保育の質の向上に務め

ます。 

　本市の公立保育園においては、以下の保育理念及び保育方針を掲げ、一人ひとりの

こどもが健やかに育つための保育を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　また、こどもへの平等な教育機会の提供のため、学校環境を充実させるとともに、

こどもの心身の健全な発育、安全な学習環境の整備を行います。本計画は「倉吉市教

育振興基本計画」と連携し、下記の教育理念のもと、学童期・思春期のこどもの支援

を行います。 

 

 

 

 

■保育理念 

こどもの人権を尊重しながらすべてのこどもの健やかな心身の発達を図

り、保護者や地域から信頼され、愛される保育園を目指す

■保育方針 

一人ひとりのこどもの育ちを把握し、様々な生活経験や主体的な遊びを通

じて、健全な心身の発達を図り、豊かな人間性を持ったこどもを育成する 

■教育理念 

豊かな心を持ち　自立して生きる　未来を拓く 人づくり 
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　本市が目指すこども像として以下の７つを掲げます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●主な取組の内容● 

 

 
取　組 保育所等の運営・整備

 内　容 説　明 担当

 保育所等の運営 ○公立保育所の適正な運営を行います。 

○私立保育園、私立認定こども園などの民間の保育施設

が保育事業を行うにあたり、施設の運営に対する支援

を行います。 

〇保育所等の適正な入所管理を行うとともに、保育が必

要な保護者に対して保育施設の情報の提供、周知を行

います。

こども支援

課

 保育所等の整備 ○公立の保育施設の老朽化対策や適正な配置、整備につ

いては、「公立保育所の再編計画」において、具体的な

方針等を示し、計画に基づく保育所の統廃合を行いま

す。 
○私立保育園、私立認定こども園などの民間の保育施設

の整備に対する支援を行います。

こども支援

課

 
取　組 保育士の確保と保育の質の向上

 内　容 説　明 担当

 保育士の確保 ○市報やホームページ等で広報を行い、保育士の魅力を

発信します。 

○保育士の処遇改善に対する国への働きかけを行いま

す。 

○保育現場における ICT の積極的な導入など、働きやす

こども支援

課

●倉吉市が目指すこども像● 

・確かな学力を身につけたこども　　・学び方を身につけたこども 

・自分の思いを表現できるこども　　・思いやりのあるこども 

・たくましい体を作るこども　　　　・倉吉の良さを感じ、地域で活動できるこども 

・自分の持ち物を自分で準備、片付けができるこども 
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 い職場環境づくりを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保育士の質の向

上

○保育士の研修の機会を充実するとともに、月１回の公

私立園長会等で事例や事象を共有し、スキルの向上に

努めます。 

○県と連携して保育施設に対する監査を計画的に実施

し、必要な指導、助言を行います。

こども支援

課

 
取　組 多様な保育ニーズへの対応

 内　容 説　明 担当

 地域子育て支援

事業の実施

○保護者の負担軽減や緊急時の支援に対応するため、延

長保育、一時預かり、休日保育、病児・病後児保育、

子育て支援短期利用事業を実施します。 

○ファミリー・サポート・センターを設置し、保育の依

頼と援助のマッチングを行います。 

○こども誰でも通園制度（乳児等通園支援事業）を実施

します。 

※本項は、「第５章　子ども・子育て支援事業に係る見込みと提供

体制の確保」において、量の見込みや確保方策を記載します。

こども支援

課 
こども家庭

センター

 民間サービスの

活用

○シルバー人材センターが実施する育児支援サービス

と連携します。

こども家庭

センター

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※保育園にタブレットを設置し、登降園管理、連絡ノー

ト、写真の共有などを行うことで、保育士の業務効率だ

けでなく、保護者や家族の利便性向上にもつながってい

ます。

登園時にスマホで 
ピッ！

タブレットにこどもの

様子を記録！
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取　組 学校環境の充実

 内　容 説　明 担当

 学習カリキュラ

ムの充実

○学校において、こどもの権利やこども自身の主体的な

学びを尊重した学習カリキュラムを推進します。

学校教育課

 安全な学習環境 ○安全な学習環境の整備、維持管理を行います。 学校教育課

 
取　組 食育の推進

 内　容 説　明 担当

 食育指導 ○子育て総合支援センターや保育所等において、児童や

保護者に対し、食育に関する指導を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども支援

課 
こども家庭

センター

 離乳食講習会 ○こども家庭センターにおいて、離乳食講習会を開催

し、試食や調理体験を行います。

こども家庭

センター

 学校給食 ○学校において、給食を通じて、こどもへの食に関する

指導を行います。また、学校給食センターによる食育

教室や試食を実施し、食育の理解を図ります。

学校給食セ

ンター

 学校における食

習慣形成

○学校において、保健体育や特別活動で望ましい食習慣

の形成を図ります。

学校教育課

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※保育園での食育指導の様子。乳幼児期から、発達段階

に応じて豊かな食の体験を積み重ねていきます。

みんなで調理実習！
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【施策②】こどもの居場所の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（課題と取組方針） 

　近年、少子化によりこどもの人数は減少傾向にあるものの、核家族化や共働き家庭

の増加等により、放課後児童クラブの利用率は増加傾向にあります。子育て世代の就

業率は、全国や県の平均よりも高くなっています。また、女性については、結婚から

子育て開始期の離職が少なくなっており、保護者がこどもを安心して預けることので

きる場所であったり、こどもが安心して過ごすことのできる場所など、保護者にとっ

て仕事と子育てとの両立がしやすい環境の整備を、引き続き行っていく必要がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て家庭が仕事と子育てを両立しやすい環境整備のために、放課後や夏休みなど

の長期休業中のこどもの居場所づくりを行います。また、不登校やひきこもりなど、

こどもの状況に応じて、必要な居場所の充実を図っていきます。

保護者の現在の就労状況（自営業を含む）について 
＜R7.9 月ニーズ調査（小学生保護者向け）＞ 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜H25.10 月ニーズ調査＞ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　  

女性（母親）のフルタイム 
就労が増加しています。

参 考
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●主な取組の内容● 

 

 
取　組 放課後児童クラブの推進

 内　容 説　明 担当

 放課後児童クラ

ブの実施

○就労等により日中に保護者が不在の児童を対象に、放

課後や長期休暇中の生活の場として、放課後児童クラ

ブを設置します。 

○民間施設に対して、運営に必要な支援を行います。 

○こどもの権利が守られ、自分らしく過ごせることや、

安心できる場所を提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども支援

課

 支援の質の向上 ○支援員の研修の機会を充実することで、支援の質の向

上を目指します。

こども支援

課

 意見の反映 〇利用する児童や保護者に対してニーズや満足度を調

査し、クラブの運営に反映するよう努めます。

こども支援

課

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※放課後児童クラブの様子。市内の小学校区に設置する

児童館などで実施しています。公立児童クラブが６か

所、私立児童クラブが 12 か所あります。（令和 7 年 4
月時点）

遊び！

体験！

勉強！

タブレット 
で登降確認

放課後児童クラブってこんなところ
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取　組 児童館・児童センターの運営

 内　容 説　明 担当

 児童館・児童セン

ターの設置・運営

○こどもの日常の居場所として児童館・児童センターを

設置し、遊びを通して心身の発達、生活習慣、物事に

取り組む姿勢を養います。 

○民間施設に対して、運営に必要な支援を行います。

こども支援

課

 
取　組 不登校・ひきこもりのこどもの支援

 内　容 説　明 担当

 関係機関が連携

した相談支援・ア

ウトリーチ支援

〇ひきこもり状態にある若者に対して、関係機関が連携

し、アウトリーチ支援や必要な支援へつなぐことで若

者の孤独化・孤立化を防ぎます。 

○学校や鳥取県中部子ども支援センターをはじめとし

た関係機関が連携し、学校生活で悩んでいるこどもに

対する相談支援を行います。

こども家庭

センター 
福祉課 
学校教育課

 サードプレイス

の提供

○不登校やひきこもりのこどもが社会とのつながりづ

くりを行う居場所を提供します。

学校教育課

図書館 
福祉課

 学校における不

登校対策

○鳥取県中部子ども支援センターと連携して、不登校の

児童生徒の社会的な自立や学校復帰等を支援します。 
○スクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラ

ーの専門的な相談、助言を受ける機会を確保します。

学校教育課
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【施策③】児童虐待防止対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●主な取組の内容● 

※本項は、「第５章　子ども・子育て支援事業に係る見込みと提供体制の確保」において、量の見込みや確

保方策を記載します。 

 

 

 
取　組 要保護児童対策地域協議会の設置

 内　容 説　明 担当

 要保護児童対策

地域協議会の設

置

○要保護児童対策地域協議会を設置し、各種会議体を開

催するとともに、虐待を受けているこどもの早期発見

と対応、支援を必要としている家庭に対して、適切な

支援を行います。 

○民間施設に対して、運営に必要な支援を行います。

こども家庭

センター

 関係機関の連携 ○児童相談所等の関係機関との連携を行います。 こども家庭

センター

 
取　組 児童虐待の発生の予防、早期発見・対応

 内　容 説　明 担当

 周知と啓発 ○関係機関と連携し、児童虐待の防止・予防・早期発見

等の啓発や研修を行います。

こども家庭

センター

（課題と取組方針） 

　児童虐待の相談件数は年度によって増減があるものの、毎年、一定数以上の相談が

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

虐待ケースの対応は、市や児童相談所など関係機関との連携が重要で、日頃から密

に情報共有等を行う必要があることから、今後も継続して、支援体制の整備・構築に

取り組んでいきます。

普段感じていること（虐待しているのではないかと思う） 
＜R7.9 月ニーズ調査（就学前保護者向け）＞ 

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一部の保護者が「あてはまる」

「ほぼあてはまる」と回答

参 考
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【施策④】ヤングケアラーへの支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（課題と取組方針） 

　令和６年度に鳥取県が実施したヤングケアラー（注１）に関する実態調査の結果、

本市においては８件の該当があり、いずれのケースも支援機関がかかわっている状

況です。本市のアンケート調査の結果において、「ヤングケアラーの状態と思う」「ヤ

ングケアラーがどういったものかわからない」と回答された方があったことから、ま

だ潜在的に該当者がいる可能性や今後発生する可能性があります。 

 

（注１）ヤングケアラー：本来、大人が担うと想定されている家事や家族の世話を日常的に行っ

ているこども 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係機関が連携して、ヤングケアラーを早期に発見し、必要な支援につなげる取組

を行います。

＜R7.9 月若者の意見聴取アンケート＞ 
○家族の中に、あなたがお世話している人はいますか。 

 

　　　　　○「いる」と回答した人のうち、ヤングケラーにあてはまると思いますか。 

　　　　　　　　　 　 

参 考
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●主な取組の内容● 

 

 
取　組 関係機関と連携した体制の構築

 内　容 説　明 担当

 関係機関が連携

した支援

○こども家庭センターや児童相談所、学校などの関係機

関が連携し、ヤングケアラーの早期発見、必要な支援

を行います。支援にあたっては、こどもだけでなく保

護者を含めた世帯全体を対象とした支援を行います。

こども家庭

センター

 周知と啓発 ○様々な機会を捉えて、保護者への認識の改善のための

周知や広報を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども家庭

センター

 

※鳥取県のヤングケアラーリーフレット
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【施策⑤】障がいのあるこどもや発達に心配のあるこどもへの支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●主な取組の内容● 

 

 
取　組 障がいのあるこどもへの切れ目のない支援

 内　容 説　明 担当

 障害福祉サービ

ス等の提供

○障がいのあるこどもとその家族が希望する障害福祉

サービス等を提供することで、障がいのあるこどもと

その家族に寄り添った支援を行います。

こども家庭

センター

 包括的な支援の

コーディネート

○こども家庭センターが中心となり、関係機関と連携

し、保育園、小学校等のそれぞれのライフステージに

応じた包括的な支援のコーディネートを行います。

こども家庭

センター

 移行支援会議・就

学先支援

○小学校、中学校の卒業期に、移行支援会議を開催する

など、こどもの状況に応じた就学先などを支援しま

す。

学校教育課

 
取　組 医療的ケア児への支援

 内　容 説　明 担当

 医療的ケア児等

支援コーディネ

ーターの配置

○こども家庭センター等に医療的ケア児等支援コーデ

ィネーターを配置し、医療的ケア児やその家族の相談

支援、必要なサービスの提供等のコーディネートを行

います。 
○県の医療的ケア児支援センターなどの関係機関と連

携し、支援が必要なこどもに対してきめ細かな支援を

行います。

こども家庭

センター

（課題と取組方針） 

　障がいのあるこどもや支援が必要なこどもに対する障害福祉サービス等の利用は、

一定数あり、その特性も様々で、きめ細かな支援が必要となっています。 

障がいのあるこどもの状況や特性を考慮したサービス等の提供、支援を行うととも

に、インクルージョン（注１）な地域社会の推進を行います。また、本施策は「倉吉

市障がい者プラン」と連携し、障がいのあるこどもや発達に心配のあるこどもへの支

援を充実していきます。 

 

（注１）インクルージョン：障がいのある人とともに暮らす社会を目指すというノーマライゼーションの理念を

もとに、障がいの有無に関わらず、誰もが自分らしく生きることのできる社会の実現を目指そうとする

理念 

通し番号　149



第４章　施策の展開

43 

 

 

 

 保育所や小・中学

校の看護師配置

○保育所や小・中学校に看護師を配置し、医療的ケア児

の受入体制を整備します。

こども支援

課 
こども家庭

センター 
学校教育課

 学校生活支援員

の配置

○きめ細やかな指導が行えるように、必要な人員を配置

します。

学校教育課

 
取　組 発達支援や特別な支援が必要なこどもへの支援

 内　容 説　明 担当

 こどもの成長段

階に応じた総合

的相談支援

○こども家庭センターに児童指導員を配置し、関係機関

と連携し、こどもの成長段階に応じた総合的支援、就

学前の発達相談、訪問支援、就学後の相談支援など、

きめ細かな支援を行います。

こども家庭

センター

 児童発達支援事

業所

○児童発達支援事業所において、日常生活における動作

指導や、集団生活への適応訓練等を行います。 

こども家庭

センター

 通級指導の充実 ○小・中学校において、特別な支援を必要とする児童生

徒に、必要に応じて通級指導教室で適切な指導を実施

します。 
○支援の多様化に対応するため、指導教員の適正配置や

育成など、通級指導の充実、強化を図ります。

学校教育課

 特別支援教育の

推進

○小・中学校の特別支援学級において、適切な人員を配

置し、きめ細やかな指導を行います。

学校教育課
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【施策⑥】若者への支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●主な取組の内容● 

 
取　組 就労機会の支援

 内　容 説　明 担当

 若者の就労支援 ○地元企業や公共職業安定所などの関係機関と連携し、

若者の就労支援を行います。

しごと定住

促進課

 情報発信 ○市報やホームページ等の媒体を活用し、就職関連の情

報や就職関連のイベントの情報の発信を行います。

しごと定住

促進課

（課題と取組方針） 

　近年、人口減少が進んでおり、若者の大都市圏への流出など、若者の減少も歯止め

がきかない状況となっています。また、経済的な不安や家事育児の不安、価値観やも

のの考え方の変化などを背景に、若者の非婚、晩婚化、多様な結婚の形が生まれるな

ど、若者を取り巻く状況は変化しています。令和 7年 9月に実施した若者に対するア

ンケート調査の結果においても、「結婚したくない」と考えている若者が一定数いる

ことがわかっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　若者のライフスタイルが多様化する中で、一人ひとりの価値観を尊重しつつ、若者

の社会的な自立を支援します。 

＜R7.9 月若者の意見聴取アンケート＞ 
○将来、結婚したいと思いますか。 

 
　　　　　　　　　○出会いや結婚支援に必要な施策は何ですか。 

　　　　　　　　　　　  

参 考

「したくない」「どちらかと

いえばしたくない」「わから

ない」が約３割！

費用補助やイベントの開催が

多くなっています。
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 生活困窮世帯に

対する就労支援

○生活困窮者自立支援法に基づき、生活困窮世帯に対し

て、あんしん相談支援センター（倉吉市社会福祉協議

会）による就労支援等を行います。

福祉課

 
取　組 出会い・婚活のサポート

 内　容 説　明 担当

 イベントの周知、

広報

○市報やホームページ等の媒体を活用し、とっとり出会

いサポートセンターや鳥取中部ふるさと広域連合が

開催する出会いの場づくりのイベントの周知、広報を

行います。

しごと定住

促進課

 
取　組 困難を抱えた若者の支援

 内　容 説　明 担当

 複雑化・複合化し

た課題に対する

相談支援

○経済的な課題や障がいに関する課題などの複雑化・複

合化した課題を抱える若者に対して、総合相談窓口

（倉吉市社会福祉協議会内あんしん相談支援センタ

ー）を設置し、相談支援を行います。 
○令和７年度からこども家庭センターを設置し、こど

も・子育てに関する総合的な相談窓口として、相談支

援を行います。

福祉課 
こども家庭

センター

 関係機関の連携 〇各分野の支援機関・団体で構成された倉吉市あんしん

ネットワークを構築し、各支援機関が連携して、困り

ごとを抱えた若者への支援を行います。

福祉課 
こども家庭

センター
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２．基本方針Ⅱ　すべての親がゆとりと喜びをもって子育てできる

ことを支援 

 

【施策①】妊娠・出産の支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●主な取組の内容● 

 

 
取　組 相談支援の充実・強化

 内　容 説　明 担当

 母子に関する検

診・相談・訪問

○こども家庭センターにおいて、母子健康手帳を交付

し、母子に関する検診・相談・訪問等を行います。 
○こども家庭センターにおいて、母子保健と児童福祉を

一体とした相談支援を行います。 
 
 
 
 
 
 

こども家庭

センター

（課題と取組方針） 

　近年、本市の出生数は急激な減少傾向にあり、出産、子育てできる環境を構築する

ことで、安心して生み、育てるまちづくりが急務となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妊娠期から安心して過ごし、心身の健康を支援しながら出産を迎えることのできる

環境を整備・構築します。 

＜R7.9 月若者の意見聴取アンケート＞ 
○将来、こどもは何人欲しいと思いますか。 

　　  

参 考

こどもを持つことを望まない

若者も一定数あります

 
 
 
 
 
 
 
※倉吉市の母子保健手帳

母子手帳アプリ 
「くらすけくんのあしあと」

（母子モ）もあります。 
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※妊婦等包括相談支援及び妊婦健康診査は、「第５章　子ども・子育て支援事業に係る見込みと提供体制の

確保」において、量の見込みや確保方策を記載します。 

 

※産後ケアは、「第５章　子ども・子育て支援事業に係る見込みと提供体制の確保」において、量の見込み

や確保方策を記載します。 

 

 

 
取　組 妊娠期の支援

 内　容 説　明 担当

 妊婦等包括相談

支援

〇支援の必要な妊婦等に対して支援プランを作成し、個

別支援を行う妊婦・出産包括支援事業を実施します。

こども家庭

センター

 妊婦健康診査 ○妊婦健康診査の勧奨、受診券の発行など、妊婦の健康

管理を行います。

こども家庭

センター

 不妊治療の負担

軽減

〇不妊治療の負担軽減のため、保険適用外となる特定不

妊治療にかかる費用の一部を助成します。また、県の

不妊専門相談センターはぐてらすと連携し、不妊や不

育に悩む人の相談支援を行います。

こども家庭

センター

 
取　組 出産期の支援

 内　容 説　明 担当

 産後ケア ○産後の心身の安定や育児不安の解消を図るため、助産

師等による保健指導や育児相談などの産後のケアを

行います。

こども家庭

センター

 出産育児一時金 ○出産にかかる費用について、出産育児一時金を支給し

ます。 

保険年金課

 妊婦のための支

援給付金

○妊婦のための支援給付金を支給し、妊婦、子育て家庭

への伴走型相談支援と一体的な支援を行います。

こども家庭

センター

 出産手当 ○第３子以降を出産された人に対して出産手当を支給

します。

市民課
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【施策②】子育て支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（課題と取組方針） 

　本市の若者に対するアンケート調査の結果、市に対して希望する施策として、「安

心して出産・子育てができる環境づくり」と回答された人がもっとも多く、子育て支

援施策に対する期待は大きいものとなっています。また、その他にも、結婚支援、経

済的支援など、様々な意見がありました。若者のライフスタイルや、子育てに関する

考え方が多様化する中で、ニーズに応じたサポートを行っていくことが重要となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　本市は、令和７年４月にこども家庭センターを設置し、子育てに関わる保護者の身

体的、精神的な負担を軽減するなど、包括的に子育て支援を行う体制を整備しました。

今後はこども家庭センターを中心に、関係機関と連携した安心・安全な子育て支援を

行うため、引き続き、子育てに関する支援を充実させていきます。 

　併せて、子育てに関わる保護者のニーズに応じたきめ細かなサポートを充実してい

きます。

＜R7.9 月若者の意見聴取アンケート＞ 
○市の施策に望むことは何ですか。 

　　  

参 考

「安心して出産、子育てがで

きる環境づくり」がもっとも

望まれています
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●主な取組の内容● 

 
取　組 子育てに関する相談支援の充実

 内　容 説　明 担当

 子育て総合支援

センターの設置

○子育て総合支援センターを設置し、子育て家庭の交流

や子育てに関する情報発信、情報交換の場として、子

育てに関する支援を行います。 
○子育てに関する各種セミナーの開催や様々なプログ

ラムを実施し、保護者にとって必要なスキルの習得を

支援します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こども家庭

センター

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※子育て総合支援センター「おひさま」の様子。火曜日

～土曜日（祝日は除く）に開所し、遊びのプログラム

など子育てに関する様々な催しを行っているほか、「こ

んにちは赤ちゃん訪問」など訪問による支援も行って

います。

子育て総合支援センターでは こんなことをしています

みんなで 
童謡を歌って！

絵本の読み聞かせ！

ふれあい 
マッサージ！

ふれあい遊び！
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※本項は、「第５章　子ども・子育て支援事業に係る見込みと提供体制の確保」において、量の見込みや確

保方策を記載します。 

 

 

 こども家庭セン

ターの設置

○こども家庭センターを設置し、子育て家庭の相談支援

や、必要に応じた各種事業へのつなぎなど、様々な子

育て支援のコーディネートを行います。 
○こども家庭センターを中心に、関係機関と連携して妊

娠期からの切れ目のない支援を提供します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こども家庭

センター

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※令和７年４月に市役所内に「こども家庭センター」を

設置しました。保健師、助産師、児童指導員など専門

的な知識を習得した職員が、子育て家庭に寄り添い、

きめ細やかで切れ目のないサポートを行います。

わたしたちが 
支援します！

こども家庭センターを 
紹介します

何でもご相談 
ください！
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取　組 こどもの健康づくり

 内　容 説　明 担当

 幼児期からの健

康づくり活動

○保護者や児童を対象に、生涯の健康基盤づくりのた

め、幼児期からからだへの興味・関心をもってもらう

機会を提供します。

健康推進課

 
取　組 各種助成制度の充実

 内　容 説　明 担当

 特別医療費助成

制度

○鳥取県特別医療費助成制度により、18 歳に達した年度

末までの人を対象に、医療費の自己負担を無料にしま

す。

保険年金課

 児童手当 ○高校生年代（18 歳の誕生日後の最初の 3月 31日まで）

までの児童を養育する人を対象に、児童手当を支給し

ます。

こども家庭

センター

 
取　組 子育て世帯の移住・定住支援

 内　容 説　明 担当

 移住・定住相談 〇空き家の紹介や、就労の支援など、移住・定住に関す

る相談を行います。 

しごと定住

促進課

 結婚新生活支援

補助金

〇新婚家庭に対して、住宅購入やリフォーム等にかかる

費用の一部を補助する結婚新生活支援補助金を支給

します。

しごと定住

促進課

 新しいライフス

テージ支援補助

金

〇結婚・子育て中で移住された世帯に対して、新しいラ

イフステージ支援補助金を支給します。

しごと定住

促進課

 
取　組 家庭における学びの提供

 内　容 説　明 担当

 家庭教育支援 ○子育て当事者である保護者を対象に、家庭における子

育てに必要な情報の提供や講座の開催を行います。

社会教育課

 子育て十か条の

啓発

○こどもの健やかな成長のため、家庭で取り組むことの

目安である「倉吉の子育て十か条」を周知、啓発し、

確かな学力、豊かな心を育てます。 

社会教育課
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※倉吉の子育て十か条です。
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【施策③】共働き・男性の子育てへの主体的な参画の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●主な取組の内容● 

 

 
取　組 男女共同による子育ての推進

 内　容 説　明 担当

 子の看護休暇や

男性の育児休業

の取得推進

○民間企業、行政などの働く場や、雇用主、従業員、職

員などに対して、ワーク・ライフ・バランス、男女共

同参画、女性活躍の普及啓発を行います。また、子の

看護休暇や男性の育児休業の取得などの推進するた

め広報や啓発を行います。

人権政策課

 地域の意識啓発 ○自治公民館やコミュニティセンターなど地域住民の

集まる場で、意識啓発を行います。

人権政策課

（課題と取組方針） 

　共働き世帯が増加し、結婚や出産後も仕事を継続したい人が増加していることか

ら、仕事と子育ての両立を支援していくことが重要です。また、近年、男女による性

別役割分担の意識は徐々に薄れてきていますが、男女共同の理解度は高いとは言えな

い状況です。男女共同参画の社会づくりは、引き続き、市全体として推進していきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　本市では令和８年度からを新たな計画期間とした「第７次くらよし男女共同参画プ

ラン」を策定し、本計画は、同プランと連携した取組を実施します。男性の子育ての

主体的な参画を推進するため、積極的な広報や啓発を行っていきます。

＜R7.9 月ニーズ調査（就学前児童の保護者向け）＞ 
○病気等でこどもを休ませた時の対処方法を教えてください。 

　　  

参 考

「母親が仕事を休んだ」がも

っとも多く、「父親が仕事を

休んだ」の約２倍
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【施策④】こどもの貧困・ひとり親家庭の自立支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●主な取組の内容● 

 

 
取　組 相談機能の充実

 内　容 説　明 担当

 母子・父子自立相

談支援員の設置

○こども家庭センターに母子・父子自立相談支援員を配

置し、個々の家庭に寄り添った丁寧な相談支援を行い

ます。

こども家庭

センター

 関係機関の連携 ○こども家庭センターを中心として、母子生活支援施設

や母子父子寡婦福祉団体などの関係機関と連携し、き

め細かい支援を行います。

こども家庭

センター

 周知・広報 ○こども家庭センターなどの相談窓口や支援制度につ

いて、支援を必要としている人が情報を入手しやすい

ように、市報、ホームページ等の各種媒体を活用する

など広報や周知を行います。

こども家庭

センター

 
取　組 生活支援の充実

 内　容 説　明 担当

 母子生活支援施

設の入所措置

○保護や自立促進の支援が必要な母子に対して、母子生

活支援施設の入所を措置し、必要な生活支援を行いま

す。

こども家庭

センター

 生活困窮世帯の

居住支援・自立支

援

○生活困窮している世帯の、公営住宅の優先的な入居を

配慮します。また、民間賃貸住宅の不動産事業者や、

県のあんしん賃貸支援事業と連携して、住まいの確保

を支援します。 

建築住宅課 
福祉課

（課題と取組方針） 

　人口減少に伴い、こどもを持つ世帯も減少傾向にあります。また、こどもを持つ世

帯のうち約４分の１がひとり親家庭となっています。ひとり親家庭の相談支援では、

経済的な不安に関する相談がもっとも多くみられます。世帯の経済的状況など、生ま

れ育つ環境に左右されることなく、健やかに育ち、希望する未来を実現できるように

支援していくことが重要です。 

　貧困の連鎖を断ち切るため、生活の支援、教育の支援、居場所の支援、保護者の支

援を、包括的かつ総合的に支援することで、こどもが健やかに育つ環境づくりを行い

ます。
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 ○生活困窮者自立支援法に基づき、生活困窮世帯に対し

て、あんしん相談支援センター（倉吉市社会福祉協議

会）による相談支援等を行うとともに、関係機関が連

携して生活困窮世帯の自立に向けた支援を行います。

 こども食堂の推

進

○地域や様々な人たちとふれあえる交流の場として、鳥

取県や社会福祉協議会などの関係機関と連携し、こど

も食堂の取り組みを推進します。

こども家庭

センター

 就労に必要な費

用の助成

○十分な収入を得られるように、就労に必要な自立支援

教育訓練講座や資格取得のための養成機関などの受

講費用の一部を支給します。

こども家庭

センター

 法律相談へのつ

なぎ

○養育費の確保や面会交流などの相談・助言を行うた

め、法テラスや鳥取県男女共同参画センターなどの法

律相談へのつなぎを行います。

こども家庭

センター

 生活保護 ○生活保護法に基づく困窮者支援を行います。 福祉課

 子ども学び教室

の設置

○小学 3 年生から中学 3年生までのこどもを対象に、学

習習慣や基礎学力を身につける学びの場として、倉吉

市子ども学び教室を設置します。

福祉課

 地域未来塾 ○地域住民の協力による地域未来塾を開催し、経済的な

理由や家庭の事情により、家庭学習が困難な児童生徒

に対して、学習環境を提供します。

学校教育課

 
取　組 経済的支援の実施

 内　容 説　明 担当

 各種利用料等の

軽減

○家庭の状況に応じて、各種軽減を行います。 
　・保育料 
・放課後児童クラブ利用料 

　・学校給食費　　　　　　　他

こども支援

課 
学校給食セ

ンター　他

 各種助成制度 ○家庭の状況に応じて、各種助成を行います。 
　・特別医療費助成 
　・小中学校入学支度金 
　・要保護・準要保護就学援助制度　他

保険年金課 
こども家庭

センター 
教育総務課 
他

 児童扶養手当 ○18 歳に達した年度末までの人の養育者（児童を監護す

るひとり親家庭等の父母等）に対して、児童扶養手当

を支給します。

こども家庭

センター
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３．基本方針Ⅲ　すべてのこどもや家庭を応援する地域社会への支

援 

 

【施策①】こども・若者の権利を守るための取組の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（課題と取組方針） 

　こども基本法には、こども・若者・子育て当事者の意見を聴取し、施策に反映させ

るために必要な措置を講ずることとされています。また、こども大綱においては、こ

ども・若者を権利の主体として認識し、人格・個性を尊重し、権利を保障し、最善の

利益を図ることとされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども・若者の意見を聞く機会を作り、施策に反映させる取組を行うとともに、市

全体のこども・若者に対する人権意識を高める取組を行います。

＜R7.9 月こどもアンケート調査（小学５年生から中学３年生対象）＞ 
○意見を表すことができる権利を知っていますか。 

　　  
　　　　　　　○伝えたいことがある時、市役所にどういった方法で伝えたいですか。 

　　　　　　　　　　　

参 考

半数以上が「知らない」「よ

くわからない」と回答

インターネット、電話、対面

が多くなっています
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●主な取組の内容● 

 

 

 
取　組 こどもや若者が自ら意見を表明する機会の提供

 内　容 説　明 担当

 意見表明の機会

の提供

○アンケートによる定量的な調査などにより、こどもや

若者の現状を把握し、施策に反映します。 
○鳥取県や市内小・中学校などと連携し、こども・若者

の意見を直接聞く機会を設けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こども支援

課

 倉吉市長とはな

ししょいやの会

○「倉吉市長とはなししょいやの会」でこどもや若者を

対象に、市長が直接、意見を聞く場を設置します。

企画課

 
取　組 人権意識の啓発

 内　容 説　明 担当

 幼児期から学ぶ

機会の提供

○保育所等において、こどもの権利をはじめ、様々な人

権について、幼児期から学ぶことのできる機会を提供

します。

こども支援

課

 学校における学

習する機会の提

供

○学校において、こどもの権利をはじめ、様々な人権に

ついて学習する機会を提供します。

学校教育課

 周知や啓発 ○保護者や若者、地域住民、学校や保育所等の職員など

の支援に関わる人に対して、人権意識の向上に向けた

周知や啓発を行います。

人権政策課

 部落解放研究市

集会

○部落解放研究市集会を毎年開催し、市民の人権意識を

深めあうため、参加者の実践や活動の共有などを行い

ます。

人権政策課

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※鳥取県こどもミーティング（倉吉市内）の様子

こども主体で 
施策を考えて意見します！

通し番号　164



第４章　施策の展開

58 

【施策②】子育てを地域全体で支えるための啓発・取組の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（課題と取組方針） 

　推計人口をみると、本市は今後さらに人口減少が進み、少子高齢化、核家族化など、

家族の機能の低下が危惧されます。また、地域のつながりの希薄化により、地域の支

え合い、地域の担い手の不足などが、深刻化することが予想されます。このことによ

り、こどもを地域全体で支える力の弱まりも懸念されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て世帯、地域、学校、保育所等が連携し、あるいは一体となって、子育てを地

域全体で支える環境づくりを行います。 

＜R7.9 月ニーズ調査（就学前児童の保護者向け）＞ 
○子育てに関して気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。 

　  
　　　　　　　　　　　　　　　＜H25.10 月ニーズ調査＞ 

　　　　　　　　　

参 考

配偶者、パートナー、親族が増加

している一方、近隣・地域住民な

どは減少
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●主な取組の内容● 

 

 

 
取　組 子育てを地域全体で応援する取組

 内　容 説　明 担当

 子育て世帯買い

物応援事業

○就学前の児童のいる子育て世帯に対して、地域の協賛

店を利用すると割引・特典を受けることができる子育

て世帯買い物応援事業を推進します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こども家庭

センター

 民生児童委員活

動の推進

〇地域の身近な相談者として、民生児童委員による子育

て家庭の相談を受け、必要に応じて関係機関へのつな

ぎを行います。

福祉課

 地域の見守り活

動の推進

○自治公民館の防犯パトロールなどの見守り活動を推

進します。

地域づくり

支援課

 青少年健全育成

協議会の推進

○青少年育成協議会をはじめ、関係団体・機関と連携し、

青少年の健全育成に必要な事業を推進します。

社会教育課

 放課後子ども教

室の実施

○こどもたちが将来社会で生きていく上で必要な力を

育むため、幅広い地域住民の参画により、交流による

様々な学習活動等を、各地区等で実施します。

社会教育課

 子ども会活動の

育成支援

○子ども会リーダー研修や指導者等研修会などを開催

し、こどもたちによる自主的な子ども会活動を目指

し、活動の充実と活性化を図ります。

社会教育課

 スポーツ少年団

の推進

○スポーツを通じて青少年の健全な心身を育てること

を目的とするスポーツ少年団の活動を支援します。

社会教育課

 
 
 
 
 
 
 
 
 
※くらよし子育て応援事業は市内 78 店舗（令和 7 年 4 月

時点）で利用が可能です。

このマークのお店で 
利用できます！
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【施策③】安心・安全な環境づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●主な取組の内容● 

 
取　組 公園の整備

 内　容 説　明 担当

 公園や遊具等の

充実

○誰にとっても利用しやすい公園や遊具等の整備、更新

を行います。 

〇こどもたちが安全に公園を利用するため、既存の公園

の遊具点検など、公園の維持管理を行います。

管理計画課 
図書館

（課題と取組方針） 

　市内にある公園は、こどもたちの身近な遊び場として利用されていますが、そこに

設置された遊具等は、設置から相当年数が経過している公園がほとんどです。安全で、

誰にとっても利用しやすい公園となるように、必要に応じて整備を進めていく必要が

あります。 

　また、全国的にこども・若者が犯罪に巻き込まれるケースが増えています。本市に

おいても、こども・若者の安心・安全な生活を守るため、ハード・ソフト両面での環

境づくりを行っていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　安心・安全なまちづくりを実現するため、当事者であるこどもや若者、保護者の意

見を聞きつつ、計画的な整備等を行っていきます。また、防災や犯罪被害の周知・啓

発を徹底することで、安心・安全な環境づくりを推進します。

＜R7.9 月ニーズ調査（就学前児童の保護者向け）＞ 
○外出の際の心配ごと、困りごと、不安なことは何ですか。 

　  
　　　　　　　　　　　　　　

参 考

こどもを遊ばせる場所やこども

に配慮した場所、設備がないこと

が多くなっています。
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取　組 安全対策

 内　容 説　明 担当

 通学路等の安全

確保

○こども・若者が安心して外出できる環境づくりのた

め、通学路をはじめとした道路等の安全確保を行いま

す。

建設課

 避難訓練、防災教

育、不審者等対応

訓練

〇保育園や地域の避難訓練などを通じた災害対策や、学

校での防災教育を推進します。 
○保育園や学校において、不審者等の対応訓練を行い、

自らを守ることのできる児童生徒の育成を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

防災安全課 
こども支援

課 
学校教育課

 交通安全指導員

の派遣

〇地域の交通安全教室や自転車教室などに交通安全指

導員を派遣し、交通ルールや交通マナーを啓発しま

す。

防災安全課

 消費者問題、性被

害防止、SNS の適

切な利用などの

啓発

〇こども・若者が犯罪の被害に遭わないように、消費者

問題、性被害防止、SNS の適切な利用などの啓発を行

います。 

○倉吉地区少年補導センターと連携した非行防止活動

や、倉吉市青少年育成会議などの関係機関と連携し、

こどもの健全育成を推進します。 
※国の「こども性暴力防止法（令和 6 年 6月 19 日公布）」が令和

8 年 12 月 25 日に施行されることから、国の動向を注視し、必

要な取り組みを検討します。

地域づくり

支援課 
学校教育課 
社会教育課

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※保育園の避難訓練の様子。

いざと言うときのた

めに！
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第５章　子ども・子育て支援事業に係る

量の見込みと提供体制の確保 

 

１．子ども・子育て支援事業 

　本章においては、子ども・子育て支援法に基づき、「教育・保育のサービス事業」と「地

域子ども・子育て支援事業」の今後のサービスの目標量を推計し、それを実現するためのサ

ービスの提供体制の確保方策を定めるものです。 

　令和８年度から令和 11年度までの教育・保育事業及び地域子ども・子育て支援事業の見

込量と確保方策について定めることとし、見込量の算出にあたっては、適切なサービスの提

供ができるように、児童数の推移や教育・保育施設の配置状況等を考慮し、見込量を設定し

ます。 

 

２．教育・保育等の提供区域 

　子ども・子育て支援法では、教育・保育事業及び地域子ども・子育て支援事業の見込量と

確保方策を設定する単位として、地理的条件や人口、交通事情などの地域の実情に応じて保

護者やこどもが居宅より容易に移動することが可能な区域（教育・保育提供区域）を設定す

ることされています。 

　本市おいては、市内の教育・保育施設の配置状況やこどもの人数等を勘案し、第２期子ど

も・子育て支援事業計画に引き続き、市内全体を１区域とします。 
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３．量の見込みと確保方策 

　 

（１）教育・保育 

 

①　教育・保育施設を利用するこどもの認定区分 

 

 

②　量の見込みの考え方 

　●国より標準算出方法が示されていますが、第２期子ども・子育て支援事業計画の実績や、

推計を上回る近年の急速な人口減少、出生数の減少を考慮する必要があります。また、

国の手引きには「地域の実情に応じて算出方法は変更可能」であると示されていること

から、量の見込みは、以下を踏まえて算出します。 

　　　 

 

 

 

 

 

 認定区分 対象施設 給付の内容

 ●１号認定 
小学校就学前の満３歳以上のこどもで、

２号認定以外のこども

幼稚園 
認定こども園

・教育標準時間（１日４時間

程度）の幼児教育を実施

 ●２号認定 
小学校就学前の満３歳以上のこどもで、

保護者の労働、疾病その他の理由で家庭

において必要な保育が困難なこども

保育所 
認定こども園

・保育短時間（１日８時間）

の保育を実施 
・保育標準時間（１日 11 時

間）の保育を実施

 ●３号認定 
小学校就学前の満３歳未満のこどもで、

保護者の労働、疾病その他の理由で家庭

において必要な保育が困難なこども

保育所 
認定こども園 
地域型保育（小

規模保育、家庭

的保育、居宅訪

問型保育、事業

所内保育）

・保育短時間（１日８時間）

の保育を実施 
・保育標準時間（１日 11 時

間）の保育を実施

★量の見込みの算出方法 
　①本市の今後５年間の人口推計 
　②保護者を対象としたニーズ調査の結果（令和 7 年 9 月実施） 
　③教育・保育施設の利用実績

通し番号　170



第５章　子ども・子育て支援事業に係る量の見込みと提供体制の確保

64 

③　推計児童数 

　●本市の推計児童数は、以下のとおりです。この推計人口は第２章の推計人口と異なり、

教育・保育の量の見込みと確保方策の基礎資料として、住民基本台帳の人口を基に、コ

ーホート変化率法により、令和 11年度までの各年齢別人口を推計したものです。 

（人） 

　　　※各年度４月１日時点の児童数 

　　　※令和７年度は実際の児童数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 区分 単位 R7 年度 R8 年度 R9年度 R10 年度 R11 年度

 ０歳 人 217 209 202 199 196 

 １歳 人 260 213 205 198 196 

 ２歳 人 273 247 203 195 189 

 ３歳 人 266 274 248 203 196 

 ４歳 人 300 263 270 245 201 

 ５歳 人 320 292 255 263 238 

 合計 人 1,636 1,498 1,384 1,304 1,215 

★推計値の算出方法について 
　・国勢調査や国立社会保障・人口問題研究所の人口推計では算出が困難 
　・５年間の短い期間での人口異動は大きく変化しない 
以上の理由から、令和７年４月１日時点の年齢別人口を基準として、コーホー

ト変化率法を用いて算出しました。コーホート変化率法は、同時に出生した集

団の、ある期間の人口の変化を捉えることで将来人口を推計する手法です。
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④　教育・保育の量の見込みと確保方策 

　●１・２号認定 

 

　●３号認定 

※各年度４月１日時点の推計。令和７年度は実績値です。 

 

 

　●公立保育園、私立保育園、私立認定こども園において、令和 11年度までの量の見込み

に対応します。 

　●保護者のニーズや就労状況などを把握し、公立保育園、私立保育園、私立認定こども園

との連携を強化します。既存の施設を活用することを基本とし、量の見込みに対する提

 区分 単位 R7 R8 R9 R10 R11

 

量の見込み 

①

１号認定 人 65 61 57 52 47 

 ２号認定 人 796 744 695 639 570 

 合計 人 861 805 752 691 617 

 

確保方策 

②

１号認定 人 65 61 57 52 47 

 ２号認定 人 796 744 695 639 570 

 合計 人 861 805 752 691 617 

 
過不足 

（②－③）

１号認定 人 0 0 0 0 0

 ２号認定 人 0 0 0 0 0

 合計 人 0 0 0 0 0

 区分 単位 R7 R8 R9 R10 R11

 

量の見込み 

①

０歳 人 33 32 31 30 30 

 １・２歳 人 464 401 355 343 335 

 合計 人 497 433 386 373 365 

 

確保方策 

②

０歳 人 33 32 31 30 30 

 １・２歳 人 465 401 355 343 335 

 合計 人 498 433 386 373 365 

 
過不足 

（②－③）

０歳 人 0 0 0 0 0

 １・２歳 人 0 0 0 0 0

 合計 人 0 0 0 0 0
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供体制を確保します。また、公立保育園に関しては、「倉吉市公立保育所再編計画」に

基づき、適正な配置に努めます。 

　●支援を必要とするこどもの受入れに努めるとともに、一人ひとりのこどもに対して、き

め細やかな保育を行います。 
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（２）地域子ども・子育て支援事業 

 

①　利用者支援事業 

 

▼量の見込みと確保方策 

 

 

事業概要

　教育・保育施設や地域子育て支援事業等の情報を集約し、こどもやそ

の保護者からの相談に応じて、必要な情報提供、助言を行うとともに、

関係機関との連絡・調整を実施します。 

　地域子育て支援拠点等に設置する「基本型」と、行政の窓口に設置す

る「特定型」、妊産婦及び乳幼児の健康の保持及び増進に関する包括的な

支援及び全てのこどもと家庭に対して虐待への予防的な対応から個々の

家庭に応じた支援まで、切れ目なく対応する「こども家庭センター型」

があります。

 　 区分 単位 R7 R8 R9 R10 R11

 
量の見込み

基本型 か所 0 0 0 0 0

 特定型 か所 1 1 1 1 1

 こども家庭センター型 か所 1 1 1 1 1

 
確保方策

基本型 か所 0 0 0 0 0

 特定型 か所 1 1 1 1 1

 こども家庭センター型 か所 1 1 1 1 1

 

量の見込みの

考え方

　ニーズ調査では子育てに関する不安を感じている保護者は、保護者全

体の約半数となっており、相談窓口の役割は重要なものと考えています。

全市を対象とし、児童福祉や母子保健の機能を一体とした支援を行う必

要があります。 

　また、統括支援員、専任保健師などの専門職を配置し、こどものライ

フステージに応じた切れ目のない支援が必要であることから、これらを

充実していく必要があります。 

　以上のことから、利用者支援が適切に実施できるように、これまでの

相談実績をもとに、設置数を算出しました。

 

確保方策の 
考え方

本市では特定型として「倉吉市子育て総合支援センターおひさま」を

設置しており、こども家庭センター型として令和７年度から市役所内に

「こども家庭センター」を新設しています。いずれも専任の職員を配置

し、こども家庭センターには統括支援員を配置することで、適切かつき

め細かな支援を図っていきます。
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②　妊婦等包括相談支援事業 

 

▼量の見込みと確保方策 

 

 

 

 

事業概要

　妊婦等に対して、面談などを行うことにより、妊婦等の心身の状況や、

置かれている環境、その他の状況を把握し、母子保健や子育てに関する

情報提供などの援助を行います。また、妊婦等の個々の状況に応じた支

援プランを作成し、関係機関とカンファレンスを行うなど、包括的な相

談を行います。

 　 単位 R7 R8 R9 R10 R11

 
量の見込み

回 
（のべ）

651 627 606 597 588

 
確保方策

回 
（のべ）

651 627 606 597 588

 

量の見込みの

考え方

　推計児童数は減少傾向にあります。ニーズ調査の結果から、子育てに

関する不安を感じている保護者は、保護者全体の約半数となっています。

また、過去の利用実績では、一定数の利用がありました。 

　以上のことから、今後も一定の利用があると考えますので、過去の利

用実績をもとに、量の見込みを算出しました。

 確保方策の 
考え方

　現行の妊婦等包括相談支援事業で支援は可能と考えられますので、継

続して実施します。

通し番号　175



第５章　子ども・子育て支援事業に係る量の見込みと提供体制の確保

69 

③　延長保育事業 

 

▼量の見込みと確保方策 

 

 

 

 

事業概要

　通常の保育認定を受けたこどもについて、通常の利用日・利用時間以

外の日・時間に、保育所等において、保育を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※延長保育は、市内の保育所で実施していますが、利用時間は各施設に

よって異なります。

 区分 単位 R7 R8 R9 R10 R11

 量の見込み 

①

人 15,257 15,257 15,257 15,257 15,257 

 か所 24 23 23 23 23 

 確保方策 

②

人 15,257 15,257 15,257 15,257 15,257 

 か所 24 23 23 23 23 

 過不足 

（②－①）

人 0 0 0 0 0 

 か所 0 0 0 0 0 

 

量の見込みの

考え方

　推計児童数、推計入所児童数は減少傾向にあります。しかし、過去の

実績をみると、年度によって利用児童数に差があり、増減の傾向はない

ものの、一定数の利用はあると考えられます。 

　以上のことから、過去の実績を参考に、引き続き一定数の利用がある

と見込んで算出しました。

 
確保方策の 

考え方

　本事業は保育所等の利用者を対象とした追加サービスで柔軟に対応す

ることが可能なため、現行の延長保育事業を継続して実施します。 
　※令和８年度から北谷保育園（公立）について高城保育園との合同保育が決定

しているため施設箇所数に反映しています。

【対象児童】保育所等の入所児童 
【実施施設】市内の保育所等 
 
【延長保育利用の例】開所時間が 7:00～19:00 の場合 

 7:00　　 　8:00　　　　　　　　　　　18:00 　　19:00

 延長保育 保育標準利用時間（８時間) 延長保育

 保育標準利用時間（11 時間) 延長保育
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④　放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ） 

 

▼量の見込みと確保方策 

 

 

 

事業概要

　保護者が就労等により、日中、家庭にいない小学校児童に対して、放

課後や長期休業期間中に、遊びや生活の場を提供して、児童の健全な育

成を図るものです。 

 

 

 

 

 

　また、民間事業者に対しては、市が児童クラブの運営を委託すること

で民間事業者の運営を支援します。

 区分 単位 R7 R8 R9 R10 R11

 
量の見込み 

①

公立

人（のべ）

304 304 304 304 304

 私立 623 623 623 623 623

 計 927 927 927 927 927

 
確保方策 

②

公立

人（のべ）

304 304 304 304 304

 私立 623 623 623 623 623

 計 927 927 927 927 927

 
過不足 

（②－①）

公立

人（のべ）

0 0 0 0 0

 私立 0 0 0 0 0

 計 0 0 0 0 0

 

量の見込みの

考え方

　推計児童数は減少傾向にありますが、児童クラブの利用児童数は、近

年、増減を繰り返しながら、５年前と比較するとやや増加傾向にありま

す。ニーズ調査の結果から、保護者の利用希望は今後も一定数見込まれ

ることが考えられます。 

　以上のことから、児童数減少の傾向があるものの、過去の実績と潜在

的な利用ニーズを踏まえて今後の量の見込みを算出しました。

 

確保方策の 
考え方

　基本的に現行の児童クラブ数で受入が可能なため、継続して実施しま

す。学校の統廃合があった場合や地域ごとの利用状況に応じて、公立児

童クラブの施設整備の検討を行います。 
　比較的利用児童数が多くなる長期休業期間（夏休み期間など）につい

ては、支援員を増員するなど受入が可能となるよう体制整備します。

【対象児童】市内に住所を有していて、保護者が労働などにより

日中家庭にいない、小学校１年生から６年生の児童。 
【実施場所】市内の各小学校区に設置する児童館等 
　　　　　　・公立：６か所 
　　　　　　・私立：12 か所
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⑤　病児・病後児保育事業 

 

▼量の見込みと確保方策 

 

 

 

 

事業概要

　児童が病気等の回復期または回復に至らない状態の時、入院治療が必

要ではないものの集団保育等が困難で、保護者が仕事を休めず家庭で看

ることができない場合に、医療機関等と併設した施設で児童を預かりま

す。 

 

 

 

 

 

 区分 単位 R7 R8 R9 R10 R11

 量の見込み 
①

人 
（のべ）

477 481 481 481 481

 確保方策 
②

人 
（のべ）

477 481 481 481 481

 過不足 
（②-①）

人 
（のべ）

0 0 0 0 0

 

量の見込みの

考え方

　病児保育の利用実績は、新型コロナウイルス禍で減少したものの、近

年は一定の利用があります。また、ニーズ調査の結果において、こども

が病気の時の預かり先に対するニーズが多かったことから、今後も需要

は一定数あると予想されます。 

　以上のことから、過去の実績と利用ニーズを考慮して、量の見込みを

算出しました。

 確保方策の 
考え方

　現行の施設の受入可能人数の範囲内で受入は可能なため、継続して実

施します。

【対象児童】市内に住所を有している満６ヶ月以上で保育所等に

在籍している児童または小学校１年生から３年生ま

での児童 
【実施場所】病児保育施設　２か所（うち１か所は市外） 
　　　　　　病後児保育施設　１か所
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⑥　子育て短期支援事業 

 

▼量の見込みと確保方策 

＜ショートステイ＞ 

 

 

事業概要

　保護者の疾病や疲労、出産など、身体上、精神上、環境上の理由によ

り、児童の養育が一時的に困難となった場合に、児童福祉施設等で養育・

保護を行います。日中または宿泊を含めた複数日の間、児童の養育・保

護を行う「ショートステイ」と、平日の夜間や休日に児童を保護し、生

活指導や食事提供等を行う「トワイライトステイ」があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 区分 単位 R7 R8 R9 R10 R11

 量の見込み 
①

人 40 40 40 40 40

 
確保方策 

②

人 40 40 40 40 40

 か所 5 5 5 5 5

 過不足 
（②-①）

人 0 0 0 0 0

＜ショートステイ＞ 
【対象児童】市内に住所を有している児童（18 歳の年度末まで）

で、保護者が疾病、出産、看護、事故等により一時的

に家庭で養育できない場合 
【実施場所】児童養護施設　２か所（うち１か所は市外） 
　　　　　　母子生活支援施設　２か所 
　　　　　　ファミリーホーム　１か所（市外）

＜トワイライトステイ＞ 
【対象児童】市内に住所を有している小学校児童で、保護者が仕

事等により帰宅が夜間にわたり、または休日に不在

となるため一時的に家庭で養育できない場合 
【実施場所】児童養護施設　２か所（うち１か所は市外） 
　　　　　　ファミリーホーム　１か所（市外）
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＜トワイライトステイ＞ 

 

 

 区分 単位 R7 R8 R9 R10 R11

 量の見込み 
①

人 10 10 10 10 10

 
確保方策 

②

人 10 10 10 10 10

 か所 3 3 3 3 3

 過不足 
（②-①）

人 0 0 0 0 0

 

量の見込みの

考え方

　ニーズ調査の結果から、保護者の疾病等の理由でこどもの預かり先に

困るケースが一定数あるものの、一時的な養育や保護を必要としている

割合は少ない状況です。本事業は育児不安の解消や虐待防止に主眼を置

いていることから、必要な事業ではあるものの、実際の利用は非常に限

られたケースであると考えられます。また、コロナ禍以降、徐々に利用

が回復してきています。 

　以上のことから、コロナ禍前の利用実績を参考に、量の見込みを算出

しました。

 
確保方策の 

考え方

　現行の受入施設で受入は可能なため、現行の体制を継続します。また、

利用児童が安心して利用できるよう、受入施設をはじめ関係機関と密に

連携し、効果的な支援を行います。
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⑦　乳児家庭全戸訪問事業 

 

▼量の見込みと確保方策 

 

 

 

 

事業概要

　乳児のいるすべての家庭を訪問し、子育て支援に関する情報提供や状

況把握を行うとともに、養育に関する相談に応じて、必要な助言等を行

います。 

 

 

 

 

 区分 単位 R7 R8 R9 R10 R11

 量の見込み 
①

人 217 209 202 199 196 

 確保方策 
②

人 217 209 202 199 196 

 過不足 
（②-①）

人 0 0 0 0 0 

 
量の見込みの

考え方

　推計児童数は減少傾向にあります。本事業は出生した乳児のいる家庭

をもれなく訪問することから、０歳児のいるすべての家庭を訪問するこ

ととし、量の見込みを算出しました。

 
確保方策の 

考え方

　子育て総合支援センターに、訪問支援員として専門知識を有する職員

（保育士）を配置するとともに、登録保育士を確保することで、現行の

訪問の体制を継続します。

＜こんにちは赤ちゃん訪問＞ 
【対　象】生後３～４か月の乳児のいる乳児と保護者 
【訪問者】保育士（登録保育士を含む）
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⑧　養育支援訪問事業 

 

▼量の見込みと確保方策 

 

 

 

 

 

 

事業概要

　養育支援が特に必要な家庭に対して、その家庭を訪問し、養育に関す

る相談、助言等を行うことにより、当該家庭の適切な養育の実施を確保

します。 

 

 

 

　乳児家庭全戸訪問事業などの取組の中で、養育支援が必要な家庭を把

握し、本事業の利用につなげます。

 区分 単位 R7 R8 R9 R10 R11

 量の見込み 
①

人 45 45 45 45 45

 確保方策 
②

人 45 45 45 45 45

 過不足 
（②-①）

人 0 0 0 0 0

 量の見込みの

考え方

　推計児童数は減少傾向にあることや、過去の実績から近年は利用ニー

ズが減少していることを考慮し、量の見込みを算出しました。

 確保方策の 
考え方

　こども家庭センターに保健師などの専門知識を有する職員を配置する

ことで、継続して訪問の体制を確保します。

【対　象】養育支援が必要な家庭 
【訪問者】保健師等
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⑨　子どもを守る地域ネットワーク機能強化事業（要保護児童対策

地域協議会） 

 

▼量の見込みと確保方策 

 

 

 

 

事業概要

　子どもを守る地域ネットワーク（要保護児童対策地域協議会）の調整

機関職員や関係機関の専門性の強化、地域ネットワークと関係機関、各

種事業等との連携の強化を行い、児童虐待の発生予防、早期発見、早期

対応に資することを目的とした事業です。 

 

 

 

 

 

 区分 単位 R7 R8 R9 R10 R11

 量の見込み 
①

か所 1 1 1 1 1

 確保方策 
②

か所 1 1 1 1 1

 
量の見込みの

考え方

　要保護児童対策調整機関は、従来から市こども家庭センターに設置し

ており、担当職員を配置し、業務にあたっていることから、現行の体制

を継続することを基本とします。

 確保方策の 
考え方

　市こども家庭センター内に要保護児童対策調整機関を設置し、各種事

業と連携した支援を行う職員を継続して配置します。

【強化の内容】 
　・要保護児童対策調整機関の職員の専門性強化 
　・関係機関との迅速な連携 
　・個別ケース支援についての具体的な助言、指導 
　・個別支援会議の開催 
　・児童虐待に関する周知、啓発
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⑩　地域子育て支援拠点事業（子育て支援センター） 

 

▼量の見込みと確保方策 

 

 

 

 

事業概要

　就学前の児童とその保護者が自由に利用し、一緒に遊びながら交流す

る場を提供するとともに、子育てに役立つ情報の提供、子育てに関する

相談を受け付けます。 

 

 

 

 

 

 　 単位 R7 R8 R9 R10 R11

 
量の見込み 人 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000

 
確保方策 か所 2 2 2 2 2

 

量の見込みの

考え方

　推計児童数は減少傾向にありますが、過去の実績では、新型コロナウ

イルス禍で大きく減少して以降、利用が回復傾向にあります。ニーズ調

査の結果から、子育て支援施策の周知が不足していることがわかり、今

後、より効率的な情報発信を行っていくことで、利用者の増加を見込み

ました。

 

確保方策の 
考え方

　現行の体制で事業実施は可能ではありますが、利用状況や利用者のニ

ーズを伺いながら、センターの配置を検討します。 
 
【直営】倉吉市子育て総合支援センター　おひさま 
　　　　（倉吉市上灘町 9－1） 
【委託】のびのび子育て支援センター 
　　　　（倉吉市上井 781－1　倉吉東児童センター内） 

【対 象 者】小学校就学前の児童とその保護者 
【事業内容】・児童や保護者の交流の場の提供 
　　　　　 ・子育てに関する相談対応 
　　　　　 ・子育てに関する情報提供 
　　　　　 ・子育てに関する講座等の開催
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⑪　一時預かり事業 

 

▼量の見込みと確保方策 

 

 

 

 

事業概要

　家庭において保育を受けることが一時的に困難となった児童につい

て、昼間に保育所等で一時的に預かる事業です。認定こども園に在籍し

ている児童は「預かり保育」により実施し、保育所等に在籍していない

場合は、「保育所等による一時保育」により一時的に預かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 区分 単位 R7 R8 R9 R10 R11

 量の見込み 

①

認定こども園 人（のべ） 7,185 7,185 7,185 7,185 7,185 

 保育所 人（のべ） 81 81 81 81 81 

 確保方策 

②

認定こども園 人（のべ） 7,185 7,185 7,185 7,185 7,185 

 保育所 人（のべ） 81 81 81 81 81 

 過不足 

（②-①）

認定こども園 人（のべ） 0 0 0 0 0 

 保育所 人（のべ） 0 0 0 0 0 

 

量の見込みの

考え方

　推計児童数や推計入所児童数は減少傾向にあります。過去の実績では、

コロナ禍に一時的に利用が急激に増加しましたが、近年は、増減があり

ながらも利用数は落ち着いてきています。また、ニーズ調査の結果から

保護者の疾病等の理由でこどもの預かり先に困るケースが一定数ありま

す。 

　以上のことから、直近の実績を参考に、量の見込みを算出しました。

 

確保方策の 
考え方

　認定こども園による預かり保育については、対象児童が在園児童であ

るため、調整などの柔軟な対応が可能なことから、現行の体制を継続し

ます。保育所での一時預かりは、現行の体制で受入が可能なため、継続

して体制を維持します。

＜認定こども園による預かり保育＞ 
【対象児童】認定こども園に在籍する３歳から５歳までの児童 
【実施施設】市内の認定こども園５か所 
＜保育所等による一時保育＞ 
【対象児童】保育所等に在籍していない０歳２か月から就学前の

児童 
【実施施設】市内の保育所 11 か所
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⑫　子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター） 

 

▼量の見込みと確保方策 

 

 

事業概要

　乳幼児や小学生児童等を持つ子育て中の保護者を会員として、児童の

預かり等の援助を受けることを希望する人と、当該援助を行うことを希

望する人との相互援助活動に関する連絡、調整を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 区分 単位 R7 R8 R9 R10 R11

 量の見込み 
①

人 40 40 40 40 40

 確保方策 
②

人 40 40 40 40 40

 過不足 
（②-①）

人 0 0 0 0 0

 

量の見込みの

考え方

　推計児童数は減少傾向にありますが、ニーズ調査の結果から、認知度

は子育て家庭全体の半数を超え、今後の利用希望も一定程度あることが

わかりました。過去の実績ではコロナ禍に利用が減少しましたが、徐々

に回復している状況です。 

　以上のことから、直近の実績を参考に、量の見込みを算出しました。

 

確保方策の 
考え方

　本市は平成 22 年 10 月に「倉吉市ファミリー・サポート・センター」

を開設しました。現在の利用要件やマッチングでは、提供を断るケース

はほとんどないため、現行の事業を継続して実施します。 
　また、今後も安定的に提供体制を確保するため、援助会員の増員と研

修の充実を図ります。

＜依頼会員＞ 
【対 象 者】市内に住所を有する０歳から中学校３年生までのこ

どものいる人 
【入会方法】センターにて説明を受け申込み 
＜提供会員＞ 
【対 象 者】倉吉市内で活動できる 20 歳以上の人 
【入会方法】センター主催の養成講座を受講して申込み 
＜援助内容＞ 
・保護者の買い物やリフレッシュなどの時のこどもの預かり 
・保育施設の時間外や放課後などのこどもの預かり 
・保育施設や児童クラブへの送迎　　など
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⑬　産後ケア事業 

 

▼量の見込みと確保方策 

 

 

 

事業概要

　出産後に身体的及び精神的な不調があり、休養の必要がある産婦や、

身近に相談できる支援者がいない産婦への専門的な相談対応やケアを行

い、健やかな育児ができるように支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 区分 単位 R7 R8 R9 R10 R11

 
量の見込み 

①

宿泊型 人 40 40 40 40 40

 訪問型 人 10 10 10 10 10

 通所型 人 40 40 40 40 40

 
確保方策 

②

宿泊型 人 40 40 40 40 40

 訪問型 人 10 10 10 10 10

 通所型 人 40 40 40 40 40

 
過不足 

（②-①）

宿泊型 人 0 0 0 0 0

 訪問型 人 0 0 0 0 0

 通所型 人 0 0 0 0 0

 

量の見込みの

考え方

　推計児童数は減少傾向にあります。ニーズ調査の結果から、子育てに

対して不安を感じている人について、子育て家庭の約半数が「ある」と

回答されました。 

　以上のことから、過去の実績等を参考に、量の見込みを算出しました。

 確保方策の 
考え方

　現行の体制で事業実施は可能なため、継続して実施体制を維持します。

【対 象 者】倉吉市に住所を有していて、家庭などから十分な援

助が受けられない産婦、産後に心身の不調や育児不

安のある産婦（乳児が健康で日常生活に支障がない

こと） 
【利用日数】デイサービス型：母子のみの場合は原則７日、乳児

の場合は週に３日以内 
　　　　　　宿泊型：原則３日以内 
　　　　　　訪問型：３回まで
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⑭　妊婦健康診査 

 

▼量の見込みと確保方策 

 

 

 

 

 

事業概要

　妊娠届のあった妊婦に対して、妊婦健診受診券を発行し、医療機関に

おいて妊婦健診を実施するものです。 

 

 

 

 区分 単位 R7 R8 R9 R10 R11

 
量の見込み 

①

受診人数 人 217 209 202 199 196 

 受診回数（の

べ）
回 3,038 2,927 2,828 2,791 2,745

 
確保方策 

②

受診人数 人 217 209 202 199 196 

 受診回数（の

べ）
回 3,038 2,927 2,828 2,791 2,745

 
過不足 

（②-①）

受診人数 人 0 0 0 0 0

 受診回数（の

べ）
回 0 0 0 0 0

 
量の見込みの

考え方

　本市の出生数は減少傾向にあります。過去の実績では、出生数の減少

により、受診者数も減少していますが、受診率は一定程度あります。 

　以上のことから、出生数の減少から、量の見込みを算出しました。

 確保方策の 
考え方

　現状の体制で提供は可能なことから、継続して体制を維持します。

【対 象 者】妊婦 
【実施場所】委託した市内産婦人科医院、県医療機関等

通し番号　188



第５章　子ども・子育て支援事業に係る量の見込みと提供体制の確保

82 

⑮　乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度） 

 

▼量の見込みと確保方策 

 

 

 

 

事業概要

　未就園の乳児または幼児に適切な遊びや生活の場を提供するととも

に、保護者の心身の状況及び養育環境を把握するための保護者面談と保

護者に対する子育てに関する情報提供、助言その他の援助を行います。 

 

 

 

 

 区分 単位 R7 R8 R9 R10 R11

 量の見込み 

①

人（のべ） - 360 360 360 360 

 時間（のべ） - 3,600 3,600 3,600 3,600 

 確保方策 

②

人（のべ） - 360 360 360 360 

 時間（のべ） - 3,600 3,600 3,600 3,600 

 過不足 

（②－①）

人（のべ） - 0 0 0 0 

 時間（のべ） - 0 0 0 0 

 

量の見込みの

考え方

　本事業は令和８年度から全国で本格実施が予定されている事業です。

国が示している基準を参考にしつつ、ニーズ調査の結果において利用希

望する保護者の割合が高かったことを踏まえて、量の見込みを算出しま

した。 

　※利用時間は月 10 時間を上限として算出しています。

 

確保方策の 
考え方

　本市における本事業の実施は、令和８年度から開始とします。 
　量の見込みを受け入れることができる施設（保育所、認定こども園な

ど）を確保します。確保にあたっては、今後国から示される詳細な事業

内容等を踏まえ、関係機関と協議します。 
　併せて、本事業の周知、啓発を行います。

【対象児童】０歳６ヶ月から満３歳未満の未就園児 
【利用要件】保護者の就労要件は問わない 
　　　　　　月一定時間までの利用可能枠の範囲内 
　　　　　　時間単位での利用
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⑯　その他の事業 

■子育て世帯訪問支援事業 

 

 

■実費徴収に係る補足給付を行う事業 

 

 

■多様な事業者の参入促進・能力活用事業 

 

 

■児童育成支援拠点事業 

 

事業概要

　訪問支援員が、家事や子育てなどに対して不安・負担を抱えている子

育て家庭、妊産婦、ヤングケアラー等がいる家庭に訪問し、その家庭が

抱える悩みを聞き、家事や子育て等の支援を行う事業です。

 

確保方策の 
考え方

　本市においては、本事業は実施していませんが、こども家庭センター

に児童指導員や保健師等の専門知識を有した職員を配置し、「乳幼児訪

問」をはじめとした各種訪問相談を実施しているところです。現行の各

種訪問相談や窓口相談を継続しつつ、今後、関係機関と協議を行いなが

ら、必要に応じて実施を検討していきます。

 

事業概要

　保護者の世帯所得の状況などを勘案して、特定教育・保育施設等に対

して、保護者が支払うべき給食費や日用品、文房具その他の教育・保育

に必要な物品の購入に要する費用、行事の参加に必要な費用を助成する

事業です。

 確保方策の 
考え方

　本市においては、本事業は実施していませんが、景気動向や、国の物

価高対策事業を注視し、適切な支援を検討していきます。

 

事業概要

　多様な事業者の新規参入の支援や、特別な支援が必要なこどもを受け

入れる認定こども園の設置者に対して必要な費用の一部を補助する事業

です。

 
確保方策の 

考え方

　本市においては、本事業は実施していませんが、今後、民間事業者か

ら多様な保育ニーズへの対応や新規事業の実施の提案があった際は、必

要性を精査し、本事業の実施を検討していきます。

 

事業概要

　養育環境等に課題を抱え、家庭や学校に居場所がない児童に対して、

児童の居場所となる場を提供し、児童とその家庭が抱える課題に対して、

必要な支援を行うため、児童とその家庭の状況をアセスメントし、関係

機関へつなぐなどの個々の状況に応じた包括的な支援の提供を行う事業

です。
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■親子関係形成支援事業 

 

 

 

 

 

 
確保方策の 

考え方

　本市においては、本事業の実施していませんが、課題を抱える児童の

居場所について、不登校やひきこもり対策の事業との連携を行いつつ、

民間の活用も含めて検討していきます。

 

事業概要

　児童との関わり方や子育てに悩みや不安を抱えている保護者とその児

童に対して、児童の心身の発達の状況等に応じた情報提供、相談、助言

を実施し、同じ悩みを抱えた保護者同士が相互に悩みや不安を相談、共

有、情報交換できる場を設けるなどの、必要な支援を行う事業です。

 確保方策の 
考え方

　本市においては、本事業の実施していませんが、今後、ニーズを踏ま

えた上で、必要に応じて、民間の活用も含めて検討していきます。
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第６章　計画の推進 

 

１．計画の進行管理について 

 

　計画の適切な進行の管理を行うため、「倉吉市子ども・子育て会議」において、本計画に

基づく実施状況についての点検・評価を行います。また、その結果に対して、対策を講じる

など施策の改善につなげる取組を進めていきます。（ＰＤＣＡサイクルによる進行管理） 

　また、中間年度（令和９年度）を目安として、必要に応じて計画の見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．こども・若者・子育て当事者への意見聴取について 

 

　本計画の策定及び施策の推進、各取組の実施に当たっては、こどもや若者、子育て当事者

である保護者の意見を積極的に聴取し、それぞれが置かれている状況や環境、意見を尊重す

ることが大切です。 

　こども・若者・子育て当事者の意見表明の機会を確保し、施策に反映させるための取組を

積極的かつ継続的に実施します。 

　※「第４章　基本方針Ⅲ　施策①」（56 ページ）に具体的な取組を記載 

 

 

ＰＬＡＮ（計画策定） 
倉吉市子ども・子育て会議の審議等

を踏まえた計画の策定・改定

ＤＯ（計画推進） 
関係機関・団体、行政等の様々な主

体による事業の実施

ＣＨＥＣＫ（点検・評価） 
倉吉市子ども・子育て会議等による

点検・評価の実施

ＡＣＴＩＯＮ（見直・改善） 
課題等に対する取組を検討し、中間

年度を目安に計画を見直し
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３．国、鳥取県との連携について 

 

　本計画は国の定めるこども基本法をはじめとした各種法令に基づく計画を総合的かつ一

体的に実施していくこととしています。市全体でこどもや若者等の施策を推進していくた

めに、国や鳥取県などの動向を的確に把握するとともに、連携して取組んでいきます。 

 

 

４．鳥取県中部圏域の連携について 

 

　本市は平成 23年から、周辺の４町（三朝町、湯梨浜町、北栄町、琴浦町）と中部圏域に

おける定住の促進と持続可能な圏域社会の構築に向けて、定住自立圏構想の取組を進める

ため「鳥取中部定住自立圏共生ビジョン」を策定し、様々な施策を連携、共同して実施して

います。 

　本計画に記載する一部事業においても、１市４町で連携、共同して実施しているところで

す。今後も、各事業において、周辺の町の状況把握や情報共有するとともに、必要に応じて

連携、共同して実施するなど、こども・若者・子育て当事者のニーズに応じた柔軟な対応に

努めていきます。 
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資料編 

 

１．策定経過 

 

 

 

 

 

 

 

 日時 内容

 令和７年８月 21日（木） 令和７年度第１回倉吉市子ども・子育て会議 

【内容】 

・委員委嘱、会長・副会長選出 

・倉吉市こども計画の策定について（概要説明） 

・倉吉市公立保育所再編計画の見直しについて（概要説明）

 令和７年９月１日（月）　

～９月 30 日（火）

倉吉市こども・若者・子育て当事者へのニーズ調査の実施

 令和７年 11月 27 日（木） 令和７年度第２回倉吉市子ども・子育て会議 

【内容】 

・倉吉市こども・若者・子育て当事者へのニーズ調査結果 

・倉吉市こども計画の策定について（素案） 

・倉吉市公立保育所再編計画の見直しについて（素案）

 － パブリックコメントの実施 

 

 － 令和７年度第３回倉吉市子ども・子育て会議 

【内容】 
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２．倉吉市子ども・子育て会議条例 

（設置） 
第１条　子ども・子育て支援法（平成 24 年法律第 65号。以下「法」という。）第 72 条第１
項の規定に基づき、倉吉市子ども・子育て会議（以下「子育て会議」という。）を置く。 

（所掌事務） 
第２条　子育て会議は、次に掲げる事務を処理する。 
(１)　法第 72 条第１項各号に掲げる事務を処理すること。 
(２)　前号に掲げるもののほか、本市の子ども・子育て支援（法第７条第１項に規定する子
ども・子育て支援をいう。以下同じ。）に関し市長が必要と認める事項について、調査審
議すること。 

（組織） 
第３条　子育て会議は、委員 20 人以内で組織する。 
２　子育て会議の委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱する。 
(１)　法第６条第１項に規定する子どもの同条第２項に規定する保護者 
(２)　関係団体の推薦を受けた者 
(３)　地域において子育ての支援を行う者 
(４)　子ども・子育て支援に関する事業に従事する者 
(５)　子ども・子育て支援に関し学識経験のある者 
(６)　その他市長が必要と認める者 
３　委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、
前任者の残任期間とする。 

４　委員は、再任されることができる。 
 （会長及び副会長） 
第４条　子育て会議に、会長及び副会長各１人を置き、委員の互選により選任する。 
２　会長は、会務を総理し、子育て会議を代表する。 
３　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を
代理する。 

（会議） 
第５条　子育て会議の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、その議長となる。 
２　会議は、委員の過半数が出席しなければ、これを開くことができない。 
３　会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところ
による。 

（部会） 
第６条　子育て会議に、専門の事項を調査審議するため、部会を置くことができる。 
２　部会に属すべき委員は、委員のうちから会長が指名する。 
（関係者の出席等） 
第７条　子育て会議は、その所掌事務を遂行するために必要があると認めるときは、会議又
は部会に委員以外の者に出席を求め、意見若しくは説明を聴き、又は資料の提出を求める
ことができる。 

（庶務） 
第８条　子育て会議の庶務は、健康福祉部において処理する。 
（委任） 
第９条　この条例に定めるもののほか、議事の手続その他子育て会議の運営に関し必要な
事項は、会長が子育て会議に諮って定める。 

附　則 
この条例は、平成 26年４月１日から施行する。 
附　則（平成 30年３月 15 日条例第３号） 
この条例は、平成 30年４月１日から施行する。 
附　則（令和５年３月 22日条例第 10号） 
この条例は、令和５年４月１日から施行する。 
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３．倉吉市子ども・子育て会議委員名簿 

【任期】令和７年８月 21日から令和９年８月 20 日 

 
区分 所属団体 職名 氏名 備考

 
１

子どもの保護

者
倉吉市立関金保育園保護者

会
会長 宮本　理絵

 
２ 倉吉市立社保育園保護者会 会長 福田　順子

 
３ 倉吉東こども園保護者会 会長 矢萩　陽介

 
４ 倉吉市小学校 PTA 連合会 代表者 柴田　剛史

 
５

倉吉市中学校・養護学校 PTA

連合会
副会長 山本　美穂

 
６

関係団体の推

薦を受けた者 倉吉市自治公民館連合会 副会長 安長　章

 
７

特定非営利活動法人鳥取県

自閉症協会
会員 下吉　素子

 
８

公益社団法人鳥取県中部医

師会
理事 浜吉　麻里

 
９ 倉吉児童相談所 所長 田中　幹世

 
10

地域において子育て

の支援を行う者
倉吉市民生児童委員連合協

議会
地区会長 小谷　敏彦

 
11

子ども・子育て

支援に関する

事業に従事す

る者

因伯子供学園 主任 玉城　かおり

 
12 倉明園 施設長 田中　恵子

副会

長

 
13 倉吉市公私立保育園長会 園長 興治　麗

 
14

倉吉市私立認定こども園協

会
園長 横濱　純一

 
15 小鴨児童センター 館長 矢城　あかね

 
16

子ども・子育て支援

に関し学識経験のあ

る者

鳥取短期大学幼児教育学科 准教授 青木淳英 会長
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第１章　計画の概要 

 

１．計画策定の背景と趣旨 

 

（１）はじめに 

　本市の公立保育所の再編については平成 24 年７月に「倉吉市公立保育園のあり方検討委

員会」において協議を開始し、平成 28 年１月に「倉吉市公立保育所の再編計画案」、平成 31

年３月に「倉吉市公立保育所の役割と施設の配置に関する基本方針」を策定しました。 

　これに基づき、公立保育所の統廃合を実施し、このうち、西エリアの公立保育所３園（社、

北谷、高城）を統合し、新たな認定こども園を設置することですすめてきましたが、令和６

年 12 月市議会において、関連予算が実質否決されました。その後、市の内部協議を重ねる

中で、本市の保育の状況は、保育人材の不足や既存の施設の維持管理に加えて、予想をはる

かに上回る急速な少子化となっており、再編計画の策定時と異なる状況にあることが浮き

彫りになってきました。 

　このような現状に鑑み、公立保育所の再編については、今一度立ち止まって、保護者、地

域住民をはじめ、外部の方の意見を聞きつつ、市全体の現状を踏まえた再編計画の見直しを

することといたしました。 

　本計画は、本市の公立保育所の役割と適正な施設の配置、検討方法についての基本的な方

針を示すものです。 

 

（２）本市の公立保育所のあり方にかかる協議等の経過 

 

 

 時期 内容

 平成 24年７月 倉吉市公立保育園のあり方検討委員会を設置

 平成 25年３月 倉吉市公立保育所の再編計画素案を策定

 平成 25年 11 月 関金保育園・山守保育園統合

 平成 26年３月 上小鴨保育園大規模改修工事

 平成 27年３月 西郷保育園・小鴨保育園増改築工事

 平成 28年１月 倉吉市公立保育所の再編計画案を策定

 平成 31年３月 倉吉市公立保育所の役割と施設の配置に関する基本方針を策定

 令和３年３月 倉吉西保育園廃園

 令和５年４月 上井保育園民営化
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２．計画の位置づけ 

 
　本計画は、倉吉市のまちづくりの最上位計画である「第 12 次倉吉市総合計画」に掲げら

れている子育て施策と連携し、「倉吉市公共施設等総合管理計画」及び「倉吉市公共施設等

個別施設計画」と整合性を保つとともに、子育て支援の充実を目指す「倉吉市こども計画」

とも調和させたものとします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第 12 次倉吉市総合計画

倉吉市公立保育所再編計画

倉吉市公共施設等総合管理計画

倉吉市公共施設等個別施設計画

連携

倉吉市こども計画

整合調和
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３．計画の期間 

 
　本計画の期間は、「倉吉市公共施設等個別施設計画」と整合性を保つ必要があることから、

令和８年度から令和 12 年度までの５年間を計画期間とします。なお、計画期間中であって

も、国の動向や社会情勢等の変化を踏まえて、必要に応じて計画の見直しを行います。 
 
 

４．計画の対象 

 
　本計画の対象施設は、本市が設置する公立保育施設とします。また、計画の検討にあたっ

ては、私立保育所、私立認定こども園などの民間運営施設の状況も考慮するものとします。 
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第２章　倉吉市公立保育所の現状と課

題 

 

１．統計資料等からみる倉吉市の現状 

 

（１）将来の人口推計 

　本市の人口は減少が続き、令和 27 年には４万人を下回る見込みです。年少人口率は横ば

い、生産年齢人口率はゆるやかに減少傾向ですが、高齢化率は上昇していくことが予想され

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：令和５年地域別将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所） 
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（２）出生数 

　①倉吉市の出生数の推移 

　本市の出生数は減少傾向で、令和６年度は前年度と比較して 49 人の減少となり、近年で

はもっとも大きな減少幅となりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：人口集計 

 
　②地区別の出生数の推移 

　地区別の出生数をみると、令和６年度は 10 人を下回る地区が５地区（明倫、灘手、北谷、

高城、上小鴨）あり、特に中山間地域は減少傾向にあります。 

 
 

年度 上北条 上井 西郷 上灘 成徳 明倫 灘手 社 北谷 高城 小鴨 上小鴨 関金 合計
H22 24 85 44 58 17 15 4 39 8 12 67 9 15 397
H23 25 70 41 73 22 24 4 45 12 15 78 16 23 448
H24 29 72 42 62 15 12 7 36 9 16 70 7 16 393
H25 25 77 53 55 14 22 5 46 9 17 58 7 25 413
H26 31 68 43 60 17 21 8 44 8 11 47 8 15 381
H27 27 53 50 64 9 27 6 40 8 10 54 8 24 380
H28 17 61 47 56 9 15 7 49 3 11 54 11 12 352
H29 16 69 44 76 17 18 7 44 7 8 45 9 20 380
H30 22 58 34 59 18 19 9 40 7 12 53 4 13 348
R1 27 67 51 58 16 19 3 36 6 8 46 5 17 359
R2 31 64 25 43 11 18 7 36 2 12 51 3 10 313
R3 19 48 46 54 15 17 6 34 2 4 33 4 6 288
R4 19 69 39 47 15 15 2 35 2 8 36 5 11 303
R5 22 48 30 43 7 18 5 32 1 6 45 4 12 273
R6 16 44 24 40 11 6 1 20 1 7 40 3 11 224

397
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出典：人口集計 
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（３）本市の施設の現状 

　令和７年４月時点の本市の施設数は、公立保育所が８施設、私立保育所が 10 施設、私立

認定こども園が６施設、計 24施設あります。 

※令和７年４月１日時点 
 

 　 施設名 区分 定員 住所 地区

 1西郷保育園 公立保育所 80下余戸 129-1 西郷

 2社保育園 公立保育所 80国分寺 342-11 社

 3北谷保育園 公立保育所 45沢谷 289-1 北谷

 4上小鴨保育園 公立保育所 60鴨河内 1731-1 上小鴨

 5灘手保育園 公立保育所 45尾原 500-15 灘手

 6小鴨保育園 公立保育所 90中河原 551-1 小鴨

 7高城保育園 公立保育所 90上福田 1104 高城

 8関金保育園 公立保育所 90関金町関金宿 2830-2 関金

 1上北条保育園 私立保育所 80新田 360-1 上北条

 2上井保育園 私立保育所 75福庭町 2 丁目 152 上井

 3ババール園 私立保育所 90山根 425-3 西郷

 4あゆみ保育園 私立保育所 50海田西町 2丁目 251 上井

 5うつぶき保育園 私立保育所 90東昭和町 177-1 上灘

 6めぐみ保育園 私立保育所 25仲ノ町 742-2 成徳

 7ひまわり保育園 私立保育所 60余戸谷町 2971-7 明倫

 8向山保育園 私立保育所 60和田東町 917 社

 9みのり保育園 私立保育所 80西福守町 594 社

 10西倉吉保育園 私立保育所 70西倉吉町 2-23 小鴨

 1鳥取短期大学附属こども園 認定こども園 135福庭 854 上井

 2倉吉東こども園 認定こども園 110上井 781-1 西郷

 3どんぐりこども園 認定こども園 110上灘町 41-1 上灘

 4倉吉愛児園 認定こども園 90東町 342 成徳

 5倉吉幼稚園 認定こども園 134仲ノ町 742-1 成徳

 6聖テレジアこども園 認定こども園 95福吉町 1376-6 明倫
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（４）近年の施設数の推移等 

①施設数の推移 

※各年度４月１日時点 
 
 
 
 
 
②公立保育所の近年の統廃合等の状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 　 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

 公立保育所 10 10 10 10 10 9 9 8 8 8

 私立保育所 12 12 12 11 10 10 10 11 10 10

 認定こども園 4 4 4 5 6 6 6 6 6 6

 計 26 26 26 26 26 25 25 25 24 24

 年月日 保育所名 内容

 平成 25年 11月５日 山守保育園 関金保育園へ統合

 平成 30年４月１日 上井保育園 指定管理

 令和３年３月 31日 倉吉西保育園 廃園

 令和５年４月１日 上井保育園 民営化（公立保育所⇒私立保育所）

※R6.3.31 ひかり保育園（私立）廃園 
※R5.4.1 上井保育園を民営化（公立⇒私立） 
※R3.3.31 倉吉西保育園（公立）廃園 
※R2.4.1 どんぐり保育園（私立）認定こども園へ移行 
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（５）市内の保育所・認定こども園の位置図 
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（６）保育所等の利用状況 

　①入所児童数の推移（保育所等別） 

　入所児童数は公立保育所、私立保育所、私立認定こども園ともに減少傾向です。 

　　※私立保育所から認定こども園へ移行したことにより認定こども園の児童数が増加し

た年度があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　※各年度４月１日時点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：こども支援課 

　※市外広域入所（市外から市内の保育所に通所している児童）は除く 

 
　②入所児童数の推移（年齢別） 

　年齢別でみると、一部の年齢で増加に転じた年もありますが、全体的に減少傾向です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※各年度４月１日時点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：こども支援課 

 

558 522 500 465 438 410 405 328 307 277

764 757 728 659 565 562 544 598 562 537

433 451 439 541 668 642 616 581 560 534

27 23 21 15 12 11 9 14 14 11

1,782 1,753 1,688 1,680 1,683 1,625 1,574 1,521 1,443 
1,359 

0

500

1000

1500

2000

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

公立保育所 私立保育所 私立認定こども園 広域入所

57 59 67 58 59 32 42 48 41 33
239 252 267 270 265 255 239 223 236 220

319 282 285 293 320 293 277 266 246 245

349 378 337 339 340 354 316 315 289 261

430 358 375 342 351 343 359 311 322 285

388 424 357 378 348 348 341 358 309
315

1,782 1,753 1,688 1,680 1,683 1,625 1,574 1,521 1,443 
1,359 

0

500

1000

1500

2000

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳
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　③就園率の推移 

　就園率は０歳と 3歳から５歳まではほぼ横ばいで推移しますが、１歳から２歳は上昇傾

向です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※各年４月１日時点就園児童数/各年３月末時点人口　　　　　　　出典：こども支援課 

 
 

 

15.75% 17.20% 18.72% 17.31% 17.82%

10.39%
15.61% 16.61% 15.83% 15.28%

71.77% 73.05%
76.54% 78.88%

82.45% 81.15% 79.28%
84.01%

87.70% 88.51%
95.18% 97.04% 95.15% 94.25% 95.42% 96.08% 97.46% 96.49% 97.27% 96.88%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

０歳 1-2歳 3-5歳
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（７）公立保育所の入所の状況 

　①入所児童数の推移 

　市内の公立保育所の入所児童数は年々減少傾向です。保育所の入所定員に対する入所児

童数の割合を示す入所率も減少傾向で、令和７年度に 50％を下回り、47.8％となりました。 

（人） 

　※各年度 4 月 1 日時点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 施設名 小学校区 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

 西郷保育園 西郷 66 66 59 56 54 59 57 62 61 51

 社保育園 社 70 67 69 64 48 46 52 50 43 42

 北谷保育園 久米 38 36 28 24 23 22 18 17 13 12

 上小鴨保育園 小鴨 34 28 30 29 26 25 26 21 23 19

 灘手保育園 打吹 21 21 19 19 23 22 22 21 18 15

 小鴨保育園 小鴨 87 77 68 64 68 69 66 71 71 66

 高城保育園 久米 53 50 51 39 36 37 34 33 31 29

 関金保育園 関金 82 84 81 82 68 65 60 55 47 43

 上井保育園 河北 78 68 73 67 67 66 71- - -

 倉吉西保育園 明倫 31 28 25 25 26- - - - -

 小計（公立） 560 525 503 469 439 411 406 330 307 277

 入所率 78.32% 73.43% 70.35% 65.59% 61.40% 62.75% 61.98% 56.90% 52.93% 47.76%

560
525

503
469

439
411 406

330
307

277

0

100

200

300

400

500

600

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

西郷保育園 社保育園 北谷保育園 上小鴨保育園 灘手保育園
小鴨保育園 高城保育園 関金保育園 上井保育園 倉吉西保育園
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　②年齢別の入所児童数 
　令和７年４月１日時点の各保育所の年齢別児童数は、５歳児が 72 人でもっとも多く、次

いで４歳児が 56 人となっています。保育園所でみると小鴨保育園がもっとも多く、次いで

西郷保育園となっています。 

※令和７年４月１日時点 
 
 
 
 

 

 　 　 　 　 　 　 　 （人）

 

　 施設名

児童数

 
０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計  

 
 1 西郷保育園 1 6 9 13 7 15 51

 2 社保育園 1 8 9 6 9 9 42

 3 北谷保育園 1 1 1 2 4 3 12

 4 上小鴨保育園 0 3 4 5 2 5 19

 5 灘手保育園 0 3 2 1 5 4 15

 6 小鴨保育園 2 11 15 11 12 15 66

 7 高城保育園 1 4 5 3 7 9 29

 8 関金保育園 1 8 7 5 10 12 43

 　 合計 7 44 52 46 56 72 277
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（８）公立保育所の施設の状況 

　公立保育所のうち６施設が建築から 40 年以上が経過しています。「倉吉市公共施設等個

別施設計画」（令和３年３月策定（令和７年３月改定））において、更新検討時期を定めてい

るところですが、毎年、定期点検を実施し、必要な修繕を実施しています。 

 
（９）保育士の配置状況 

　公立保育所の保育士の配置状況は、正職員 33 人、会計年度任用職員 51.5 人となってお

り、会計年度任用職員は保育士全体の 61 パーセントを占めています。 

※令和７年４月１日時点 

※常勤換算人数 

 
【参考】民間保育施設の保育士の人数 

※令和７年４月１日時点 

 　 施設名 建築年度 築年数 棟数 延床面積 更新検討時期

 1 西郷保育園 1986 年 38 年 1 594 ㎡R8-9 改修/長寿命化

 2 社保育園 1975 年 49 年 1 468 ㎡-

 3 北谷保育園 1977 年 47 年 1 375 ㎡-

 4 上小鴨保育園 1981 年 43 年 1 481 ㎡R4-5 改修/長寿命化

 5 灘手保育園 1986 年 38 年 1 361 ㎡-

 6 小鴨保育園 1983 年 41 年 1 616 ㎡-

 7 高城保育園 1982 年 42 年 1 580 ㎡-

 8 関金保育園 1983 年 41 年 2 840 ㎡R5-6 改修/長寿命化

 　 　 　 　 　 （人）

 　 施設名 園長 正職員 会計年度職員 合計 定員

 1 西郷保育園 1 5 10.8 16.8 80

 2 社保育園 1 4 6.8 11.8 80

 3 北谷保育園 1 3 3.2 7.2 45

 4 上小鴨保育園 1 3 4 8 60

 5 灘手保育園 1 3 2.9 6.9 45

 6 小鴨保育園 1 7 9.8 17.8 90

 7 高城保育園 1 4 5.8 10.8 90

 8 関金保育園 1 4 8.2 13.2 90

 　 計 8 33 51.5 92.5 580

 　 　 　 （人）

 　 正規 非正規 合計 定員

 私立保育所 105 32.7 137.7 680

 認定こども園 112 24.7 136.7 674
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【参考】公立保育所の児童数と保育士の配置基準・保育士数の比較 
現在の保育士の配置状況は、国の示す保育士の配置基準を満たしています。 

※令和７年４月１日時点 

※基準保育士数は、年齢別の子どもの数に対する基準保育士数の合計（子どもの数が少ない

場合は、保育士の数を１人役以下で計算）に、加配保育士（障がいのある子ども等に配置

する保育士）、代替要員（年次休暇代替として配置する保育士）の人数を足し上げて算出

された値です。 

※現在の保育士の実人数は、短時間勤務（パートタイム）の職員を含めた人数です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 　　 　 　 　 　 　 　 　 （人）

 

　 施設名

配置基準等に基づく 
必要な職員の数

現在の職員数

 
基準 

保育士数
園長 調理員 計

現在の保育士数
園長 調理員 計  

 常勤換算 実人数

 　 　 a b c a+b+c 　 d e f d+e+f

 1 西郷保育園 15 1 3 19 15.8 19 1 3 23

 2 社保育園 9 1 2 12 10.8 12 1 2 15

 3 北谷保育園 6 1 2 9 6.2 7 1 2 10

 4上小鴨保育園 6 1 2 9 7 8 1 2 11

 5 灘手保育園 5 1 2 8 5.9 7 1 2 10

 6 小鴨保育園 16 1 3 20 16.8 19 1 3 23

 7 高城保育園 9 1 2 12 9.8 11 1 2 14

 8 関金保育園 12 1 2 15 12.2 14 1 2 17

＜法律に定められる保育士１人あたりの子どもの数＞ 
児童福祉施設の設備及び運営に関する基準第 33 条 

 
※１歳児については、国の基準は 6 人ですが、本市は「鳥取県低年齢児受入施設保育士等特別配置基

準」を適用しています。

０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児
児童数 3 4.5 6 15 25 25
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２．倉吉市の課題 

 

（１）児童数の急速な減少 

　本市の出生数は令和６年度に 224 人となり、前年度から 49 人の減少となりました。今後

の減少幅の見通しが困難な状況にある中、特に中山間地域の公立保育所については、市が担

うべき役割として、適切な施設配置を図っていく必要があります。 

 

（２）保育施設の老朽化 

　本市の保育施設は、建築から 40年以上が経過しており、躯体そのものは問題ないものの、

設備の修繕等を計画的に進めていく必要があります。修繕等を行うにあたっては、修繕時期

が集中しないように、予算の平準化を図りながら、子どもたちが安全・安心に過ごすことが

できるように、保育環境に適した整備を行っていくことが求められます。 

 

（３）保育士の確保 

　本市の保育人材は慢性的に不足している状況であり、保育士の確保に苦慮しているとこ

ろです。延長保育の対応や勤務ローテーションの確保など、安定的な保育体制を維持するた

め、保育士の適切な人員配置を行うとともに、保育士の担い手不足の解消に向けた取り組み

が必要です。 

 
 

通し番号　215
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第３章　計画の基本方針 

 

１．公立保育所の役割 

 

（１）地域における子育て支援の拠点 

　地域における子育て支援の中心的な役割を担うため、地域子育て支援センターにおいて、

子育てに関する相談等の支援を行います。 

 

（２）特別な支援が必要な児童等への支援 

　様々な事情により、配慮や支援が必要な児童を積極的に受け入れます。 

 

（３）中山間地域の保育ニーズへの対応 

　児童数が少ない地域における保育ニーズに対して、公立保育所の提供体制の確保を原則

としつつ、民間施設等の地域資源の有効活用を視野に入れて対応します。 

 

（４）保育における質の向上 

　指導監督、助言等を行うことで、高い専門性を有した保育士を育成していきます。また、

発達過程の児童が、集団の中で、豊かな人間性を育むことができる環境を整備します。 

 
 

２．公立保育所の配置の基本的な考え方 

 
　民間保育施設を含めた市域全体の保育行政の視点により、民間保育施設の運営について

も十分な配慮をしつつ、公立保育所の役割、出生数の状況、広域入所の状況、保育の効率性

等の視点等を踏まえ、中・長期的な視野により公立保育所の配置を決定していきます。 

　その際、公立保育所の整理統合は、当該公立保育所に通う子どもの数が、数年後には一定

人数未満（※）となることが見込まれ、且つ混合クラス（年齢の異なる子どもを一緒に保育

すること）の設置が見込まれる場合に検討を開始することとします。 

　また、保育施設の更新は、施設の老朽化状況等を総合的に判断し、既存施設の改修等を行

うことを基本としますが、統合新設が有効であると判断される場合は、必要最小限の規模で

の施設整備を検討します。 

　（※）検討開始の目安となる入所児童数　：　２０人未満 
 
 
 

児童福祉法第 39 条において、保育所の利用定員は 20 人以上と定められている

ことから、再編検討の目安となる入所児童数を 20 人未満とします。

通し番号　216
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第４章　具体的な取組み 

 

１．具体的な取り組み 

 
　今後の入所児童数の推計と基本方針を踏まえ、各公立保育所の具体的な取り組みの目安

は以下の表のとおりですが、当該時期に整備等を行うことを確定したものではありません。

保護者や地域との協議の状況や市の財政事情などを踏まえ、丁寧かつ慎重に検討を進めて

いきます。 

 
　※本計画の期間は令和 12 年度までとしていますが、十分な検討期間を確保することから、

令和 13 年度以降についても取り組みの目安を記載します。 
　※検討を行う際は、保護者や地域等との意見交換を丁寧に行うなど、適切な協議期間を設

けます。 
 
＜前計画等からの変更点＞ 
　平成 31 年３月に策定した「倉吉市公立保育所の役割と施設の配置に関する基本方針」に

おいては、西エリアの社、北谷、高城、灘手の受入施設として２施設を整備することとし、

この方針に基づき、社、北谷、高城において１施設を新設することとしていましたが、該当

する４園の推計児童数は令和 20 年度に 29人、令和 25年度に 21人になることが予想され、

新たな保育施設を新設しても、短期間で「２．公立保育所の配置の基本的な考え方」の一定

人数未満に近くなることから、新設については慎重な検討が必要となるため、既存施設の改

修等による合同保育の実施を基本とします。 
 
 

 

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R20 R25 具体案施設名

1 西郷保育園
継続。児童数をみながら検討開

始。

2 社保育園 継続。

3 灘手保育園 R11から社で合同保育

4 北谷保育園 R8から高城と合同保育。

5 高城保育園
R13から検討開始。社と合同保

育。

6 小鴨保育園 継続

7 上小鴨保育園 R11から小鴨で合同保育

8 関金保育園
継続。児童数をみながら検討開

始。

検討

検討

社で

合同

保育

小鴨で合同保育

高城で合同保育

検討

社で合同保育
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【参考】具体的な取り組みの根拠 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①児童数の推計 
　児童数の推計値は「倉吉市こども計画（令和８年３月策定）」において算出した値（R7～
R11）に、同計画と同じ方法（コーホート変化率法）で算出した令和 12 年度～令和 25 年度

の推計値を加えたものです。 

　※各年度４月１日時点（R7 は実績値） 
　※コーホート変化率法は、同時に出生した集団の、ある期間の人口の変化を捉えることで

将来人口を推計する手法です。 
　※令和 16 年度以降は５年ごとに表記しています。 

 

 区分 単位 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R20 R25

 ０歳 人 217 209 202 199 196 193 192 191 191 185 173 

 １歳 人 260 213 205 198 196 192 190 186 188 181 172 

 ２歳 人 273 247 203 195 189 186 183 180 177 175 167 

 ３歳 人 266 274 248 203 196 189 187 184 181 176 170 

 ４歳 人 300 263 270 245 201 193 187 184 181 176 169 

 ５歳 人 320 292 255 263 238 195 188 182 179 172 166 

 合計 人 1,636 1,498 1,384 1,304 1,215 1,149 1,126 1,108 1,098 1,066 1,017 

各公立保育所の入所児童数の推計の算出にあたっては、①倉吉市こども計画

（令和８年３月策定）で算出した今後の児童数の推計に、②今後の就園率（年齢

別及び公立・民間別）を勘案し、③公立保育所の推計入所児童数を算出した値に、

直近の各保育所の児童数の割合に応じて算出したものです。 
算出の過程において、公立と民間の就園割合は、過去の実績から公立保育所よ

り民間保育施設に就園する割合が高くなっていることを考慮し、今後においても

同様の傾向が続くことを見込んでいます。また各公立保育所の入園割合は、園に

よって増減があることを考慮しています。 
民間保育施設の状況によって、今後、この推計値を上回る減少値になる可能性

があります。

通し番号　218



第４章　具体的な取組み

20 

②就園率・就園割合 
　年齢別及び公立・民間別の就園率の実績です。 

 

 
　公立・民間別の就園割合の推計です。過去の実績から、今後も民間の割合が高くなること

を見込んで算出しています。 

　※各年度４月１日時点 
 
③公立保育所の入所児童数の推計 
　児童数の推計値に、直近の年齢別及び公立保育所の就園率を勘案して算出した公立保育

所の推計入所児童数を、各公立保育所の入所割合に応じて算出したものです。 

　※北谷保育園については、R8 年度から高城保育園との合同保育が決定していますが、参

考として北谷保育園単独で記載しています。 
　※小数点以下を四捨五入して算出していますので、合計値と合わない箇所があります。

 　 R3 R4 R5 R6 R7

 ０歳 10.53% 15.38% 16.27% 15.47% 15.21%

 1-2 歳 81.76% 79.28% 83.77% 87.53% 87.18%

 3-5 歳 96.06% 96.01% 95.62% 96.01% 97.19%

 　 R3 R4 R5 R6 R7

 公立 19.88% 20.44% 17.20% 17.30% 16.93%

 民間 58.39% 58.56% 61.82% 63.21% 65.46%

 　 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R20 R25

 公立 20.55% 19.66% 18.80% 17.98% 17.20% 16.45% 15.74% 15.05% 14.40% 11.53% 9.23%

 民間 79.45% 80.34% 81.20% 82.02% 82.80% 83.55% 84.26% 84.95% 85.60% 88.47% 90.77%

 施設名 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R20 R25

 西郷保育園 51 45 39 35 31 28 26 25 23 18 14

 社保育園 42 37 32 29 26 23 21 20 19 14 9

 灘手保育園 15 12 10 8 6 5 4 3 2 1 1

 北谷保育園 12 10 9 8 7 6 5 5 4 3 2

 高城保育園 29 26 23 21 18 16 15 15 14 11 9

 小鴨保育園 66 60 54 50 45 42 40 38 37 32 24

 上小鴨保育園 19 16 13 11 9 7 6 5 4 1 1

 関金保育園 43 38 34 31 28 25 24 23 22 18 15

 合計 277 244 214 192 169 152 142 133 126 98 75

 民間保育施設 
（16 施設）

1,071 995 925 874 813 770 759 751 748 751 738

通し番号　219



第４章　具体的な取組み

21 

２．再編（統廃合）までの流れ 

 
　公立保育所の再編までは、以下の流れを基本とします。 
 
（１）「公立保育所の配置の基本的な考え方」に基づき、検討対象の施設を決定 
 
（２）保護者説明会の実施 
 
（３）地域への説明会の実施 
 
（４）保護者・地域との合意形成 
 
（５）再編（統廃合）の実施 
 

 

保護者・地

域との協議

は継続して

実施
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第５章　計画の推進 

 

１．計画の推進体制 

 
　本計画の推進にあたっては、「倉吉市子ども・子育て会議」において、進捗を報告し、意

見を伺うこととします。 
　また、本計画は、国の動向や社会情勢の変化などを注視し、計画期間中であっても必要に

応じて、計画の見直しを実施します。 
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